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活 動 記 録 
 
 
 久留米大学教職課程年報には、教職課程の活動記録を残すという役割も期待されている。本学
教職課程は、p.67に掲載している「久留米大学教職課程委員会規程」を1991年 7月 31日に制
定している。27年前のことである。決して短い歴史ではない。むろん、それまでも本学では教
員を養成していたので、本学教職課程はさらに長い歴史がある。しかしながら、この間、教職課
程では活動記録を編纂し記録に残すという作業をほとんど行ってこなかった。そのために貴重な
記録が散逸している。活動記録を残し、過去をふり返り、将来に活かすという作業は、組織運営
の基本である。ここに本年報を刊行する一つの理由がある。 
 本年報では、現在の活動内容に加え、過去の活動内容も発掘し、掲載する。この創刊号では、
過去の活動記録として「教職課程ニュース」を採録する。 
  
(1) 2016年度 活動報告 
 本年度に行った教職課程の活動内容を表 1 に示す（p.37）。そこには学内行事として教職課程
の説明会、各種会議、教員免許更新講習など、教職課程が学内で主催した行事が含まれる。一方、
学外行事としては、全国私立大学教職課程協会（全私教協）や九州地区大学教職課程研究連絡協
議会（九教協）の活動、南筑高等学校における教職インターンシップなどが含まれている。 
 その中で特筆されるべきことは全私教協と九教協の件である。本年度2016年度と次年度2017
年度の2年間、久留米大学が九教協の会長校・事務局長校となり、九教協の事務局を担当するこ
とになった。会長に学長の永田見生が、事務局長に教職課程委員長の安永悟が就任した。 
 また、九教協は全私教協の下部組織であり、地区協議会としての位置づけもある。これに伴い、
2016年度と2017年度の2年間、九教協の会長である永田見生が全私教協の副会長に、また九教
協の事務局長である安永悟が全私教協の理事に選任された。 
 教職課程の通常業務に加え、全私教協および九教協に関連する業務が大幅に増えた。さらに次
年度の開講が決まった新学部「人間健康学部」の開設に合わせて、新学部の教職課程に関わる認
可申請の業務が加わり、事務作業は膨大な量に膨れあがった。この状態に対応するために、事務
を担当する教務課は担当職員を増強し、対応にあたった。 
 
(2) 教職課程「自主勉強会」 
 本年報の創刊号に、「教職課程『自主勉強会』」（以下、勉強会と略す）を紹介できることを誇
らしく思う。本勉強会は学生たちが主体的に立ち上げ、企画・運営を行っている。「現場で活躍
できる教員養成」の達成にむけた本学教職課程としての取り組みが着実に進展している一つの証
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といえる。 
 本勉強会は、もともと通信教育の小学校コースを受講していた学生たちが中心に始まった会で
ある。それまで、久留米大学は小学校教員を養成した経験はなく、全く未知の世界に対する挑戦
であった。その中心的な役割をお願いしたのが非常勤講師である須藤文先生と石丸文敏先生であ
った。正規の授業時間内では不十分であり、授業時間外に学生を集めて、実に熱心なご指導をい
ただいている。先生方の期待に応えて、学生たちも真剣に取り組んだ。その成果は、小学校教員
採用試験にこの 2 年間で 13 名が挑戦し、8 名が合格するという見事な成績として現れた。これ
らの素晴らしい成果は「自分たちでも、やればできる」という強力な効力感を学生に植え付けた。
また、教職課程が使える教室(163教室)が確保され、学生たちが集い学べる環境が整った。これ
らがきっかけとなり、当初は小学校コースの学生が中心であった勉強会も、徐々にその輪が広が
り、小学校コース以外の学生も参加するようになってきた。 
 本年報の資料Ⅰに勉強会の案内を掲載した。この案内も学生たちが作成したものである。主体
的かつ能動的に学び合えている学生たちの姿の一端を知ることができる。学生同士が切磋琢磨し、
真剣に学び合っている様子を記録に留められることは、このうえない喜びである。 
 蛇足であるが、この研究会のメンバーが中心となり、教職採用試験対策の学内セミナーが復活
した。この2月から開講している。受講者は20名である。受講者20名が集まらなければ開講で
きないという条件のなか、学生同士が教員になるという強い意志のもと団結した結果である。こ
の件もここに記し、高く評価したい。 
  
(3) 教員免許更新講習 
 本学教職課程は教員養成を主たる業務としているが、現役教員の資質能力の保持を目的に導入
された「教員免許更新制」の趣旨に賛同し、2009 年度から本学でも「免許状更新講習」を開催
している。 
 この創刊号には、本年度開催した講習内容を資料として収録した（資料Ⅱ-1）。これは大学ホ
ームページ上に掲載されたないようである。また、2009年度から2016年度までの間に、久留米
大学で開催した教員免許更新講習の実績一覧も掲載した（資料Ⅱ-2）。 
  
(4) 教職課程ニュース 
 本学教職課程は2002年から「教職課程ニュース」を定期的に発行している。現時点では昨年
度末に出された16号が最新号である。資料Ⅲにすべての教職課程ニュースを掲載している。 
 教職課程ニュースは教職課程運営委員会のメンバーが2人一組となり、輪番で編集にあたって
いる。その時々の、教職課程での出来事を中心にまとめている。多くの場合、新年度に向けた教
職課程説明会に参加した学生に配布し、教職課程の実情を理解してもらうための資料として使わ
れてきた。 
（文責：安永 悟） 
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⽉
　4⽇(⽉)
11⽇(⽉)
25⽇(⽉)
26⽇(⽕)
⼊学式
前期授業開始
教職課程運営委員会
教職課程委員会
25⽇(⽉)
26⽇(⽕)-
　27⽇(⽔)
九教協第1回運営委員会（久留⽶⼤学）
教職インターンシップ
　（久留⽶市⽴南筑⾼等学校）
5
⽉ 30⽇(⽉) 教職課程運営委員会 　
6
⽉
3⽇(⾦)-
　4⽇(⼟)
九教協定期総会・研究協議会
　（福岡ガーデンパレス）
7
⽉
20⽇(⽔)
28⽇(⽊)
教職課程運営委員会
前期授業終了 25⽇(⽉) 九教協第2回運営委員会（久留⽶⼤学）
8
⽉
　2⽇(⽕)
17⽇(⽔)
　-19⽇(⾦)
20⽇(⼟)
21⽇(⽇)
22⽇(⽉)
　-24⽇(⽔)
26⽇(⾦)
27⽇(⼟)
28⽇(⽇）
教職課程講師会
教員免許更新講習
　「協同学習による授業づくり」
教員免許状更新講習「必修」
教員免許状更新講習「選択必修」
教員免許状更新講習
　「現場に役⽴つ実践スポーツ医科学講座」
教員免許状更新講習「いのちの対話」
教員免許状更新講習「いのち」と「からだ」の対話
教員免許状更新講習「からだ」と「あたま」の対話
9
⽉
　6⽇(⽕)
21⽇(⽔)
教職課程運営委員会
後期授業開始
10
⽉
11⽇(⽕)
28⽇(⾦)
教職課程運営委員会
教育実習懇談会
11
⽉ 18⽇(⾦) 教職課程運営委員会
5⽇(⼟)
25⽇(⾦)-
　26⽇(⼟)
全私教協研究交流集会（九州共⽴⼤学）
全私教協研究連絡会（⼤分リーガルホテル）
九教協第3回運営委員会（同上）
12
⽉
21⽇(⽔) 教職課程運営委員会
教職課程講師会
1
⽉
16⽇(⽉)
18⽇(⽔)
後期授業終了
教職課程運営委員会
2
⽉ 15⽇(⽔) 教職課程運営委員会
3
⽉
21⽇(⽕)
27⽇(⽉)
卒業式
教職課程説明会2〜4年⽣
教職課程講師会
6⽇(⽉) 九教協第4回運営委員会（久留⽶⼤学）
表1．2016年度 活動報告
学内⾏事 学外⾏事
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11月 22日の勉強会では、教員採用試
験について各都道府県・学校種ごとに分
かれて対策を行いました。 
今年度の採用試験を受験した 4年生の
話をもとに、来年の試験に向けて一緒に
対策を練りました。私たち 4年生が、今
の時期にどのような勉強を行っていたか、どのような勉強スタイ
ルだったのか、など 3年生からの様々な質問にどんどん答えてい
きました。 
4年生からのアドバイスとしては「一緒に勉強をする仲間を見
つけておくこと」が多く挙げられていました。 
今年は昨年と比べて受験志願者が多く、都道府県も福岡県、佐
賀県、熊本県、長崎県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県、長野県、島
根県と様々です。実際に合格者が受験勉強の際に使用していたテ
キストなども「やきにく教室（163）」に置いていますので是非！
授業のついでにでも立ち寄ってみてください。 
 
 
 
 
 
 
 
来週は、須藤先生が高知市の小学校研修会の報告をして 
くださるそうです。須藤先生は高知県に出張に行き、研究 
授業などで学校の実態について勉強されてきました。次回 
の勉強会では、その際に見学された算数の授業について紹 
介していただきます。 
須藤先生は「協同学習」の研究をされている教職課程の 
先生です。勉強会では協同学習による授業づくりについて 
参加者とともに考える場を持ちたいと考えてあります。勉 
強会などで熱心に私たちを支えてくださっている須藤先生 
は教職を志す学生たちの心強い味方です。 
 是非この機会に参加してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 1 2 3 4 5 6 
月 × × × ○ ○ ○ 
火 ○ × × × ◎ ◎ 
水 ○ × × ○ ○ ○ 
木 ○ × ○ × ○ ○ 
金 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
る気をもって ずなを深め んげんせいを育む るめ大生 ○や            ○き           ○に           ○く       
     第 2号     平成 28年 11月 25日発行     文責：吉村、佐伯、小山、稲吉 
★合格への一歩★ 
★やきにく教室（163） 利用可能日★ 
「やきにく」
においで！ 
★来週の勉強会★ 
 
 
 
 
 
 
 
 
皆さんこんにちは。私たち
教員を目指す学生は毎週火
曜日 5 限の時間に勉強会を行っています。そこで多くの方に参加
してほしいと思い、この通信を作りました。 
記念すべき第一号はまずこのタイトル「やきにく」についてで
す。やきにくのタイトルにはいろんな意味が込められています。 
「や」やる気をもって 
「き」きずなを深め 
「に」人間性をはぐくむ 
「く」久留米大生 
興味のある方は是非、163 教室にお越しください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
	 	  
	 	 	  
	 	 先日の 15 日に教員採用試験や教育実習を控える学生を対象 
に模擬授業をしました。今回は経済学部４年の三浦さんにお越 
しいただき、中学社会の授業を行いました。教育実習を経験し 
数をこなした先輩の“本気の”授業を見せていただくことで、 
３年生はとても刺激になったと思います。今回の参加者は 19 
名でした。自由に出入りできるので、お気軽にお越しください。 
 
来週の勉強会は「各都道府県の教員採用試験について」です。 
教員採用試験を受けた先輩方の経験談や勉強法を聞いてみたい 
と思います。 
 
 
 
る気をもって ずなを深め んげんせいを育む るめ⼤大⽣生 ○や                                       ○き                                ○に                                  ○く                  
	 	 	 	 	 	 	 第 1 号	 	 	 	 	 平成 28 年 11 月 16 日発行	 	 	 	 	 	 	 文責：小山蓮、稲吉茜 
	 
★第１回公開模擬授業
★はじめまして！
～勉強会での主な内容～ 
教員採用試験対策 
集団討論 
模擬授業 
教職課程の先生・先輩との交流 
その他教職に関すること 
「やきにく」
に行こう!! 
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                  ★合格への一歩★ 
         12月 6日の勉強会は初めて二年生の仲      
間が来てくれました。2年生、3年生、4
年生のみんなでグループワーク、集団討論
を行いました。グループワークでは 2つの
グループに分かれて 3 分間の劇を作りま
した。劇では登下校のマナーや道具の後片
付けの大切さについて演じました。集団討論では今年の採用試験
で出された問題を実際に行ってレベルを高めあいました。 
2年生も 3年生もはじめてのことばかりで緊張しながらも積極
的に参加していて、とても刺激になったと思います。今年も残り
わずかとなり、来年になると採用試験まであっという間です。残
り 8か月、きつい時も辛い時も仲間と一緒なら頑張れます。ぜひ
「やきにく」（163教室）に参加してください。 
 
                                
 
 
 
 
 
 
 
 
★来週（12月 13日５限）の勉強会★ 
次回の勉強会は、文学部社会福祉学科 4年の佐伯さん
が小学校の模擬授業（算数）をしてくださいます。 
授業をする上で大切なことは、全校種に共通すること
がたくさんあります。教育実習に行く際や、教職の授業
の模擬授業をする際など、授業を見ることで様々なとこ
ろで活かすことができます。そして充実した学びになる
と思います。小学校の教員免許を取得する方だけではな
く、中・高の教員免許を取得する方もぜひ参加してみて
ください。 
☆集団討論のコツ☆ 
 
                           
 
 
 
 
 
 
 
 
る気をもって ずなを深め んげんせいを育む るめ大生○や            ○き           ○に           ○く       
     第 4号     平成 28年 12月 7日発行     文責：三浦、安部 
イラストの意味は？ 
 答えは「やきにく」（163教室）で！ 
 
 
 
 
 
 
  
11/29（水）は須藤先生の出張先での報告がありました。高知市の
協同学習研究会であったことなどを教えていただきました。具体的
には，現場の指導案を手に，教育活動の実践を考える機会になりま
した。その中で特に「見通し」を持つことの重要性を検討する活動
がありました。自身の模擬授業をふり返り，自分の授業で取り組ん
でいることや，これから取り組んでみたいことを，個人や集団で検
討しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
次回は「グループワーク」をします。グループワークは教員試
験だけでなく，就職試験でも行われています。教員採用試験では
福岡市や広島県などの自治体で主に１次試験で実施されていま
す。グループワークでは，１つの課題に対してグループのみんな
で協力する「協調性」が求められます。１人だけが頑張っても課
題を解決できませんし，みんなが黙っていても課題を解決でき
ません。みんなで協力するからこそ，課題を解決できます。私た
ちが実際に行ったグループワークは，カード情報をもとにコン
ビニエンスストアの配置図を作ったり，低学年の児童が図書館
で静かに本を読むことの大切さを伝える劇をしたりしました。 
 
 
 
見通しとは，単元や授業の活動の内容を把握することです。 
その見通しを持たせるためのコツを紹介します。 
 
 
 
 
 
 
 
る気をもって ずなを深め んげんせいを育む るめ大生 ○や            ○き           ○に           ○く       
     第 3号     平成 28年 11月 29日発行     文責：安部、佐伯、小山 
学校） 
★合格への一歩★ 
☆「見通し」とは・・・☆ 
★来週（12月 6日５限）の勉強会★ 
◆単元見通し：単元計画表を作成する 
単元の第 1時に単元全体の見通しを持たせる 
◆本時における活動の見通し：活動形態や時間配分を示す 
◆課題解決の見通し：個人思考に取り組めるように手立てを工夫する 
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12 月 13 日の勉強会では、文学部社会福祉学科４年の佐伯さんに小学校算
数科の模擬授業を行っていただきました。視覚化された様々な教材・教具が用
意されており、より多くの内容を効率良く学ぶことができるように工夫され
ていました。『百聞は一見に如かず。』と言うように、学習内容に応じて視覚化
された教材・教具を準備することは、子どもたちのより良い学びになるととも
に授業の効率化にもつながります。また、「授業のユニバーサルデザイン化」
という視点に立っても視覚化された授業の工夫という点で重要であり、全学
校種、全教科にわたって求められるので、皆さんも授業を行う際には、気を付
けてみてください。 
        
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
次回の勉強会は 2月と 3月の予定をたてます。勉強会では集団 
討論、模擬授業、小論文、願書の書き方など採用試験に向けての 
勉強をやっていきます。三年生の人たちは初めてすることばかり 
だと思うので、四年生の先輩と一緒に合格に向けて頑張っていき 
ましょう。今、授業で勉強会に参加できない人たちも参加できる 
ように予定をたてていきたいと思います。興味のある人は是非、 
「やきにく」（163教室）に足を運んでください。 
 
 
                                          
 
 
 
 
 
 
 
○や る気をもって○き ずなを深め○に んげんせいを育む○く るめ大生 
第 5号     平成 28年 12月 14日発行     文責：広尾、三浦、小山 
★第２回公開模擬授業★ 
 
★来週の勉強会★（１２月２０日５限） 
 
 
 
 
 ～勉強会での主な内容～ 
教員採用試験対策 
集団討論 
模擬授業 
教職課程の先生・先輩との交流 
その他教職に関すること 
 
やきにく（163教室）で 
一緒に頑張ろう！！ 
39
40


 
久留米大学 教員免許更新講習
１．講習当日の受付と講習スケジュールについて ５．講習の受講にあたって
２．受講後のアンケートについて ６．講習当日の持参物について
３．履修認定について ７．駐車場について
４．講習の中止について ８．食堂について
１．講習当日の受付と講習スケジュールについて
講習は各日とも９時開始です。８時４５分より受講受付（本人確認等）をさせていただきます。時
間には余裕を持ってお越しください。なお、講習の進度によっては、順序の入れ替えや終了時間の遅延が
生じる可能性もございます。ご理解のほど宜しくお願いいたします。
講習名 教員免許状更新講習「必修」
開設日 ８月２０日（土）
申込受付期間 ７月１６日（土）２１時～７月２２日（金）
時間数 受講人数 ６時間 ５０名
受講料 ６ ０００円
講習の概要
国の教育政策のもと大きく変わりつつある学校を取り巻く環境、および、学校内の状況や諸課題につ
いて、県立高等学校、特別支援学校の退職校長等が講師となり、教育行政や学校現場等の体
験を活かした講義を行う。主たる対象は高等学校教員、幼小中高等部の特別支援学校教員とな
るが、小中学校にも視野を広げ講義する。
時 限 時 間 担当者 備 考 教 室
１限目 ： ～ ： 原野 雅
５ Ａ教室
号館 階
２限目 ： ～ ： 熊本 五年
３限目 ： ～ ： 原野 雅
４限目 ： ～ ： 熊本 五年
５限目 ： ～ ： 原野 雅 試験（ 分）含む
６限目 ： ～ ： 熊本 五年 試験（ 分）含む
 
講習名 教員免許状更新講習「選択必修」
開設日 ８月２１日（日）
申込受付期間 ７月１６日（土）２１時～７月２２日（金）
時間数 受講人数 ６時間 ５０名
受講料 ６ ０００円
講習の概要
次期学習指導要領の方向や主旨、学内外の様々な問題に対する組織的対応の必要性について、
県立高等学校の退職校長、県教育行政、県教育センター経験者等が講師となり、学校現場や教
育行政等の体験を活かした講義を行う。主たる対象は小中高等学校教員となるが、幼小中高等
部の特別支援学校教員にも視野を広げ講義する。
時 限 時 間 担当者 備 考 教 室
１限目 ： ～ ： 山崎 賢一郎
５ Ａ教室
号館 階
２限目 ： ～ ： 山崎 賢一郎 試験（ 分）含む
３限目 ： ～ ： 濱本 隆
４限目 ： ～ ： 濱本 隆 試験（ 分）含む
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講習名 協同学習による授業づくり
担当者 安永 悟、須藤 文
開設日 ８月１７日（水）～８月１９日（金）
申込受付期間 ６月１６日（木）２１時～７月２ 日（金）
時間数／受講人数 １８時間／５０名
受講料 ２０ ８００円（テキスト代 円含む）
対象職種／主な受講対象者 教諭／小・中学校、および高校の教諭
テキスト
「 話し合い学習法」ナカニシヤ出版 を使用します。テキストは個人で購入し、
事前に読んでおくこと。会場でも販売します。
講習の概要
本講習では、児童・生徒の変化成長を保証する活動性の高い授業づくりを協同学
習の観点から検討します。初日は、協同学習の基本的な考え方と実践方法を協
同学習の技法を活用しながら実践的に学びます。 日目は、協同学習の一技法
である 話し合い学習法を体験し、協同学習を実践するうえで留意すべき諸点
について理解を深めます。 日目は、協同学習を導入した授業づくりについて、アイ
ディアを出し合いながら学習します。
日 程 時限 時 間 内 容 教 室
８月 日 水
限目 ： ～ ： ① 学習の場づくり
② 教育事情と協同学習に期待される役割
③ 講習の目的と方法
④ 参加を促す方法
⑤ 協同学習の基本的な考え方と実践方法
・協同学習の定義
・技法と効果
Ａ教室
御井本館 階
限目 ： ～ ：
限目 ： ～ ：
限目 ： ～ ：
８月 日 木
限目 ： ～ ：
① 初日の復習
② 授業を構造化する方法
③ 授業づくりのポイント
④ 技法「 話し合い学習法」
限目 ： ～ ：
限目 ： ～ ：
限目 ： ～ ：
８月 日 金
限目 ： ～ ：
① 前 回の復習
② 協同学習の導入法
③ 協同学習の各論
・協同の意義
・教育パラダイム
・教師の役割
・研究的実践
・同僚性
④ 講習会の成果検討
限目 ： ～ ：
限目 ： ～ ：
限目 ： ～ ：
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講習名
現場に役立つ実践スポーツ医科学講座
～ スポーツ指導者のスキルアップを目指して！～
開設日 ８月２２日（月）～８月２４日（水）
申込受付期間 ７月１６日（土）２１時～７月２２日（金）
時間数／受講人数 １８時間／３０名
受講料 １８ ０００円
対象職種／主な受講対象者 教諭／小・中学校および高校の教諭（運動部の部活動指導者）
講習の概要
本講習では、主に運動部の部活動指導にあたるスポーツ指導者のスポーツ医科学
的な知識・技術の向上を図ることで、学校のスポーツ環境を安全かつ効果的なもの
にすることを目的に、スポーツ医科学に関する講義だけでなく、傷害予防のためのト
レーニングやセルフコンディショニング、基礎体力強化のための筋力トレーニングや持
久力トレーニングの実践的な実技も行う。また、スポーツ指導者だけでなく全ての教
諭に必要といえる心肺蘇生法についても学ぶ。
日 程 時 間 担当者 内 容 教 室
８月 日 月
※運動ができる服
装で参加ください。
また、上履きを必
ずお持ちください。
（更衣室利用可）
： ～ ： 原 賢二 本講座の目的と概要
視聴覚１
みいアリーナ
： ～ ： 副島 崇 スポーツ障害の基礎知識
： ～ ： 副島 崇 スポーツ傷害予防のための基礎知識
： ～ ： 原 賢二 スポーツ傷害の予防トレーニング① 視聴覚２
みいアリーナ： ～ ： 原 賢二 スポーツ傷害の予防トレーニング②
： ～ ： 原 賢二 まとめ（試験）
視聴覚１
みいアリーナ
８月 日 火
※運動ができる服
装で参加ください。
また、上履きを必
ずお持ちください。
（更衣室利用可）
： ～ ： 辻本 尚弥 レジスタンストレーニングの基礎知識
視聴覚１
みいアリーナ
： ～ ：
滿園・辻本
原
レジスタンストレーニング実技
トレーニングルーム
みいアリーナ
： ～ ： 原 賢二 セルフコンディショニングの基礎知識
視聴覚２
みいアリーナ
： ～ ： 原 賢二 セルフコンディショニング実技
視聴覚２
みいアリーナ
： ～ ： 原 賢二 まとめ（試験）
視聴覚１
みいアリーナ
８月 日 水
※運動ができる服
装で参加ください。
上履は不要です。
（更衣室利用可）
： ～ ： 吉田 典子
学校管理下で起こる急性内科的障害
（突然死を中心に・・・）
５３Ａ教室
号館 階
： ～ ： 原 賢二 心配蘇生法
： ～ ： 右田 孝志
持久力の基礎 持久力ってどんな能力で
しょうか？
： ～ ： 右田 孝志 持久力を測ってみよう！
： ～ ： 原 賢二 総まとめ（試験）
 
 
 
講習名 協同学習による授業づくり
担当者 安永 悟、須藤 文
開設日 ８月１７日（水）～８月１９日（金）
申込受付期間 ６月１６日（木）２１時～７月２ 日（金）
時間数／受講人数 １８時間／５０名
受講料 ２０ ８００円（テキスト代 円含む）
対象職種／主な受講対象者 教諭／小・中学校、および高校の教諭
テキスト
「 話し合い学習法」ナカニシヤ出版 を使用します。テキストは個人で購入し、
事前に読んでおくこと。会場でも販売します。
講習の概要
本講習では、児童・生徒の変化成長を保証する活動性の高い授業づくりを協同学
習の観点から検討します。初日は、協同学習の基本的な考え方と実践方法を協
同学習の技法を活用しながら実践的に学びます。 日目は、協同学習の一技法
である 話し合い学習法を体験し、協同学習を実践するうえで留意すべき諸点
について理解を深めます。 日目は、協同学習を導入した授業づくりについて、アイ
ディアを出し合いながら学習します。
日 程 時限 時 間 内 容 教 室
８月 日 水
限目 ： ～ ： ① 学習の場づくり
② 教育事情と協同学習に期待される役割
③ 講習の目的と方法
④ 参加を促す方法
⑤ 協同学習の基本的な考え方と実践方法
・協同学習の定義
・技法と効果
Ａ教室
御井本館 階
限目 ： ～ ：
限目 ： ～ ：
限目 ： ～ ：
８月 日 木
限目 ： ～ ：
① 初日の復習
② 授業を構造化する方法
③ 授業づくりのポイント
④ 技法「 話し合い学習法」
限目 ： ～ ：
限目 ： ～ ：
限目 ： ～ ：
８月 日 金
限目 ： ～ ：
① 前 回の復習
② 協同学習の導入法
③ 協同学習の各論
・協同の意義
・教育パラダイム
・教師の役割
・研究的実践
・同僚性
④ 講習会の成果検討
限目 ： ～ ：
限目 ： ～ ：
限目 ： ～ ：
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〒 福岡県久留米市御井町
講習名 いのちの対話～「からだ」と「こころ」の共持性～
開設日 ８月２６日（金） ※動きやすい服装でご参加ください。
申込受付期間 ７月１６日（土）２１時～７月２２日（金）
時間数／受講人数 ６時間／５０名 受講料 ６ ０００円
対象職種／主な受講対象者 教諭／すべての教諭 教 室 ５３Ａ教室（ 号館３階）
講習の概要
｢いのち｣は、唯一絶対と言えるものながら、このことをなかなか実感出来ない。この｢いのち｣に直に向き合ってい
る救命救急と緩和医療の世界に触れ、教育現場において具体的に｢いのち｣を考えてもらうことが狙いである。
その救える｢いのち｣に対して、私たちが出来ることは心肺蘇生法 になる。この までを実習しながら、
救える｢いのち｣の体験により、教育現場で｢いのち｣を考える機会としたい。
時 間 担当者 内 容
： ～ ： 滿園 良一 講習会の内容と、講師の紹介
： ～ ： 高松 学文 救命で扱う「いのち」
： ～ ： 福重 哲志 緩和医療で扱う「いのち」
： ～ ： 副島・原 救える「いのち」～ 心肺蘇生 の実際
： ～ ： 滿園 良一 いのちを振り返って グループ・ディスカッション＆評価 テスト
講習名 「いのち」と「からだ」の対話
開設日 ８月２７日（土）※運動ができる服装で参加ください。上履き必ず持参。（更衣室利用可）
申込受付期間 ７月１６日（土）２１時～７月２２日（金） 受講料 ６ ０００円
時間数／受講人数 ６時間／４０名 対象職種／主な受講対象者 教諭／すべての教諭
講習の概要
我々は、さまざまな人々とともに生きることを考慮する上で、障害者の存在を抜きに語れない。同時に、障害者
における身心は、可能性を秘めた身心としてアダップテッド・スポーツの世界を彩っている。この障害者に至る過
程について「いのち」を軸に振り返り、健常者にも難しい車椅子バスケットなどアダップテッド･スポーツを幅広く経
験してもらう。障害者に特有なスポーツ環境を共有することで教育現場における多様な人々の共生･共存を実
践する基点にしたい。
時 間 担当者 内 容 教 室
： ～ ： 滿園 良一 講習会の内容と、講師の紹介 ５３Ａ教室
（ 号館３階）： ～ ： 滿園 良一 障害スポーツの歴史と今
： ～ ： 山野・滿園 バリア・フリーの理解 ～各種障害の体験～ 視聴覚 みいｱﾘｰﾅ
： ～ ： 山野・滿園 障害者スポーツの実践 みいｱﾘｰﾅ
： ～ ： 滿園 良一 障害を振り返って グループ・ディスカッション＆評価 テスト 視聴覚 みいｱﾘｰﾅ
講習名 「からだ」と「あたま」の対話
開設日 ８月２８日（日）※運動ができる服装で参加ください。上履き必ず持参。（更衣室利用可）
申込受付期間 ７月１６日（土）２１時～７月２２日（金） 受講料 ６ ０００円
時間数／受講人数 ６時間／３０名 対象職種／主な受講対象者 教諭／すべての教諭
講習の概要
「からだ」は考える土台となると同時に、考えたことの多くは「からだ」でしか表現できない。本講習では、最終的に
高良山を舞台にオリエンテーリングを行う。先ず、コース設定法について学び、学校現場で活用できる基本的且
つ最新情報としての 応急処置 や 心肺蘇生法 などのリスク・マネージメント能力、グループワーク
で培うことのできる協調性や判断能力の体得を目指す。また、達成感とともにグループワークやレクリエーションの
手法など学校行事の充実を図り、生徒への接し方を見直す機会としたい。
時 間 担当者 内 容 教 室
： ～ ： 滿園 良一 講習会の内容と、講師の紹介 ５３Ａ教室
（ 号館３階）： ～ ： 滿園 良一 ｢からだ｣の対話
： ～ ： 乙木 幸道 オリエンテーリングへ
みいｱﾘｰﾅ
： ～ ： 乙木 幸道 オリエンテーリング ウォーク・ラリー ～高良山編～
： ～ ： 滿園 良一 ｢からだ｣と｢あたま｣の対話を振り返って＜評価 テスト ＞ 視聴覚 みいｱﾘｰﾅ
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〒 福岡県久留米市御井町
２．受講後のアンケートについて
受講申込時に利用した サイトにて９月２日（金）までに事後アンケートの入力をお願いいたします。
アンケート入力をいただかなければ履修認定できかねますので、必ずご回答ください。
※福岡共同・教員免許状更新講習システム → ログイン → Ｍｅｎｕ → 事後アンケートの登録
３．履修認定について
各講習の最終授業にて実施する筆記試験または実技試験により評価します。
９月３０日（金）までに下記の証明書をシステムにて登録済のご住所宛に発送します。
認定された方
・本学で 時間を認定（課程を修了） 「免許状更新講習修了証明書」
・本学で 時間以下を認定（課程の一部を履修） 「免許状更新講習履修証明書」
不認定となった方
・不認定となった旨の通知
※受講後のアンケートにご回答いただいた方にのみ送付いたします。ご協力お願いいたします。
４．講習の中止について
台風等の自然災害や公共交通機関の不通等により、やむを得ず講習が中止となる場合がございます。
中止の場合は、本学ホームページおよびご登録いただいた連絡先へ通知させていただきますので、
必ずご確認いただきますようお願いいたします。
中止の場合は代替日を設け、講習を実施する予定です。代替日に講習にご参加いただけない場合は、
受講料を全額返金させていただきます。
５．講習の受講にあたって
・遅刻・途中退席は認められませんので、ご注意ください。
・受講中は携帯電話の電源を必ずお切りください。
６．講習当日の持参物ついて
【全講習共通】
・筆記具
・受講票 福岡共同・教員免許状更新講習システムの 各種資料 受講票 から出力（顔写真、および
所属長等の証明印（職印）が必要です。）ご準備いただくのは、１部だけで構いません。
なお、同システム利用の大学間では、共通の受講票を使用できます。
・昼食 各自でご準備ください。一部日程を除いて食堂の利用も可能です。
【選択講習】
・前述の日程表に記載の注意事項（※印書）を参照ください。
７．講習会場への交通アクセスについて 公共の交通機関をご利用くださいますようお願いいたします。
・西鉄をご利用の場合 西鉄久留米駅下車 所要時間：西鉄久留米駅から約 分
西鉄バス系統番号 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
（信愛女学院、竹の子、青峰団地行にて朝妻又は久留米大学前下車）
・ＪＲをご利用の場合 ＪＲ久大本線 久留米大学前駅下車 徒歩約 分
８．食堂について
日曜日を除いて御井メディアセンター（ 号館）（下記案内図参照）２階の「彩」が営業中です。
※工事の関係で他の食堂での営業となる場合があります。当日お問い合わせください。
 
〒 福岡県久留米市御井町
講習名 いのちの対話～「からだ」と「こころ」の共持性～
開設日 ８月２６日（金） ※動きやすい服装でご参加ください。
申込受付期間 ７月１６日（土）２１時～７月２２日（金）
時間数／受講人数 ６時間／５０名 受講料 ６ ０００円
対象職種／主な受講対象者 教諭／すべての教諭 教 室 ５３Ａ教室（ 号館３階）
講習の概要
｢いのち｣は、唯一絶対と言えるものながら、このことをなかなか実感出来ない。この｢いのち｣に直に向き合ってい
る救命救急と緩和医療の世界に触れ、教育現場において具体的に｢いのち｣を考えてもらうことが狙いである。
その救える｢いのち｣に対して、私たちが出来ることは心肺蘇生法 になる。この までを実習しながら、
救える｢いのち｣の体験により、教育現場で｢いのち｣を考える機会としたい。
時 間 担当者 内 容
： ～ ： 滿園 良一 講習会の内容と、講師の紹介
： ～ ： 高松 学文 救命で扱う「いのち」
： ～ ： 福重 哲志 緩和医療で扱う「いのち」
： ～ ： 副島・原 救える「いのち」～ 心肺蘇生 の実際
： ～ ： 滿園 良一 いのちを振り返って グループ・ディスカッション＆評価 テスト
講習名 「いのち」と「からだ」の対話
開設日 ８月２７日（土）※運動ができる服装で参加ください。上履き必ず持参。（更衣室利用可）
申込受付期間 ７月１６日（土）２１時～７月２２日（金） 受講料 ６ ０００円
時間数／受講人数 ６時間／４０名 対象職種／主な受講対象者 教諭／すべての教諭
講習の概要
我々は、さまざまな人々とともに生きることを考慮する上で、障害者の存在を抜きに語れない。同時に、障害者
における身心は、可能性を秘めた身心としてアダップテッド・スポーツの世界を彩っている。この障害者に至る過
程について「いのち」を軸に振り返り、健常者にも難しい車椅子バスケットなどアダップテッド･スポーツを幅広く経
験してもらう。障害者に特有なスポーツ環境を共有することで教育現場における多様な人々の共生･共存を実
践する基点にしたい。
時 間 担当者 内 容 教 室
： ～ ： 滿園 良一 講習会の内容と、講師の紹介 ５３Ａ教室
（ 号館３階）： ～ ： 滿園 良一 障害スポーツの歴史と今
： ～ ： 山野・滿園 バリア・フリーの理解 ～各種障害の体験～ 視聴覚 みいｱﾘｰﾅ
： ～ ： 山野・滿園 障害者スポーツの実践 みいｱﾘｰﾅ
： ～ ： 滿園 良一 障害を振り返って グループ・ディスカッション＆評価 テスト 視聴覚 みいｱﾘｰﾅ
講習名 「からだ」と「あたま」の対話
開設日 ８月２８日（日）※運動ができる服装で参加ください。上履き必ず持参。（更衣室利用可）
申込受付期間 ７月１６日（土）２１時～７月２２日（金） 受講料 ６ ０００円
時間数／受講人数 ６時間／３０名 対象職種／主な受講対象者 教諭／すべての教諭
講習の概要
「からだ」は考える土台となると同時に、考えたことの多くは「からだ」でしか表現できない。本講習では、最終的に
高良山を舞台にオリエンテーリングを行う。先ず、コース設定法について学び、学校現場で活用できる基本的且
つ最新情報としての 応急処置 や 心肺蘇生法 などのリスク・マネージメント能力、グループワーク
で培うことのできる協調性や判断能力の体得を目指す。また、達成感とともにグループワークやレクリエーションの
手法など学校行事の充実を図り、生徒への接し方を見直す機会としたい。
時 間 担当者 内 容 教 室
： ～ ： 滿園 良一 講習会の内容と、講師の紹介 ５３Ａ教室
（ 号館３階）： ～ ： 滿園 良一 ｢からだ｣の対話
： ～ ： 乙木 幸道 オリエンテーリングへ
みいｱﾘｰﾅ
： ～ ： 乙木 幸道 オリエンテーリング ウォーク・ラリー ～高良山編～
： ～ ： 滿園 良一 ｢からだ｣と｢あたま｣の対話を振り返って＜評価 テスト ＞ 視聴覚 みいｱﾘｰﾅ
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年度 教員免許状更新講習 使用教室一覧
日程 講習名 学内図上の番号 建物名 教室名
（土） 教員免許状更新講習「必修」 ① 号館 階 Ａ教室
（日） 教員免許状更新講習「選択必修」 ① 号館 階 Ａ教室
（水）
～ （金）
協同学習による授業づくり ② 御井本館４階 Ａ教室
（月）
～ （水）
現場に役立つ実践スポーツ医科学講座
① 号館 階 Ａ教室
④ みいアリーナ ―
（金）
いのちの対話
～「からだ」と「こころ」の共持性～
① 号館 階 Ａ教室
（土） 「いのち」と「からだ」の対話
① 号館 階 Ａ教室
④ みいアリーナ ―
（日） 「からだ」と「あたま」の対話
① 号館 階 Ａ教室
④ みいアリーナ ―
日曜日を除いて営業 ③ 号館 階 食堂 彩
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年度 講習の名称 担当講師 時間数 講習の期間 受講定員 受講人数
2009
教員免許状更新講習
「必修」
原野雅（非常勤講師）
山崎賢一郎（非常勤講師）
藤田庸久（宇美町立こども療育セン
ターすくすく園長）
濱本隆（非常勤講師）
12時間 8/7-8 50人 46人
教員免許状更新講習
「必修」
原野雅（非常勤講師）
山崎賢一郎（非常勤講師）
藤田庸久（宇美町立こども療育セン
ターすくすく園長）
濱本隆（非常勤講師）
12時間 8/18-19 50人 45人
協同教育（学習）の基
本的な考え方と技法
安永　悟（文学部教授）
長濱  文与（非常勤講師）
6時間 8/20 50人 28人
協同学習の実践方法
安永　悟（文学部教授）
長濱  文与（非常勤講師）
6時間 8/21 50人 27人
協同学習による授業づ
くり
安永　悟（文学部教授）
長濱　文与（非常勤講師）
6時間 8/22 50人 27人
いのちの対話～「から
だ」と「こころ」の共
持性～
高松　学文（医学部助教）
福重　哲志（医学部教授）
満園　良一（健康・スポーツ科学セ
ンター教授）
原　賢二（経済学部講師）
6時間 8/28 50人 42人
「いのち」と「から
だ」の対話
山野　明（非常勤講師）
満園　良一（健康・スポーツ科学セ
ンター教授）
行實　鉄平（比較文化研究所講師）
6時間 8/29 50人 27人
「からだ」と「あた
ま」の対話
乙木　幸道（非常勤講師）
満園　良一（健康・スポーツ科学セ
ンター教授）
行實　鉄平（比較文化研究所講師）
原　賢二（経済学部講師）
6時間 8/30 50人 24人
2010
教員免許状更新講習
「必修」
原野　雅（非常勤講師）
山崎　賢一郎（非常勤講師）
藤田　庸久（宇美町立療育センター
すくすく園長）
濱本　隆（非常勤講師）
12時間 8/24-25 50人 64人
いのちの対話～「から
だ」と「こころ」の共
持性～
高松　学文（高度救命救急センター
助教）
福重　哲志（緩和ケアセンター教
授）
満園　良一（健康・スポーツ科学セ
ンター教授）
原　賢二（経済学部講師）
6時間 8/20 30人 45人
資料Ⅱ-2. 教員免許更新講習・実績一覧 （2009〜2016年度）
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年度 教員免許状更新講習 使用教室一覧
日程 講習名 学内図上の番号 建物名 教室名
（土） 教員免許状更新講習「必修」 ① 号館 階 Ａ教室
（日） 教員免許状更新講習「選択必修」 ① 号館 階 Ａ教室
（水）
～ （金）
協同学習による授業づくり ② 御井本館４階 Ａ教室
（月）
～ （水）
現場に役立つ実践スポーツ医科学講座
① 号館 階 Ａ教室
④ みいアリーナ ―
（金）
いのちの対話
～「からだ」と「こころ」の共持性～
① 号館 階 Ａ教室
（土） 「いのち」と「からだ」の対話
① 号館 階 Ａ教室
④ みいアリーナ ―
（日） 「からだ」と「あたま」の対話
① 号館 階 Ａ教室
④ みいアリーナ ―
日曜日を除いて営業 ③ 号館 階 食堂 彩
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年度 講習の名称 担当講師 時間数 講習の期間 受講定員 受講人数
「いのち」と「から
だ」の対話
山野　明（非常勤講師）
満園　良一（健康・スポーツ科学セ
ンター教授）
乙木　幸道（非常勤講師）
6時間 8/21 30人 28人
「からだ」と「あた
ま」の対話
乙木　幸道（非常勤講師）
満園　良一（健康・スポーツ科学セ
ンター教授）
原　賢二（経済学部講師）
6時間 8/22 30人 27人
2011
教員免許状更新講習
「必修」
原野　雅（非常勤講師）
山崎　賢一郎（非常勤講師）
藤田　庸久（「宇美町立こども療育
センターすくすく」園長）
濱本　隆（非常勤講師）
12時間 8/23-24 50人 64人
いのちの対話～「から
だ」と「こころ」の共
持性～
高松　学文（高度救命救急センター
助教）
福重　哲志（緩和ケアセンター教
授）
滿園　良一（健康・スポーツ科学セ
ンター教授）
豊増　功次（健康・スポーツ科学セ
ンター教授）
原　賢二（健康・スポーツ科学セン
ター講師）
6時間 8/26 50人 50人
「いのち」と「から
だ」の対話
山野　明（非常勤講師）
滿園　良一（健康・スポーツ科学セ
ンター教授）
山下　大介（非常勤講師）
6時間 8/27 40人 40人
「からだ」と「あた
ま」の対話
乙木　幸道（非常勤講師）
滿園　良一（健康・スポーツ科学セ
ンター教授）
6時間 8/28 30人 30人
2012
教員免許状更新講習
「必修」
原野　雅（非常勤講師）
山崎　賢一郎（非常勤講師）
藤田　庸久（「宇美町立こども療育
センターすくすく」園長）
濱本　隆（非常勤講師）
12時間 8/21-22 50人 57人
いのちの対話～「から
だ」と「こころ」の共
持性～
高松　学文（医学部医学科助教）
福重　哲志（緩和ケアセンター教
授）
滿園　良一（健康・スポーツ科学セ
ンター教授）
豊増　功次（健康・スポーツ科学セ
ンター教授）
原　賢二（健康・スポーツ科学セン
ター講師）
6時間 8/24 50人 44人
「いのち」と「から
だ」の対話
滿園　良一（健康・スポーツ科学セ
ンター教授）
山下　大介（非常勤講師）
6時間 8/25 40人 37人
「からだ」と「あた
ま」の対話
乙木　幸道（非常勤講師）
滿園　良一（健康・スポーツ科学セ
ンター教授）
6時間 8/26 30人 26人
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年度 講習の名称 担当講師 時間数 講習の期間 受講定員 受講人数
2013
教員免許状更新講習
「必修」
原野　雅（非常勤講師）
清原　博美（非常勤講師）
山崎　賢一郎（非常勤講師）
濱本　隆（非常勤講師）
12時間 8/20-21 50人 70人
協同学習による授業づ
くり
安永　悟（文学部教授）
須藤　文（非常勤講師）
18時間 8/22-24 50人 23人
現場に役立つ実践ス
ポーツ医科学講座
～ スポーツ指導者のス
キルアップを目指し
て！～
満園　良一（健康・スポーツ科学セ
ンター教授）
吉田　典子（健康・スポーツ科学セ
ンター教授）
右田　孝志（健康・スポーツ科学セ
ンター准教授）
大江　美佐理（健康・スポーツ科学
センター講師）
原　賢二（健康・スポーツ科学セン
ター講師）
18時間 8/23-25 30人 14人
いのちの対話～「から
だ」と「こころ」の共
持性～
高松　学文（医学部医学科助教）
福重　哲志（緩和ケアセンター教
授）
満園　良一（健康・スポーツ科学セ
ンター教授）
吉田　典子（健康・スポーツ科学セ
ンター教授）
原　賢二（健康・スポーツ科学セン
ター講師）
6時間 8/30 50人 44人
「いのち」と「から
だ」の対話
満園　良一（健康・スポーツ科学セ
ンター教授）
山下　大介（非常勤講師）
6時間 8/31 40人 29人
「からだ」と「あた
ま」の対話
乙木　幸道（非常勤講師）
満園　良一（健康・スポーツ科学セ
ンター　教授）
6時間 9/1 30人 24人
2014
教員免許状更新講習
「必修」
原野　雅（元非常勤講師）
清原　博美（非常勤講師）
山崎　賢一郎（元非常勤講師）
濱本　隆（非常勤講師）
12時間 8/19-20 50人 83人
協同学習による授業づ
くり
安永　悟（文学部教授）
須藤　文（非常勤講師）
18時間 6/8 50人 29人
現場に役立つ実践ス
ポーツ医科学講座
～ スポーツ指導者のス
キルアップを目指し
て！～
滿園　良一（健康・スポーツ科学セ
ンター　教授）
吉田　典子（健康・スポーツ科学セ
ンター　教授）
辻本　尚弥（健康・スポーツ科学セ
ンター　教授）
右田　孝志（健康・スポーツ科学セ
ンター　准教授）
原　賢二（健康・スポーツ科学セン
ター　講師）
18時間 8/22-24 30人 20人
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年度 講習の名称 担当講師 時間数 講習の期間 受講定員 受講人数
いのちの対話～「から
だ」と「こころ」の共
持性～
高松　学文（医学部医学科助教）
福重　哲志（緩和ケアセンター教
授）
滿園　良一（健康・スポーツ科学セ
ンター教授）
豊増　功次（健康・スポーツ科学セ
ンター教授）
原　賢二（健康・スポーツ科学セン
ター講師）
6時間 8/29 50人 45人
「いのち」と「から
だ」の対話
満園　良一（健康・スポーツ科学セ
ンター教授）
山下　大介（非常勤講師）
6時間 8/30 40人 34人
「からだ」と「あた
ま」の対話
乙木　幸道（非常勤講師）
満園　良一（健康・スポーツ科学セ
ンター　教授）
6時間 8/31 30人 26人
2015
教員免許状更新講習
「必修」
原野　雅（元非常勤講師）
熊本　五年（非常勤講師）
山崎　賢一郎（元非常勤講師）
濱本　隆（非常勤講師）
12時間 8/18-19 50人 61人
協同学習による授業づ
くり
安永　悟（文学部教授）
須藤　文（非常勤講師）
18時間 3/5 50人 32人
現場に役立つ実践ス
ポーツ医科学講座
～ スポーツ指導者のス
キルアップを目指し
て！～
滿園　良一（教授）
吉田　典子（教授）
辻本　尚弥（教授）
右田　孝志（教授）
副島　崇（准教授）
原　賢二（講師）
18時間 8/17-19 30人 5人
いのちの対話～「から
だ」と「こころ」の共
持性～
高松　学文（医学部医学科助教）
福重　哲志（緩和ケアセンター教
授）
滿園　良一（健康・スポーツ科学セ
ンター教授）
副島　崇（健康・スポーツ科学セン
ター准教授）
原　賢二（健康・スポーツ科学セン
ター講師）
6時間 8/21 50人 25人
「いのち」と「から
だ」の対話
滿園　良一（健康・スポーツ科学セ
ンター教授）
山下　大介（非常勤講師）
6時間 8/22 40人 27人
「からだ」と「あた
ま」の対話
乙木　幸道（非常勤講師）
滿園　良一（健康・スポーツ科学セ
ンター教授）
6時間 8/23 30人 23人
2016
教員免許状更新講習
「必修」
原野　雅（元非常勤講師）
熊本　五年（元非常勤講師）
6時間 8/20 50人 51人
50
年度 講習の名称 担当講師 時間数 講習の期間 受講定員 受講人数
教員免許状更新講習
「選択必修」学習指導
要領の改訂の動向等
様々な問題に対する組
織的対応の必要性
山崎　賢一郎（元非常勤講師）
濱本　隆（非常勤講師）
6時間 8/21 50人 50人
協同学習による授業づ
くり
安永　悟（文学部教授）
須藤　文（非常勤講師）
18時間 8/17-19 50人 36人
現場に役立つ実践ス
ポーツ医科学講座
～ スポーツ指導者のス
キルアップを目指し
て！～
滿園　良一（健康・スポーツ科学セ
ンター教授）
吉田　典子（健康・スポーツ科学セ
ンター教授）
辻本　尚弥（健康・スポーツ科学セ
ンター教授）
右田　孝志（健康・スポーツ科学セ
ンター教授）
副島　崇（健康・スポーツ科学セン
ター教授）
原　賢二（健康・スポーツ科学セン
ター准教授）
18時間 8/22-24 30人 16人
いのちの対話～「から
だ」と「こころ」の共
持性～
高松　学文（医学部医学科助教）
福重　哲志（医学部大学病院緩和ケ
アセンター教授）
満園　良一（健康・スポーツ科学セ
ンター教授）
副島　崇（健康・スポーツ科学セン
ター教授）
原　賢二（健康・スポーツ科学セン
ター准教授）
6時間 8/26 50人 17人
「いのち」と「から
だ」の対話
満園　良一（健康・スポーツ科学セ
ンター教授）
6時間 8/27 40人 20人
「からだ」と「あた
ま」の対話
乙木　幸道（非常勤講師）
満園　良一（健康・スポーツ科学セ
ンター教授）
6時間 8/28 30人 7人
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 TOPICS 
	 	 	 	 	 ・創刊にあたって（ｐ１）	 	 	 	 	 	 	 ・数字でみる教職課程 
	 	 	 	 	 ・「情報」免許コーススタート（ｐ１）	 	 	 	 	 免許状取得者数（ｐ３） 
	 	 	 	 	 ・本年度 96名が教育実習へ（ｐ2）	 	  	  	 本学卒業生の教員採用者数（ｐ３）	 
	 	 	 	 	 ・教育実習生からの一言（ｐ2）	 	 	 	 	 	 	 	  	 教育実習者数（ｐ４） 
 
創刊にあたって 
                                                        教職課程委員長	 白石義郎 
 
	 教職課程には教員・学生を含めて、多くの人が関っています。久留米大学教職課程ではどのような
人がどのようなことをおこなっているのか、教職課程の今はどうなっているのかをみなさんに知って
もらうために、この冊子を刊行することにしました。 
今、教育現場は大きく変りつつあります。生徒のたましいに直接に語りかけ、「生きる力」を生徒か
ら引き出すことができる教師が求められています。本学の教職課程では人間の成長などの教育の根本
問題を自ら問いかけ、学校教育が直面している問題に主体的に取り組む情熱と能力を教員と学生が一
体となって養成します。学校教育には困難な課題がたくさんありますが、それらをひとつひとつ乗り
越える知力をいっしょに創っていきましょう。 
 
「情報」免許コースが２００２年度からスタート	 
	 
	 ２００２年度から、文学部情報社会学科、経済学部経済学科および商学部で、新設された高等学校
教諭一種免許状「情報」の取得が可能になりました。また、法学部国際政治学科でも、新たに高等学
校教諭一種免許状「地理歴史」の取得が可能になりました。高等学校の教科「情報」は、２００３年
度からスタートしますが、この「情報」を指導する教員は、旧文部省によれば全国で９０００名必要
とのことです。もちろんこれだけの数を新規採用することは困難ですので、すでに多数の現職教員が
教員資格認定講習会などで免許を取得していますが、それでも相当数の採用が見込まれます。 
	 また、本年度の教員採用予定者数をみると、前年度と比較して増加している自治体が多くみられま
す。依然として狭き門であることに変わりはありませんが、明るい傾向です。 
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今年度９６名が教育実習に 
	 ５月下旬から６月中旬にかけて、本学９６名の学生が、母校や本学の実習協力校で、２週間の教育
実習を行います（一部の学校では９月から１０月）。実習期間中は、実習生への激励・指導と実習校へ
のお礼の意味を込めて、ゼミ担当の先生を中心として、実習校訪問をお願いしております。訪問され
る先生方にはご足労をおかけしますが、どうぞよろしくお願いいたします。 
 
教育実習生からの一言 ～教育実習を目前に控えて～  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 法学部	 ４年	 岸本紳吾 
 
	 「教師になりたい。」と中学生の頃から夢見てきた私にとって実践の第一歩とも言える教育実習があ
と１ヶ月もないところまで迫っています。今の自分自身の気持ちとして「多大な迷惑をかけずにやっ
ていけるだろうか」という不安な気持ちもありますが、「自分の夢の実現への第一歩となる教育実習を
楽しみたい」という気持ちの方もあります。このような不安の気持ちを持ちながら事前の準備を怠ら
ないように気を付けて、また楽しめるように幾らか気持ちに余裕を持って教育実習に望みたいと思い
ます。 
	 私が教育実習で学びたいテーマは３つあります。１つは、１社会人としての立場を実感することで
す。これまでの３年間大学生として生活を送ってきて、疲れているから授業を休んだり、遅刻をした
り等考え方に甘えがありましたが教育実習の２週間の間は現場の先生方からも、生徒の方からも「１
人の先生又は社会人」として見られるのでそのような甘えは通用しません。また、現場の先生方との
コミュニケーションのとり方も気を付けなければなりません。言葉使いや礼儀のこともありますが、
仕事上等での連絡の徹底という点を一番気を付けたいと思っています。仕事をするうえで協力して頂
くのだから当然の事だと思っていますし、またこのように行うことによって、授業で自分のやりたい
事や感じた事等を担当の先生と共有でき、先生方の率直な意見を聞くことができると思うからです。 
	 ２つ目として、自分の授業の組み立て方が通用するのかどうか見極めたいという点があります。自
分自身の組み立て方として「この授業のテーマを生徒にわかってもらうにはどのように説明・質問し
ていこうか？」というやり方で授業を組み立ててきました。その方法が現場の先生方にどのような見
方をされるのか、また、実際に生徒の理解が得られるのかということを実感したいと思います。 
	 ３つ目として、自分らしく２週間の教育実習期間を過ごし自分の色を出す事です。例えば、生徒と
のコミュニケーションのとり方では、自分から積極的に生徒に話し掛けていき話しをしやすい雰囲気
をつくりだしたり、授業の進め方では、先程の自分のやり方に加えて現場の先生方のアドバイスを組
み入れたり、生徒の状況なども加味しながら自分のやり方を見つけたいと思います。他にも２週間の
教育実習中様々な事を経験すると思いますが、あらゆる所で自分自身の色を出したいと思っています。 
このように３つの目標を立てましたが、２週間という短い実習期間という事と、指導案の作成や実
習中の仕事等に追われたりするので全ての目標を達成する事は難しいと思いますがそれに向けての努
力を惜しまないようにしたいと思います。また、この２週間で様々な経験をすると思いますが、その
経験すること全てにおいて他人に流されることなく、自分自身の考え方で行動し、自分の色を出して
楽しく、充実した教育実習を行ない、自分自身の中で「教師になりたい」という気持ちを膨らませた
いと思います。 
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昨年度は免許取得者が大幅に減少 
 
	 	 平成 13年度の免許取得者は、中学校・高校とも例年に比べて少なくなっており、特に中学校
の免許取得者は平成 12 年度の半分以下になっています（表 1）。中学校の免許取得の条件とし
て介護等体験が義務づけられ、負担が増えたことが関係していると思われます。 
なお、「一種」というのは 4 年生大学卒業者が取得できる免許状、「専修」というのは大学院
修了者（専攻科でも可）が取得できる免許状のことです。 
 
	 	 	 	 	 表 1	 免許状取得者数 
 
教員就職者数では「商業」科がトップ 
	 過去 5年間の教員就職者数を見てみると、「商業」科の免許状取得者の就職が一番多いことが
分かります（表 2）。しかし、どの教科でも、教員への就職が非常に厳しい状況にあることには
変わりありません。最近では、現役で専任の教員になるのはかなり難しく、ほとんどの人は、年
次契約の常勤講師や非常勤講師をしながら採用試験にチャレンジして数年後に本採用というル
ートで専任教員になっています。 
 
表２	 本学卒業生の教員採用者数 
（把握できている限りの数値なので、実際には採用者数はもっと多いと思われる） 
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（コラム）穴場を探せ！  
	 	 教員採用数には、都道府県によってかなりばらつきがあります。どうしても教
員になりたい人は、福岡県や地元にこだわらず、採用数の多い都道府県を受験す
れば、合格の可能性はずっと高まります。亜細亜大学の職員の方のご尽力により、
全国の採用試験に関するリンク集の紹介がありましたので、活用してください。 
http://www.asia-u.ac.jp/ kyogaku/saiyo.html	 
	 
教育実習生、再び増加へ 
	 	 平成 11年度をピークに減少していた教育実習生数ですが、14年度では増加に転じました（表
3）。また、地域別では、やはり九州内が圧倒的に多く、全体の９割を占めています（表 4）。 
 
 
         〈 編集後記 〉 
今年度より、教職課程におけるニュース、履修者の声、また各種統計等
をこのような「教職課程ニュース」としてお知らせすることになりまし
た。年に 2 回と少なめですが、この「ニュース」を通じて 1 人でも多く
の学生・先生方が教職課程に興味をもっていただければ幸いです。 
 
「教職課程ニュース」創刊号  2002年 6月 
発行  久留米大学教職課程委員会 
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 TOPICS 
・	 本年度の教職課程をふりかえって	 	 ・実習生から-教育実習を終えて	 （ｐ１）	 
・	 数字でみる教職課程	 今回は「教員採用試験」に関する情報です	 （ｐ２）	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 ・	 「教職ゼミ」のお知らせ	 （ｐ４）	 
	 	  
本年度の教職課程をふりかえって～今年度９６名が教育実習に 
	 5月下旬から 6月中旬にかけて、本学 96名の学生が、母校や本学の実習協力校で、2週間の教育実
習を行いました（一部の学校では 9月から 10月）。学部別にみると、文学部 48名、法学部 18名、経
済学部 16名、商学部 14名となっています。学校別では中学校 34名、高校 62名でした。教科別では
中学校で社会 20名、国語 3名、英語 11名、高等学校で国語 10名、地理歴史 14名、公民 20名、英語
4名、商業 14名の学生が教育実習へ出向きました。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
実習期間中は、実習生への激励・指導と実習校へのお礼の意味を込めて、ゼミ担当の先生を中心と
して、実習校訪問をお願いいたしました。訪問された先生方はお忙しいところご尽力いただきありが
とうございました。 
 
教育実習生からの一言 ～教育実習を終えて～  
 
教育実習で学んだこと  
文学部	 4年	 	 田村竜也 
	 2 週間にわたる教育実習が終わり、この期間を無事過ごせてホッとしているというのが素直な気持
ちです。実習前は初めての経験に戸惑いと不安が大きく、2 週間とはとても長い時間に思えて仕方あ
りませんでした。実際、実習初日は、緊張の為か長い長い一日となりました。教育実習開講式での校
長先生のお話の中に、教師としての心得があり、私の実習に対する意識は高まりました。 
	 はじめの一週間は他の教科、他の先生方の授業を見学させていただきましたが、十人十色の言葉通
り、見学した全ての先生に同じスタイルの授業はなく、授業の進め方、声の張り方、導入のつかみの
取り方、生徒への目の配り方等もそれぞれで、学ぶことが数多くあり、大変参考になりました。見学
と並行して行った指導案、板書案の作成は、自分では十分なものを作ったつもりでいても担当の先生
からはダメと、提出しては返され、その繰り返しでした。 
	 ですが、何度も案を練り直すにつれ、その授業の山場というか筋というか見えてきました。これは
教材研究がよくできているからだろうと余裕でいましたが、そんなに甘いものではなく、最初の授業
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でしどろもどろな説明になり、生徒には迷惑をかけてしまったと思います。その反省の気持ちと、教
材研究に終わりはないという担当の先生の言葉から、教科書、資料を何度も読んで知識を増やしたと
ころ、今度は教えたい事が次々に出てきて、とても 50分では収まりきれず、余談ばかりで途切れたり、
時間が足りず中途半端に終わったりもしました。 
	 こうして 9時間の授業をなんとか終えることができ、生徒たちから評価を声をもらいましたが、中に
は「声が小さい」「下を向いている」「堂々としろ」等厳しい意見があり、堂々と授業をしたいという実
習前の目標は達成できませんでした。今後の課題としてこのことをしっかり受け止めたいと思います。 
	 もう一つ、私が理想としていた「世界史って楽しい」と感じてもらえる授業という点に関しては、
「先生の授業面白かったよ、世界史勉強してみるけん」という生徒の一言でその理想への第一歩を踏
み出すことができたのではと思います。 
	 それと生徒との接し方ですが、積極的に話し掛けてコミュニケーションを取りたいと意気込んでい
ましたが、やはり人見知りと緊張からなかなか生徒に近づけず、もうコミュニケーションは無理かと
諦めかけていたところ、ある一人の男子生徒がそのきっかけをくれました。これを皮切りに次々と生
徒が話し掛けてくれだし、朝や帰りの挨拶も自然にかわせるようになりました、それまではただ、お
互いが牽制しあっていただけだと気づき、ようやくクラスにも私にも笑顔が出てきました。 
	 最終的には目標を達成できた点、不十分な点どちらもあり、必ずしも納得できる成果はあげられま
せんでしたが、教育実習という 2週間が人生のうちで最も充実した機関となったことは間違いありま
せん。この何事にも代え難い経験をさせていただいた高校、ご指導していただいた担任の先生、教師
として受け入れてくれた初めての教え子たちへの感謝の気持ちは決して忘れません。教師になること
でこの恩に応えたいと切に思います。 
数字でみる教職課程	 	 教員採用試験情報 
	 創刊号では、久留米大学における免許取得者や卒業生の教員採用者について数字でみてみました。
今回の第２号では、みなさんが一番知りたい「教員採用・試験情報」について表でお知らせしたいと
思います。表では、福岡県・福岡市および北九州市についての採用情報と本学で取得できる中学校と
高等学校の免許に関して掲載していますが、その他の九州各県、山口県や東京都などの採用や試験傾
向などについてお知らせすることが出来ます。必要な方は教務課でお聞きください。 
  表１を見てもらえば分かるように、福岡県・福岡市はとくに教師への道は本当に狭き門であること
がわかります。しかし、みなさんの先輩も「教師になりたい」という信念のもと、人並みはずれた努
力をされ採用試験にのぞんで見事合格されています。また、本当に教師を目指すのであれば地元志向
にこだわらず、多くの採用者数が見込まれる自治体にチャレンジするのもよいでしょう。 
  表１ 
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表２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表３ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ 全てとはいきませんが、この他にも九州各県の過去５年間の教員採用試験出題分類を
用意しています。ご覧になりたい方は教務課まで申し出てください。 
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教職ゼミの目的・基本方針	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 
受講資格：久留米大学の学生であれば学年・学部は問いません。科目等履修
生も可。	 
	 
毎年、4 月に説明会を開いています。ゼミがはじまるのは 5 月以降で、一年間 15,000 円の受講
料が必要です。2002 年度までは 35,000 円でしたが、2003 年度から値下げします。2003 年度の説
明会をぜひ聞きにきてください。100 号館 2 階の「教育学習支援センター」で申し込みを受け付
けます。	 	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
 
 
 
         〈 編集後記 〉 
「教職課程ニュース」第２号をお届けします。免許取得希望者は多いの
ですが、採用試験に合格することは非常に難しい現状です。今回は「採
用試験関連情報」を中心に特集しました。ご参考になれば幸いです。 
 
「教職課程ニュース」第２号   ２００３年２月  
発行   久留米大学教職課程委員会  
（１）	 教職ゼミは教職採用試験に合格することを唯一の目的とします。	 
（２）	 専門教科の学力養成を第一に指導します。	 
（３）	 ゼミでの指導は参加者が主体的に問題を解くことが中心で講義
形式ではありません。必要に応じて担当講師が指導を行います。	 
 
久留米大学では「教職ゼミ」を開いていま
 
 
現在開講を予定しているのは	 地理（文学部	 	 堂前先生）、中
学社会（下迫先生）、歴史（文学部	 	 城井先生）、情報（文学部	 	 森
田先生）、福祉（文学部	 菊池先生）です。英語は、文学部開講
の「英語Ⅲ」で教職採用試験に備えた授業を行いますので、授
業を受講してください。	 
原則として一科目 5 名以上の受講生がいなければ開講できま
せん。また、年間 10 回の予定ですが、受講者が多い場合は回数
を増やすこともあります。その他の科目も、希望者が多ければ
開講する可能性があります。多くの受講生が集まることがゼミ
の充実のためにも望ましいので、やる気のある人はぜひ参加し
てください。	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 TOPICS 
・	 今年度の教育実習	 養護学校での実習がはじまりました	 （ｐ１）	 	 	 
・	 実習生から-教育実習を終えて-	 （ｐ２）	 
・	 数字でみる教職課程	 2002 年度の「教員免許取得状況」と「新規卒業者の教員就職状
況」に関する情報です	 （ｐ３～４）	 	 
	 	 	 	 	  
本年度の教育実習～	 前期は８５名、後期は８名が教育実習に、また今年から 
養護学校の実習に１０名の学生が行きました。 
	 ５月下旬から６月中旬にかけて、本学９３名の学生が、母校や本学の実習協力校で、２
週間の教育実習を行いました（一部の学校では９月から１０月）。学部別にみると、文学
部４５名、法学部１５名、経済学部１６名、商学部１７名、となっています。学校別で
は中学校４１名、高校５３名でした。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
実習期間中は、実習生への激励・指導と実習校へのお礼の意味を込めて、ゼミ担当の
先生を中心として、実習校訪問をお願いいたしました。訪問された先生方はお忙しいと
ころご尽力いただきありがとうございました。 
今年度は１０名の学生が養護学校教諭の免許を取得する予定です。中学校免許取得者
の介護等体験ではこれまでも養護学校にお世話になっていましたが、教育実習生として
の養護学校での実習は久留米大学としてははじめてのことです。担当者も久留米養護学
校訪問し、授業の様子を見せていただきました。一斉授業で教科を教える実習とは全く
違い、生徒一人一人の状況を把握しながら個別、またはグループ別に設定された課題に
取り組んでいました。きめこまかな対応や教材の工夫が必要とされ、実習生は一生懸命
でした。課題ができたときの「やった、わかった！」と生徒と一緒に喜びあう様子が印
象的でした。 
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教育実習生から ～教育実習を終えて～  
 
教育実習で学んだこと  
文学部	 4年	 松田敦司 
	 3 週間にわたる中学校での教育実習を無事に終えることができ、ホッとしているというのが今の素
直な気持ちです。実習初日の全校集会で生徒と対面した時には、自分が何を言っているのか分からな
いほど緊張していて、本当に一人の教師としてうまくやっていけるのかと不安な気持ちで一杯でした。 
	 3 週間の実習を改めて振り返ってみると、教壇に立って授業をすることが非常に多かったように思
います。実習前は、最初の一週間は他の教科、他の先生方の授業をしっかり見学しようと思っていま
した。しかし、初めて教壇に立って授業をしたのはなんと実習 3日目でした。その時、私の担当の先
生は私に「勢いでやってみて」と言ったのです。指導案も用意していなかった私はさすがに驚き、戸
惑いました。そして、その授業を終えると案の定、「声が小さい」、「メリハリがない」など様々な指摘
を受け、授業をすることの難しさを改めて実感しました。私も自分なりに自分の授業を振り返ってみ
ると、自分には「自信」というものが欠けていることに気づきました。たとえ実習生であっても、生
徒たちからみれば立派な「一人の教師」であることを忘れてはいけないと思い、そのことを常に意識
して授業をしていきました。最初は生徒たちから「声が小さい」、「おどおどしている」という厳しい
評価をもらいましたが、授業回数を重ねるごとに生徒たちは「堂々としてきたね」、「今日の授業楽し
かったよ」とよい評価をしてくれるようになりました。私はこの 3週間で 30時間近く授業をしました
が、授業をしていく中で様々なことを学ぶことができ、今は私に授業をする時間をたくさん与えて下
さった担当の先生に大変感謝しています。 
	 こうして、授業の方はなんとか無事に終えることができたのですが、実習前は「生徒の接し方」に
不安を感じていました。しかし、実習 2日目に一人の生徒が話しかけてきてくれたことにより、緊張
感から解放され、多くの生徒とコミュニケーションが取れるようになりました。私は実習生控え室に
閉じこもらず、時間がある時には生徒たちのところへ行き、生徒とコミュニケーションを取るように
していたのがよかったのではないかと思っています。 
	 最終的には目標を達成できた点と達成できなかった点があり、必ずしも納得できる成果はあげられ
ませんでしたが、この 3週間の教育実習がこれまでの人生の中で最も充実した期間となったことは間
違いありません。この何事にも代え難い経験をさせていただいた中学校、ご指導していただいた担当
の先生、教師として受け入れてくれた初めての教え子たちへの感謝の気持ちは決して忘れません。教
師になることでこの恩に応えたいと切に思います。 
	  
数字でみる教職課程	 	  
1.	 2002年度の新規卒業者の教員免許取得状況 
 
2.	 2002年度の新規卒業者の教員就職状況 
・全国の課程認定を受けている大学等の 2002 年度の卒業者は、617,683 人（前年より
16,669人の減）で、そのうち教員免許状を取得したのは 109,634人（同 4,134人の減） 
 
62
で、全体の 17.7％でした。その中で、教員就職者数は 14,751 人（同 654 人の増）、
教員就職率は 13.5％（同 1.1％増）で、5年ぶりに就職率が前年度を上回りました。 
・ちなみに本学では 2002 年度の免許取得者は卒業生 1,293 名中の 90 名で、69.6％で
した。 
・学校種別の新規卒業者の免許取得状況をみると、中学校、高校の教員免許取得者に
おける私立大学の占める割合が非常に高いことがわかります。また、養護学校は昨
年までは国立の教員養成系大学が多数を占めていましたが、今後私立大学の比重が
高くなってくると思われます。 
・表にはありませんが、「福祉」「情報」などの新しい免許科目の取得も始まっていま
す。一人でも多く採用されることを期待します。 
・2002 年度の新規卒業者の教員就職状況をみると、中学校では教育養成学部と一般大
学・学部の学生の数はほぼ同じ、高校では一般大学・学部のほうが圧倒的に多くな
っています。また、大学院終了者の教員就職者も多いようです。ただし、就職率で
みると、国立教員養成系では就職率は 16.1％であるのに対し、私立大学の一般学部
では、5.8％であり、（大学院・専攻科では 9.2％）であり、厳しい状況です。 
 
教職課程ニュース」第３号  ２００３年１０月 
発行  久留米大学教職課程委員会 
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「教職課程ニュース」第 4号  ２００4年７月	  
	 発行  久留米大学教職課程委員会 
 
 
 
 
                                                                                                                                                   第４号   2004 年７月  
  
	 	 	   	 	 TOPICS 
・	 本年度の教育実習について	 	 ・実習生から-教育実習で何を学ぶか-（ｐ１～２）	 
・	 数字でみる教職課程	 九州各県の採用試験受験者数（ｐ３）	 
・	 １５年度卒業生の教職就職状況（ｐ４）	 	 	 	 	 	 教職課程担当者の紹介（ｐ４） 	 
	 	 	 	 	 	 	 	  
本年度の教育実習について～延べ９４名が教育実習へ！ 
	 ５月下旬から６月中旬にかけて、本学 ９４名の学生が、母校や本学の実習協力校で、
２週間（高校）または３週間（中学）の教育実習を行っていました（一部の学校では９
月から１０月）。ゼミ担当の先生には、例年通り訪問のご協力をお願いしました。お忙し
いところ大変でしたが、実習校へのお礼と学生への激励をしていただきました。 
教育実習生からの一言 ～教育実習で何を学ぶか：期待と不安～  
 
実習前に打ち合わせをしたり説明を受けたりするために、毎年必ず実習校に出向くよ
うに指導しています。今年は打ち合わせが終わった時点で、「実習で何を学ぶか」「実習
前の気持ち」等について全員にレポートを提出してもらいました。事前指導、打ち合わ
せと実習準備のステップを踏んでいく中で、実習生としての自覚が高まっていく様子が
うかがわれます。レポートの中では実習に対する期待と同時に、不安な気持ちも多く書
かれていました。不安の内容は大きくわけると「授業がうまくできるか」「生徒とコミュ
ニケーションがとれるか」でした。特に、はじめて教える立場にたったとき「生徒とう
まく関われるだろうか」という不安はほとんどの学生が異口同音に書いていました。 
以下に、「実習で何を学ぶか」についてのレポートの一部を紹介します。 
括弧内は（学部・性別・実習教科） 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
実習では教師とはどういう職業なのかを具体的に学びたい。たとえば、今まで学ぶ側の
経験しかなかったので、生徒と先生とはどのような関係で成り立っていて、学ぶ側と教
える立場ではその考え方、授業に対しての見え方などがどう違っているのかを知りたい。
（商学部・男・商業・情報） 
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事前打ち合わせに行くまでは楽しみで早く実習に行きたいという期待の気持ちでいっぱ
いでした。実習の３日前に打ち合わせに行き、学校や先生・生徒の現状を知り、不安に
なってしまいました。でも実習を楽しみたいという気持ちはあるので、精一杯がんばり
たいと思います。授業については自分の教科だけでなく多くの先生の授業を見せてもら
い、授業の手順や工夫など、楽しく分かりやすい授業ができるように勉強していきたい
と思います。またホームルームなどを通して生徒との信頼関係を築いていきたいです。
（経済学部・女・情報） 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
教育実習という体験を通じて教師になるにあたって深くて広い知識と豊かな人格を備え
るようにするにはどうしたらいいかという教師像について、教育の現場を見て学びたい
と思います。それをいかに自分自身で実現できるかについても学んでいきたいと考えて
います。（中略）今後教師になっていくにあたっての試練がこの教育実習なので、失敗を
恐れずに最後までやり遂げたいと思っています。実習の場で普段できない勉強を大いに
したいです。不安なこととしては、生徒とうまくやっていけるか、ちゃんと授業は最後
までやり遂げられるのか、先生方に迷惑をかけずにすむのかということなどがあります。
（中略）一方、かつで自分が学んだ母校で後輩たちに自分の考えや知識を教えられる期
待や楽しみな気持ちもあります。精一杯がんばろうと思います。（法学部・男・中学社会） 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
生徒がどのような授業に興味・関心をひかれるかを学びたい。また、今の中学生の考え
方なども知りたいです。そして授業だけでなく、日常生活をたくさんの生徒と過ごすこ
とで生徒との接し方なども学んで生きたいと思っています。自主的にさまざまな活動に
参加し、自分を成長させていきたいです。教育実習を前にしてどのような生徒たちと出
会えるのか、期待でいっぱいです。でも授業に関しては不安もあります。私が担当する
のはまだ入学したばかりの中学１年生なので、英語に興味をもってもらえるような授業
をしなければならないプレッシャーと私が教える範囲が期末考査の範囲なので、理解度
を深める教え方も大切になってくるので自分がどこまでやれるかが不安です。でも精一
杯がんばります。（文学部・女・英語） 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
 
実習校からの注意など	  
レポートの中に、学生が打ち合わせ時に実習校から受けた注意についても書かれてい
ます。主なものを紹介します。 
 
・	 自分なりの目標をたてておくこと 
・	 実習中は生徒からみたら先生であると自覚をもつこと 
・	 口だけで指導するのではなく自分でやってみせること 
・	 服装や言葉づかいに注意 
・	 実習校が何に向けて頑張っているかをよく理解して欲しい 
・	 実習をさせてもらっているという感謝の気持ちをもつこと 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 その他 
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数字でみる教職課程	 	   
教員採用試験情報 
受
験
者
数
２
次
合
格
数
倍
　
　
率
受
験
者
数
名
簿
登
載
数
倍
　
　
率
受
験
者
数
２
次
合
格
数
倍
　
　
率
受
験
者
数
２
次
合
格
数
倍
　
　
率
1,034 200 5.2 394 40 9.9 686 85 8.1 921 89 10.3
国語 125 2 62.5 60 3 20.0 111 7 15.9 79 7 11.3
社会 132 1 132.0 131 3 43.7 163 7 23.3 103 3 34.3
英語 176 13 13.5 97 6 16.2 132 17 7.8 130 16 8.1
小計 433 16 27.1 288 12 24.0 406 31 13.1 312 26 12.0
国語 226 3 75.3 52 4 13.0 57 6 9.5 85 10 8.5
倫理政経 52 1 52.0 65 4 16.3
歴史 255 4 63.8 89 3 29.7 54 2 27.0
地理 26 3 8.7 29 2 14.5
家庭
英語 190 2 95.0 53 3 17.7 73 13 5.6 72 9 8.0
商業 63 1 63.0 89 8 11.1
福祉
情報
小計 734 10 73.4 105 7 15.0 297 26 11.4 394 35 11.3
養護教諭 191 12 15.9 78 2 39.0 129 7 18.4 198 14 14.1
特殊諸学校 175 25 7.0 92 7 13.1
総計 2,392 238 10.1 865 52 16.6 1,693 174 9.7 1,917 171 11.2
受
験
者
数
２
次
合
格
数
倍
　
　
率
受
験
者
数
２
次
合
格
数
倍
　
　
率
受
験
者
数
２
次
合
格
数
倍
　
　
率
受
験
者
数
２
次
合
格
数
倍
　
　
率
546 40 13.7 586 120 4.9 1,064 142 7.5 1,466 162 9.0
国語 56 4 14.0 58 1 58.0 136 16 8.5 174 10 17.4
社会 76 4 19.0 76 1 76.0 212 10 21.2 335 16 20.9
英語 107 7 15.3 123 20 6.2 251 26 9.7 232 28 8.3
小計 239 15 15.9 257 22 11.7 599 52 11.5 741 54 13.7
国語 112 4 28.0 38 3 12.7 87 13 6.7 171 19 9.0
倫理政経 53 1 53.0 44 1 44.0 71 3 23.7 287 7 41.0
歴史 106 2 53.0 59 5 11.8 106 4 26.5 186 8 23.3
地理 24 1 24.0 16 2 8.0
家庭 55 2 27.5 33 7 4.7 26 3 8.7
英語 103 4 25.8 76 9 8.4 80 14 5.7 237 25 9.5
商業 73 3 24.3 56 6 9.3 87 10 8.7 122 10 12.2
福祉 16 1 16.0
情報 41 2 20.5
小計 526 17 30.9 322 33 9.8 457 47 9.7 1,060 72 14.7
養護教諭 63 2 31.5 84 7 12.0 283 10 28.3 200 19 10.5
特殊諸学校 101 11 9.2
総計 1,475 85 17.4 1,249 182 6.9 2,403 251 9.6 3,467 307 11.3
沖縄県
校種・科目
小学校
中
学
校
高
等
学
校
高
等
学
校
県	 名	 等 大分県 宮崎県 鹿児島県
小学校
中
学
校
佐賀県 長崎県 熊本県
校種・科目
県	 名	 等 福岡県
	 
平成 16 年度の九州各県の教員採用試験受験者数と合格者数です。	 
・本学で取得できない免許科目については省略しています。	 
・県によって若干異なりますが、採用数はきわめて少なく、競争率も高いのが現状です。	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科目によっては採用がないものもあります。	 
・受験しようと考えている人は、県ごとの情報を集めることをおすすめします。	 
卒業生教員就職情報 
学部 氏名 勤務先 教科 備考
財　津　佳　江 杉森女子高等学校 国語 専任
岡　　　亜由美 慶成高等学校 福祉 専任
山　下　輝　美 福岡県立黒木高等学校 福祉 非常勤講師
井　手　　 篤 長崎県立佐世保東翔高等学校 情報 非常勤講師
松　本　千加子 佐賀県立小国高等学校 商業 常勤講師
井　上　なつみ 明光学園 英語 非常勤講師
西　川　和　輝 長崎県立佐世保東翔高等学校 商業 常勤講師
※平成16年3月現在
文学部
商学部
科目等履修生
 
	 
	 
	 
久留米大学教職課程担当者の紹介  
	 本学では、教職全般にかかわることを検討する組織として教職課程担当者会議が設置されてい
ます。各種委員会と同様、月一回の会議を開き、毎回さまざまな議題が検討されています。１年
生からのガイダンス、実習の事前事後指導などの学生指導に関する問題をはじめ実習校との調整
など、外部との交渉や他大学との連絡協議会への出席など多岐にわたる活動を行っています。学
外での実習があるため、全員が「問題なく実習が終わる」ということはまずありません。毎年さ
まざまな問題が発生しています。その中には、実習に対する心構えの不十分さから起こるものが
少なくありません。全学の教員、受講生が教職課程および教育実習の意義や、大学と実習校のそ
れぞれの立場などを理解していただきますようご協力をお願いします。	 
	 
   教職課程担当者会議メンバー     
  
委員長	 	 	 白石義郎	 （文学部	 情報社会学科）	 
安永	 悟	 （文学部	 心理学科）	 
菊地正治	 （文学部	 社会福祉学科）	 
多賀	 太	 （文学部	 情報社会学科）	 
園田直子	 （文学部	 心理学科）	 
安藤裕介	 （文学部	 国際文化学科）	 
徳田智代	 （文学部	 心理学科）	 
教務担当	 	 宮尾妙子	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 TOPICS 
・	 本年度の教育実習について	 	 ・教員採用試験合格体験記（ｐ１～２）	 
・	 数字でみる教職課程	 	 ２００５年度九州・山口各県教員採用試験情報（ｐ３）	 
・	 留学と教職課程（ｐ４）	 	 	 	 	 	 教職受験対策講座について（ｐ４）	 
	 	 	 	 	 	 	 	  
本年度の教育実習について～延べ１４５名が教育実習へ！ 
	 ５月下旬から６月中旬にかけて、本学 １２３名の学生（中学３３名、高校９０名（内、
養護学校にも行く予定の学生が２４名））が、母校や本学の実習協力校で、２週間（高校）
または３週間（中学）の教育実習を行う予定です（一部の学校では９月から１０月）。ゼ
ミ担当の先生には、例年通り訪問のご協力をお願いすることになります。お忙しいとこ
ろ大変だと思いますが、実習校へのお礼と学生への激励をしていただきますようよろし
くお願いします。 
 
 
教員採用試験合格体験記  
 
	 近年は、教員になるのが非常に難しい状況が続いていますが、今回はその難関（競争
率約１５０倍）に見事合格した久留米大学の先輩の合格体験記を掲載しています。 
 
教員採用試験合格までの道のり  
 
中学社会	 	 久留米大学法学部法律学科	 平成７年度卒業	 	  
藤井（長尾）栄作（平成１６年４月より春日南中教諭） 
福岡県教育委員会ホームページの２次試験合格者発表に自分の受験番号を見つけたとき、きっと「や
ったー！」と飛び跳ねて歓喜の声をあげると思っていました。でも実際には、ほっとしたというよう
な安堵感が大きく、自分でも意外に、静かにその時を迎えていました。大学を卒業して８年、その間
に科目等履修で大学に残り教員免許を取得し、民間企業やアルバイト、中学校での非常勤・常勤講師 
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を経験してきました。さらに結婚や息子の誕生もありました。自分の夢を追いつつも、将来への不安
や家族への責任感といったプレッシャーを感じながらの受験でした。だからこそ、この合格の知らせ
を見たとき、瞬発的な喜びではなく、プレッシャーから解放されたという安堵感と、かけた年月の分
だけゆっくりとした喜びがわいてきたのです。 
	 今回は皆さんに講師の経験について私が知っている限りのことをお伝えしたいと思います。私自身
の主観的な見方や意見などがあるかもしれませんが、教職の道を志す皆さんの参考になれば嬉しい限
りです。 
	 私は常勤講師を計３年半、非常勤講師を計３ヶ月経験し、現在は生徒指導支援者という形式で市の
臨時職員として中学校に勤務しています。どうすれば講師になれるかは、各地方公共団体で異なるか
もしれないですが、福岡県の場合は、各地域の教育事務所で講師登録をすればいいです。が、登録さ
えすれば、必ず講師依頼がくるとは限りません。各学校で出産・育児・長期研修などで先生が抜けた
り、授業数が多くて助っ人がほしいとき、校長が教育事務所や教育委員会に報告して、それで教育事
務所などから登録者に依頼がいくからです。近年は授業数が減ったため、講師の数もだいぶ減ったと
もいいますし、講師経験者に仕事が回っていきやすいこともあってなかなか新卒者に講師の話がこな
いのが現状です。講師にもいろいろタイプがいまして、決して採用試験をパスしたいという人ばかり
ではありません。将来の目標が別にあったり、受験年齢を超えてしまったけど講師をやっている人な
ど実際にいらっしゃいます。私も数年講師の職からあぶれてしまった経験があるから、真剣に教師に
なりたいというやる気のある若い人から優先的に仕事を回してやればいいと思うのですが・・。 
	 講師には、常勤講師と非常勤講師があります。前者は固定基本給で、授業のほか、校務分掌や部活
などもまかされ、クラス担任もまかされることもあります。後者は時間給で、授業のみ責任を負いま
すが、他の時間は拘束されないという違いがあります。どちらもメリット・デメリットがありますが、
常勤講師の大きなメリットはなんといっても「ボーナスがあること」です。非常勤講師は常勤講師と
同じ授業数を持つこともありますが、ボーナスはゼロ。初めての常勤講師のとき、夏のボーナスをも
らってびっくり！！世は不況だというのにペーペーの私にこんなに！と思いました。冬のボーナスで
またびっくり！（夏より率が上がるから）それだけ責任のある仕事だということであり、税金ドロボ
ーといわれないよう頑張ろうと思いました。 
	 講師の仕事は、最初の数年はやはり教材研究に時間を費やしました。要領も悪いせいか夜遅くまで
明日の授業の準備をやっていたことを思い出します。部活にはまると土・日もつぶれます。正直、採
用試験の勉強とか、あまりやっていませんでした。少しずつなれてきたところで、勉強する時間をつ
くるようにしていきました。ここ数年は家事と育児の手間も加わり（うちは共働き）、学校の空き時間
や妻子が寝た後など、空いた時間があれば勉強するようにしました。 
	 講師をやるチャンスがあるのなら常勤・非常勤を問わず、迷わず引き受けるべきです。忙しいです
が、教職を志すものにとって得るべきものは多いです。実際の生徒と活動をともにした経験が、採用
試験にも必ず生かされるはずです。一生懸命、真面目に頑張ってください。私も赴任した中学校では、
特に部活（サッカー部）などで一生懸命頑張ったことが生徒や他の先生からも認められたと思います。
自分の専門教科＋α、このαに自分の個性を出すことが大事です。おもしろい、ダジャレが得意、も
のまねができるとかなら中学生にモテモテですよ。なにか、これだけは負けないってものを持ってい
ればいいです。ちなみに講師にも評価みたいなものがあります。A～D or Eくらいの段階で教育事務
所に記録が残ります。うわさですがこういうものも２次試験での選考の資料になるみたいです。 
	 最後になりますが、久留米大学の皆さんの一人でも多くの方が教壇に立てることができるよう切に
願っています。がんばれ久留米大学！！	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数字でみる教職課程	 	   
2005 年度九州・山口各県教員採用試験情報 
区   分 小学校 中学校 高等学校 
 受験者数 採用者数 競争率 
（倍率） 
受験者数 採用者数 競争率 
（倍率） 
受験者数 採用者数 競争率 
（倍率） 
山 口 539  69  7.8 704  39  18.1 632  40  15.8 
福 岡 1,040  192  5.4 965  41  23.5 1,142  18  63.4 
佐 賀 394  39  10.1 543  34  16.0 397  26  15.3 
長 崎 686  84  8.2 877  77  11.4 602  59  10.2 
熊 本 921  79  11.7 813  60  13.6 914  73  12.5 
大 分 546  40  13.7 533  34  15.7 986  36  27.4 
宮 崎 586  105  5.6 439  51  8.6 654  63  10.4 
鹿 児 島 1,057  136  7.8 1,089  125  8.7 937  83  11.3 
沖 縄 1,466  151  9.7 1,640  110  14.9 1,686  142  11.9 
北 九 州 市 305  50  6.1 334  28  11.9    
福 岡 市 502  119  4.2 395  30  13.2 29  1  29.0 
合 計 （ 全 県 ） 50,446  10,483  4.8 53,871  4,572  11.8 42,206  2,985  14.1 
 
 
区  分 盲・聾・養護学校 養護教諭 計（全県） 
     受験者数 採用者数 競争率 
（倍率） 
受験者数 採用者数 競争率 
（倍率） 
受験者数 採用者数 
山     口 42  8  5.3 112  7  16.0 2,029  163  
福 岡  6   192  12  16.0 3,339  269  
佐 賀    78  2  39.0 1,412  101  
長 崎 175  22  8.0 129  5  25.8 2,469  247  
熊 本 92  39  2.4 198  14  14.1 2,938  265  
大 分 101  11  9.2 63  2  31.5 2,229  123  
宮 崎  25   84  7  12.0 1,763  251  
鹿 児 島  19   281  9  31.2 3,364  372  
沖 縄  31   200  20  10.0 4,992  454  
北 九 州 市    42  3  14.0 681  81  
福 岡 市 98  17  5.8 53  5  10.6 1,077  172  
合 計 （ 全 県 ） 6,094  1,525  4.0 7,740  749  10.3 160,357  20,314  
 
２００５年度の九州・山口各県の教員採用試験受験者数と採用者数です。	 
・科目別の採用試験情報について、次号で報告します。	 
・県によって若干異なりますが、採用数はきわめて少なく、競争率も高いのが現状です。	 
科目によっては採用がないものもあります。	 
・受験しようと考えている人は、県ごとの情報を集めることをおすすめします。	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留学と教職課程 
 
	 久留米大学の留学制度（交換・協定校留学）を利用して留学することを考えている人
が教職課程履修者の中にたくさんいると思いますが、留学時期を慎重に考えて下さい。
３年の前期又は後期に留学を考えている人は、大学４年間で教員免許を取得することは
できません。４年の時に教育実習に行くためには、３年までに必ず単位を修得しておか
なければいけない科目がいくつかあり、その一部が３年生でしか履修できないからです。
したがって、４年間で教員免許を取得するための留学期間は、２年生（前・後期）か４
年生の後期（教育実習が前期に終わっている人に限る）になります。３年の時に留学し
た場合は、卒業後、科目等履修生という形で教育実習に行けば、教員免許が取得できま
す。自分の将来計画については早めに考えておきましょう。	 
 
  
	 
教職受験対策講座の目的・基本方針	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 
受講資格：地理（全学部	 全学年）、中学社会（全学部	 ３、４年生）	 	 
※科目等履修生は共に受講可	 
	 
毎年、４月に説明会を開いています。講座がはじまるのは５月以降で、一年間１０，０００円
の受講料が必要です。２００号館２階の「教育学習支援センター」で申し込みを受け付けます。	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
（１）	 教職採用試験に合格することを唯一の目的とします。	 
（２）	 専門教科の学力養成を第一に指導します。	 
（３）	 指導は参加者が主体的に問題を解くことが中心で講義形式では
ありません。必要に応じて担当講師が指導を行います。	 
 
久留米大学では「教職受験対策講座」（課外講座）
を開いています 
 
現在開講を予定しているのは	 地理（飯田正朔先生）、中学社
会（下迫勇夫先生）です。英語は、文学部開講の「英語Ⅲ」で
教職採用試験に備えた授業を行いますので、授業を受講してく
ださい。	 
原則として一科目５名以上の受講生がいなければ開講できま
せん。また、年間２０回の予定です。多くの受講生が集まるこ
とが講座の充実のためにも望ましいので、やる気のある人はぜ
ひ参加してください。	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 TOPICS 
・	 本年度の教育実習について	 	 ・	 教員採用試験合格体験記（ｐ１～２）	 
・	 私立学校の教員採用と適性検査について（ｐ２）	 
・	 数字でみる教職課程	 ２００６年度九州・山口各県教員採用試験情報（ｐ３）	 
・	 教職受験対策講座について（ｐ４）	 
	 	 	 	  
本年度の教育実習について～延べ１４６名が教育実習へ！ 
	 ５月下旬から６月中旬にかけて、本学 １２７の学生（中学５５名、高校７２名（内、養護学校にも
行く予定の学生が１９名））が、母校や本学の実習協力校で、２週間（高校）または３週間（中学）の
教育実習を行う予定です（一部の学校では９月から１０月）。ゼミ担当の先生には、例年通り訪問のご
協力をお願いすることになります。お忙しいところ大変だと思いますが、実習校へのお礼と学生への
激励をしていただきますようよろしくお願いします。 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
 
教員採用試験合格体験記	  
	 近年は、教員になるのが非常に難しい状況が続いていますが、今回はその難関に見事合格した
久留米大学の先輩の合格体験記を掲載いたします。 
 
 
教員採用試験合格までの道のり  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 久留米大学文学部社会福祉学科	  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 平成 16年度卒業	 	 大石	 泰子  
	 「絶対教師になる」この強い意志を持ち、福岡県小学校教諭に合格しました。大学を卒業後、通信
教育で小学校教諭の免許をとりながら教職浪人をするという進路を決めるまでには、親からも反対さ
れ、また私自身にも不安や迷いがありました。しかし、４年次に中学校や養護学校で教育実習をし「 早
く教師になりたい」と強く思い、この道を決めました。 
	 「絶対合格」を胸に、大学 4年の１０月から予備校に通い、またモチベーションを高めるため前回
の採用試験の不合格通知を机の前に貼り、本格的に勉強を始めました。予備校は、的を絞った授業で
効率の良い勉強が出来ました。授業の復習に加え、過去問など多くの問題にあたり繰り返し解き、色々
な問題に対応できるようにしました。現在の採用試験は人物も重視しているといわれています。そこ
で、面接で自分をアピールできるように、自分を見つめ直し、また教育に関する本を読んだり、新聞
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を切り抜いたりして、自分の教育観を深めました。このような日々の勉強に加え、4月から通信教育 
の勉強を始め、時間的にも精神的にも余裕がなく、挫けそうにもなりました。しかし、同じ夢を持つ
友人から何度も励まされ頑張ることが出来ました。7 月下旬に一次試験をむかえ、筆記・論文・集団
討論では全力を出しきることができました。そして、私は一次試験が終了後すぐに 2週間、東京へ通
信教育の授業を受けに行かなくてはならず、二次試験の勉強が出来たのは、東京から帰ってきてから
二次試験までの 12日間だけでした。二次試験は、筆記や面接、体育実技や弾き歌い、英会話等があり
ました。近くの小学校では鉄棒の練習を、家ではマットや弾き歌いの練習を、予備校では模擬授業の
練習を、ととにかく必死でした。8 月下旬の二次試験では失敗もしましたが、笑顔で自分らしさを忘
れずに頑張りました。そして試験が終わった瞬間「 やっと解放された！」という気持ちになった事を
今でも覚えています。10月下旬の合格発表まで、毎日祈るような思いで過ごしました。そして、合格
を確認した時には、夢への第一歩を踏み出せた喜びを感じ、今までで一番嬉しい気持ちになりました。 
採用試験と通信教育の勉強の両立は想像以上に大変で、何度も投げ出したくなることがありました。
でも、同じ夢を持った仲間や大学の友人、親といった多くの人達の支えや実習で出会った子どもたち
を思い出しながら、自分に甘えることなく最後まであきらめず頑張りぬくことが出来ました。そして、
このように頑張れたのは何よりも、中学校などでの教育実習や施設実習、様々なボランテイア活動と
いった多くの経験が久留米大学ででき、「 小学校の教師になる」という強い夢を持つことができたか
らだと私は思います。 
教師という夢を持つ皆さんには、その夢をあきらめたり逃げたりせず、大切にしてほしいと思いま
す。強い意志を持ち、あきらめずに夢に向かって努力し続ければきっと叶うと思います。ぜひ、頑張
ってください。 
私立学校の教員採用と適性検査について	 	 
 
	 私立学校の教員採用に関しては、各学校が実施する採用試験（１回のみの場合もあれば、一次試験、
二次試験と複数回行われる場合もあります）に合格して、私立学校の教員になる場合がほとんどです。
ただし、最初は非常勤講師、常勤講師として採用され、実績等により専任教員となるケースが多いよ
うです。	 
	 私立学校の教員の選考方法は県によって異なるため、インターネット等を利用して、各県の私立学
校教員採用募集要項を確認する必要があります。福岡県の場合は、福岡私学協会が毎年 8 月の最後の
日曜日に私学適性検査を実施しています。この適性検査では、専門科目（国語・地歴・公民・英語の
受験者はそれぞれの受験科目、それ以外の科目の受験者は小論文）と教職教養の筆記試験が行われま
す。時間は専門科目が 80 分、教職教養が 50 分となっています。この適性検査の結果は、専門教科、
教職教養別に、Ａ～Ｄの 4 段階に表され、各学校が教員を採用するための資料として 1 年間協会に登
録されます。また、検査の結果は受験者も知ることができます。そして、この適性検査の結果を採用
希望の学校が見て、登録者に直接連絡し、各校ごとに選考を行っていきます。福岡県では、多くの私
立学校がこのようにして選考を行っているため、福岡県の私立学校の教員を目指す人はこの私学適性
検査を受験することをおすすめします。私学適性検査を受験するためには、事前の申し込みが必要で、
検定料として 10,	 000 円必要で、申し込み期間は毎年 7 月 20 日～7 月 22 日頃となっています（県立
学校の採用試験日と重なっているので注意して下さい）。この時期には、過去問を手に入れることもで
きます。詳細に関しては、福岡私学協会のホームページ（http://www.f-sigaku.com/index.html）を見て
下さい。 
 
74
  
数字でみる教職課程	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947 180 5.3 588 141 4.2 318 60 5.3 384 59 6.5 631 57 11.1 820 84 9.8
国語 110 3 36.7 74 7 10.6 61 3 20.3 56 2 28.0 92 3 30.7 73 7 10.4
社会 90 1 90.0 141 6 23.5 80 3 26.7 89 2 44.5 106 3 35.3 141 4 35.3
英語 128 6 21.3 86 6 14.3 80 5 16.0 84 8 10.5 108 11 9.8 145 11 13.2
小計
国語 174 4 43.5 - - - 44 2 22.0 58 7 8.3 75 8 9.4
公民 - - - - - - 40 1 40.0 47 1 47.0 - - -
歴史 80 1 80.0 - - - 81 2 40.5 - - -
地理 46 1 46.0 - - - 27 1 27.0 56 2 28.0
英語 180 5 36.0 - - - 52 3 17.3 77 14 5.5 72 3 24.0
商業 - - - - - - 50 1 50.0 - - - 74 5 14.8
福祉 - - - - - - 26 1 26.0 - - - 25 2 12.5
情報 - - - - - - - - - - - - - - -
小計
116 27 4.3 - - - 205 24 8.5 99 6 16.5
受
験
者
数
最
終
合
格
者
数
倍
　
　
率
受
験
者
数
最
終
合
格
者
数
倍
　
　
率
受
験
者
数
最
終
合
格
者
数
倍
　
　
率
受
験
者
数
最
終
合
格
者
数
倍
　
　
率
受
験
者
数
最
終
合
格
者
数
倍
　
　
率
517 40 12.9 462 54 8.6 1,093 130 8.4 1,501 165 9.1 514 91 5.6
国語 54 3 18.0 68 1 68.0 134 16 8.4 194 83 4 20.8
社会 89 3 29.7 - - - 180 7 25.7 307 106 3 35.3
英語 100 9 11.1 143 16 8.9 204 21 9.7 239 115 9 12.8
小計
国語 84 3 28.0 - - - 73 6 12.2 193 43 2 21.5
公民 - - - 82 1 82.0 59 2 29.5 243 - - -
歴史 102 2 51.0 - - - 47 1 47.0
地理 - - - - - - - - -
英語 94 5 18.8 50 2 25.0 99 8 12.4 227 61 7 8.7
商業 55 2 27.5 60 4 15.0 97 10 9.7 120 53 2 26.5
福祉 13 1 13.0 - - - 17 1 17.0 36 10 1 10.0
情報 26 1 26.0 - - - - - - 68 - - -
小計
114 12 9.5 115 15 7.7 35 6 5.8
佐賀県 長崎県 熊本県
校種・科目
県	 名 福岡県 福岡市 北九州市
小学校
中
学
校
高
等
学
校
※福岡県に含む
91 4 22.8
盲・聾・養護学校 （小中高に含む） （小中高に含む）
山口県
校種・科目
小学校
県	 名 大分県 宮崎県 鹿児島県
3 39.0 191
沖縄県
盲・聾・養護学校 （小中高に含む） （小中高に含む）
中
学
校
44 38.7
高
等
学
校
87 19.8
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２００６年度の九州・山口各県の教員採用試験受験者数と採用者数です。	 
・県によって若干異なりますが、採用数はきわめて少なく、競争率も高いのが現状です。	 
科目によっては採用がないものもあります。	 
・受験しようと考えている人は、県ごとの情報を集めることをおすすめします。	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久留米大学では教員採用試験講座（課外講座）を開いています	 
	 
	 この講座は、4 月 15 日～7 月 9 日の土曜・日曜（原則として）に行われ、	 
51 コマ（1 コマ 120 分）開講されます。受講料は 100,000 円で、申込締切日	 
は 4 月 7 日（金）で、申込希望者は教育学習支援センター事務室（200 号館	 
2 階）へ行って下さい。講座を運営するのは東京アカデミー福岡校で、受講	 
対象は教職課程履修者全学年（ただし、主に 4 年生の平成 18 年 7 月受験向	 
けに講義は行われます）です。	 
講座の特徴は以下の 4 点です。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
①主に教職教養と一般教養の受験対策を行います。また、試験直前は福岡県・佐賀県の傾向に合わ
せたレジュメを使用し、対策ゼミを行います。	 
	 ②徹底した人物試験対策を行います。「論文対策テキスト」、「人物対策テキスト」などとツールを駆
使して、過去のデータに基づき徹底指導を行います。	 
	 ③全国公開模試（全 2 回）・福岡県摸試（全 1 回）が無料で受験できます。	 
	 ④2 次試験対策指導も行われます。	 
	 ★専門対策は通信添削指導で解答力アップを目指します！オプション科目（中高国語・中学社会・
高校世界史・高校日本史・高校地理・中高英語・養護教諭）は 1 科目につき 20,000 円です	 
★詳細については、久留米大学の教育学習支援センター課外講座のホームページを見て下さい。	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
 
 
教育実習とセクシュアル・ハラスメント  
	 セクシュアル・ハラスメント（以下「セクハラ」と略記）とは、簡単に言えば「相手の意に反す
る性的な言動」によって労働環境や学習環境を悪化させることです。 
	 教育実習中、実習生がセクハラの被害者になる可能性があります。セクハラは、職務上の地位や
権限などの上下関係がある中で起こりやすいものです。実習校で「お世話になる」身である実習生
は弱い立場にあります。そのため、教職員や生徒たちの性的な言動によって不快な思いをしても「嫌
だ」と言いにくいのが実情です。 
	 他方で、実習生がセクハラの加害者になる可能性もあります。実習生本人は場を和ませるつもり
で語った性的な言葉が、教職員や生徒を不快にさせたり傷つけたりすることがあります。また、職
務の範囲を超えた（特に異性の）生徒たちとの付き合いは、ちょっとしたきっかけで深刻なセクハ
ラに転化する可能性があります。 
	 実習生中、被害者にも加害者にもならないために、少なくとも次の点に注意してください。①不
用意な性的言動は慎む。②生徒を対等な人格として尊重する。③「嫌がるそぶりを見せない＝嫌が
っていない」と勝手に決めつけない。④学校外で教職員や生徒と会わない。⑤生徒にメールアドレ
ス・電話番号を尋ねたり教えたりしない。 
残念ながら、現在の教育実習におけるセクハラの防止体制は十分であるとはいえません。しかし
近年では、大学と実習校など関連機関が協同で防止に取り組もうとする動きも見られます。 
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・	 本年度の教育実習について	 	 ・	 教員採用試験合格体験記（ｐ1～2）	 
・	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 教育実習体験記（ｐ4）	 
・	 教職受験対策講座について（ｐ4）	 
	 	 	 	 	 
本年度の教育実習について～延べ 1４０名が教育実習へ！	 
	 	 5月下旬から 6月中旬にかけて（一部の学校では 9月から 10月）、延べ 140名（中学 58名、高校
70 名、養護学校 12 名）が、母校や本学の実習協力校で 2 週間（高校）または 3 週間（中学）の教
育実習を行う予定です。ゼミ担当の先生には、実習校訪問のご協力をお願いします。お忙しいとこ
ろ大変だと思いますが、実習校へのお礼と学生への激励をしていただきますよう、よろしくお願い
します。 
 
教員採用試験合格体験記 
近年は教員になるのが非常に難しい状況が続いていますが、見事採用試験に合格した 2名の方に、
合格までの道のり、合格のためのコツなどについて教えていただきました。 
 
 
◇松尾和美さん（文学部社会福祉学科平成 17 年度卒業・平成 19 年 4 月より長崎
県教諭）	 	 
（１）教員採用試験合格までの道のりについて教えてください。	 
私は大学を卒業して、福岡県内の公立高校の福祉科の講師をしています。多くの人たちの支えのお
かげで、長崎県盲・ろう・養護学校教諭に合格することができました。一次試験の「合格通知」をい
ただいたときは、正直なところ講師１年目で毎日朝から夜遅くまで授業の準備や慣れない生徒指導等
に追われ、なかなか思うように勉強ができていなかった現状があったので、びっくりしたと同時に、
これは今指導している生徒たちのためにも二次試験必ず合格できるように頑張らなければ！！という
思いでいっぱいでした。二次試験まであまり日にちがなかったことと、高校も 2 学期が始まり仕事が
忙しくなったので、二次試験対策を行う時間の余裕はあまりなかったのですが、時間を見つけて本を
読んだり、小論文を書いたりして試験に挑みました。最終的に合格できたのは、途中であきらめるこ
となく、少ない勉強時間の中でもこつこつと進めてきたこと、日々の生徒指導から学ぶこともたくさ
んあり、採用試験では教育に対する自分自身の思いを十分に語ることができたこと、そして何よりも
自分を支えてくれた親や先生、先輩や友人、生徒たちのおかげで頑張れたと思います。	 
（２）採用試験に合格するためのコツ・ポイントは何ですか。	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 合格するためには、やはり自分自身をしっかりとアピールできる材料を何か一つでも持っておく
ことが必要ではないかと思います。私は大学時代にボランティア活動を精力的に行い、また国家資格
取得に向けて一生懸命頑張りました。そのことが、生徒を前にして授業をする時にとても役に立ちま
したし、採用試験でも「自分はこんな人間だ！」とアピールできたのではないかと思います。また、
「自分が教師になったらこんな児童・生徒を育てていきたい！」という強い信念を持っておくことも
大切です。教師は人の成長に関わっていく仕事です。子どもたちの成長のために自分はこのようなこ
とをやりたい！という考えを具体的に持つことが必要だと思います。久留米大学では、4 年生の時に
教育実習があるので、その実習での経験がとても役に立つと思います。実習で出会った子どもたちの
ことを考えながら自分の教師像を高めることも、採用試験合格に向けた一つのポイントだと思います。	 
（３）後輩へメッセージをお願いします。	 
大学生の時にしか経験できないことがたくさんあると思います。教師という職業は子どもたちに
色々な話をして、様々なものの考え方を教える仕事なので、自分自身が多くの価値観を持っておく必
要があることを講師経験から私自身も痛感しています。一日一日を大切に、そして「絶対、教師にな
る！」という思いを忘れずに、今できることを十分に頑張って欲しいと思います。成功は苦心の日に
あり・・・将来について色々と悩むこともあると思いますが、夢をあきらめることなく、子どもたち
が自分を待っている！という思いで日々努力し続けることが、きっと夢実現に結びつくと思います。
頑張って下さい。	 
	 
◇松永英明さん（経済学部経済学科平成 16 年度卒業・平成 18 年 4 月より愛知県教諭）	 
（１）教員採用試験合格までの道のりについて教えてください。	 
	 私は大学を卒業後、1 年間常勤講師をさせていただいて、愛知県の採用試験に合格しました。4 年生
の時は教職課程の勉強をしながら、県内で講師を探していましたが、私が選択している高等学校商業
という科目は、統廃合の関係で講師の採用も厳しいという話を聞いていました。そこで、大学で教職
課程を教えていただいている先生方に相談し、色々なアドバイスをいただき、私が生まれ育った久留
米を離れて熊本県で 1 年間、常勤講師をさせていただきました。非常勤で実家から通うという話もい
ただいていたのですが、常勤の方が学校のしくみや仕事をより深く覚えることができ、収入も十分に
あるということと、自分自身が実家を出て違う環境での生活に挑戦してみたいという思いで、常勤を
選択しました。	 
	 熊本での 1 年間は、仕事に慣れることも、一人暮らしをして普通に仕事していくことも大変で、な
かなか採用試験の勉強に時間がとれませんでした。「教員養成セミナー」（時事通信社）に掲載されて
いる全国の採用試験動向を見て、とにかく私を採用していただける県ならば受験してみようと思い、
試験日が重ならずかつ高等学校商業を多く採用している茨城県、愛知県、熊本県を選択しました。採
用試験の勉強は、家に帰って時事通信社の教職教養テキストと、専門科目は教科書の内容を広く勉強
しました。また面接試験対策として、勤務していた学校の校長・教頭先生などに指導していただきま
した。結果、愛知県と熊本県で一次試験合格をいただき、最終的には愛知県で合格採用をいただきま
した。現在は九州を離れ学校に慣れることで精一杯の生活ですが、自分が望んだ職業に就くことがで
きたので、失敗を繰り返しながら試行錯誤で勤務させていただいています。	 
（２）採用試験合格のためのコツ・ポイントは何ですか。後輩へメッセージをお願いします。	 
	 採用試験に合格するために私が必要であると考えるのは、強い気持ちです。全国的に学校数が減り
採用人数が少ない現在、大学でなんとなく教職課程を履修し、勉強しているだけでは合格は難しいと
思います。自分から色々な情報を収集し、場所や条件にこだわらず、教員という職業だけを追い求め
ていく覚悟が必要であると私は考えています。久留米大学の皆さんが一人でも多く教壇に立てるよう
に願っております。	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917 160 5.7 718 135 5.3 313 60 5.2 309 60 5.2 585 42 13.9 889 103 8.6
国語 98 5 19.6 79 8 9.9 43 3 14.3 49 2 24.5 68 4 17.0 87 7 12.4
社会 80 1 80.0 140 7 20.0 71 3 23.7 74 4 18.5 101 4 25.3 131 5 26.2
英語 122 6 20.3 101 10 10.1 61 3 20.3 83 4 20.8 114 9 12.7 145 13 11.2
小計
国語 166 6 27.7 - - - - - - 39 3 13.0 51 5 10.2 81 3 27.0
公民 - - - - - - - - - - - - - - - - - -
歴史 - - - - - - 42 2 21.0 74 3 24.7 - - -
地理 - - - - - - - - - 25 1 25.0 65 2 32.5
英語 175 4 43.8 - - - - - - 48 4 12.0 65 10 6.5 72 4 18.0
商業 - - - - - - - - - 58 2 29.0 - - - 64 2 32.0
福祉 - - - - - - - - - - - - 28 2 14.0 - - -
情報 - - - - - - - - - - - - - - - 29 2 14.5
小計
- - - 140 24 5.8 - - - 50 8 6.3 190 18 10.6 112 6 18.7
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489 41 11.9 447 37 12.1 1,013 110 9.2 1,536 121 12.7 439 80 5.5
国語 56 3 18.7 48 4 12.0 140 14 10.0 201 8 25.1 80 3 26.7
社会 88 2 44.0 71 3 23.7 171 9 19.0 307 6 51.2 102 3 34.0
英語 91 8 11.4 143 8 17.9 217 17 12.8 232 6 38.7 98 6 16.3
小計
国語 80 2 40.0 35 2 17.5 76 8 9.5 224 18 12.4 47 3 15.7
公民 - - - - - - 68 1 68.0 233 3 77.7 38 1 38.0
歴史 64 1 64.0 - - - - - -
地理 38 2 19.0 - - - - - -
英語 85 3 28.3 - - - 78 6 13.0 214 11 19.5 63 6 10.5
商業 56 3 18.7 - - - 118 8 14.8 121 6 20.2 49 2 24.5
福祉 18 1 18.0 13 1 13.0 - - - 35 2 17.5 20 1 20.0
情報 24 1 24.0 - - - - - - 69 3 23.0 - - -
小計
117 15 7.8 118 19 6.2 18 2 9.0
長崎県 熊本県
校種・科目
県	 名 福岡県 福岡市 北九州市
小学校
中
学
校
高
等
学
校
佐賀県
宮崎県 鹿児島県
盲・聾・養護学校
178 3 59.3
校種・科目
小学校
県	 名 大分県 沖縄県
6 30.3
山口県
盲・聾・養護学校 （小中高に含む）（小中高に含む）
中
学
校
高
等
学
校
98 5 19.6 182
	 
２００７年度の九州・山口各県の教員採用試験受験者数と採用者数です。	 
・県によって若干異なりますが、採用数はきわめて少なく、競争率も高いのが現状です。	 
科目によっては採用がないものもあります。	 
・受験しようと考えている人は、県ごとの情報を集めることをおすすめします。	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教育実習体験記	 
◇	 相澤亮雄さん（文学部心理学科	 高校（公民）・養護学校実習）	 
（１）教育実習に行ってどうでしたか。	 
	 「大変だった」というのが正直な感想です。	 
（２）実習前にやっていて良かったこと・事前にこんなことをやっておいたらいいと思うことは？	 
	 実習にスムーズに入れるように、可能であれば、自分の実習先に行った先輩から直接話を聞くとい
いと思います。実習をする上での様々な疑問、例えば「どれくらい授業をするのか」「生徒とどう接し
ていけばいいのか」などに対して、より具体的に、そして自分と同じ目線にたってアドバイスをして
もらえると思います。それにより、実習に対する漠然とした不安は和らぐ気がします。	 
	 また、短い実習期間に生徒との交流を深めるために、自己紹介カードを作ってみるといいかもしれ
ません。構成は「自分について（名前・出身・趣味）」と「生徒のための自由記述」として、実習初日
に帰りの会で配布しました。生徒との話題が増え早く打ち解けることができたように思います。	 
（３）後輩へメッセージをお願いします。	 
	 実習では自分の力のなさを実感することが多いかもしれません。しかし一方で、教師という仕事の
魅力に改めて気づく機会となりえます。今の自分でやれることを一生懸命やってください。そうすれ
ば、きっと有意義な実習になります。頑張って下さい！	 
	 
◇	 花田恵太さん（商学部商学科	 高校（商業）実習）	 
（１）教育実習に行ってどうでしたか。	 
	 実習の中で私は二つのことを学び、これから自分の為に活かしていけるよう頑張っています。一つ
目は学校という社会の中での教師の役割です。高校時代お世話になった先生方と今回一人の教師とし
て向き合うことができ、教師の努力や苦労をうかがうことができました。その中でも生徒に対する思
いやりにはとても感激し、今では先生を尊敬する気持ちでいっぱいです。二つ目は、人と接すること
は楽しいということです。私はたくさんの生徒と出会い、元気をもらいました。授業中やホームルー
ム、放課後といろんな話をして私自身成長することができ、この出会いを大事にしています。今でも
近所ですれ違ったりすると声をかけてくれ、学校での出来事を話してくれたりします。	 
（２）実習前にやっていて良かったこと・事前にこんなことをやっておいたらいいと思うことは？	 
	 実習中、勉強不足を感じました。自分では理解しているつもりでも 40 人の前で教えることは難しく、
もっと勉強しておけばよかったと後悔しました。しかし良かった点もあり、それは担当するクラス全
員の顔と名前を事前に覚えておいたことで、生徒達はとても喜んでいて交流を深めやすかったです。	 
（３）後輩へメッセージをお願いします。	 
	 正直、教育実習はきつく、実習中何をすれば良いか分からなくなったり不安になることがあると思
います。そんな時は担当指導教員と話し合うといいですよ。教員にならない方も教育実習を体験する
ことでこれからの人生に何かプラスになると思います。自分を見失わず、頑張ってください。	 
	 
久留米大学では教員採用試験講座（課外講座）を開いています	 
	 この講座は、4 月 14 日～7 月 8 日の土・日に行われ、55 コマ（1 コマ 90～120 分）	 
開講されます。受講料は 94,500 円、申込締切日は 4 月 6 日（定員になり次第締切）です。	 
申込希望者は教育学習支援センター事務室（200 号館 2 階）へ。	 
講座を運営するのは東京アカデミー福岡校で、受講対象は教職課程履修者全学年	 
です。（ただし、主に 4 年生の平成 19 年 7 月受験向けに講義は行われます。）	 
	 詳細については、久留米大学教育学習支援センター課外講座のホームページで確認して下さい。	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 TOPICS 
・	 本年度の教育実習について	 	 ・	 学校現場からの声・授業工夫、この手がある（p1-2）	 
・	 ２００８年度九州・山口各県教員採用試験情報（ｐ3）	 
・	 教育実習体験記（ｐ4）	 
	 
	 	 	 	 	 
本年度の教育実習について～延べ 159 名が教育実習へ！	 
	 	 	 5月下旬から 6月中旬にかけて（一部の学校では 9月から 10月）、延べ 159名（中学 45名、高
校 88名、特別支援学校 26名）が、母校や本学の実習協力校で 2週間（高校）または 3週間（中
学）の教育実習を行う予定です。ゼミ担当の先生には、実習校訪問のご協力をお願いします。お
忙しいところ大変だと思いますが、実習校へのお礼と学生への激励をしていただきますよう、よ
ろしくお願いします。 
 
教育実習生に期待されるもの	 （学校現場からの声）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ～福岡県立筑紫中央高等学校長	 濱本隆	 先生のお話～	 
１	 授業内容の十分な予習 
	 予習したことを皆話そうとして、授業が進まず困ったという経験を昔の教師は持ったものですが、
予習はしっかりしておきましょう。話をしすぎて授業がなかなか進まないぐらいがいいんです。調整
はその次です。内容の理解が不十分なまま授業に臨むことは論外です。その次に、生徒の理解力を考
慮し、話すスピードを調整し、板書の量を適正にするなどを考えます。まずは、予習を十分にしてお
くことです。そのためには、教育実習の予定が近づいたら早く学校へ行き打ち合わせをして予習に早
く取り組むことです。授業で信頼を得ることは、すべての教育活動の基盤です。裏返すと、授業で信
頼を得なければ、生徒指導、部活動指導など何をやっても、生徒から信頼されないし言うことを聞き
ません。 
２	 部活動指導 
	 教師という職業の醍醐味は生徒とともにおれて、生徒の成長の手助けができることでしょう。生徒
を好きでなければ教師にならないほうがいいです。そこで、学校では、授業が教育活動の根幹ですが、
生徒の成長は知的側面だけでなく、部活動や生徒会活動など通じて人間的人格的側面が成長していき
ます。したがって、実習期間中でも、部活動の指導へ行き、指導はできないでしょうが、部活動中に
生徒の傍にいるだけで、生徒の知的側面以外の人間的側面を理解し発見し、生徒からも実習生を授業
者としてだけではなく、実習生の人間的側面から理解し、お互いに授業がスムーズに進む、理解も進
むということになります。 
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３	 生徒指導 
	 高校では、早朝課外があり、校門挨拶・風紀指導が行われているところもあるでしょう。そのとき
は、積極的に先生方と一緒に校門に立ちましょう。挨拶だけでもいいんです。学校教育活動は早朝課
外から始まっているのですから、教師というものを理解するためには、生徒としては課外があってい
ることは経験しているでしょうが、教師として体験することはまた、別なことですから、ぜひ校門に
立ちましょう。生徒は教師がどれだけ頑張っているか注視しています。生徒の授業への参加姿勢にも
影響してきます。 
４	 謙虚な心 
	 教育実習終了後、教師は事後の修復に骨を折ります。ですから、迷惑をかけていることを十分認識
して謙虚な姿勢で実習に臨みましょう。朝一番に登校して、お湯を沸かしてポットに入れてお茶をす
ぐに飲めるようにしておくと、必ず話が伝わりよい印象をもたれるでしょう。 
５	 教職の生きがい 
元気な青少年とともに一日の大半を授業や部活動等に暮らす喜びに勝る職業はそう多くないと思い
ます。皆さん、頑張りましょう！ 
 
	  
授業工夫、 この手がある～教職課程担当	 文学部	 白石義郎教授～ 
  実習授業で使えそうないくつかの授業工夫を挙げてみた。 
（１）「教科書から音が聞こえる」（中学社会	 公民）	 
	 授業工夫の基本は、教科書である。ところが、教科書を使った工夫はなかなか思いつかない。教科
書を説明の道具とだけ思い込むからである。この実習生は教科書には音がないことに気づいた。単元
は経済流通であり、教科書に青果市場のセリが載っていた。そこでこの実習生は早朝に起きて、青果
市場のセリを録音した。その音を授業で流した。「教科書から音が聞こえる」と評判になった。 
（２）「君は縄文人と握手した」（中学	 歴史） 
	 これは実習生ではなく、授業工夫の方法の本からとった。古代は生徒の生活実感からはるかに遠い。
生徒はリアルに感じない。そこで大学の考古学教室から、本物の石斧を借り出した。そして、授業で
生徒にそれを握らせた。「君は今、縄文人と握手した」。教室はドッと沸いた。この授業方法は、実物
提示というやりかたであり、昔からある。しかし、この工夫が成功したのは、本物の石斧だったこと
と、生徒に直接に触れさせたためである。レプリカではダメだった。本物の土器だったら、落として
壊すかもしれないし、教壇から生徒たちに見せることはできるが、それは博物館でガラス越しに覗く
のとさほどかわらない。だから、落としてもこわれない石斧にした。この着想がよかった。 
（３）「平安貴族、年収はいくら？」（高校	 日本史） 
	 教科書には「貴族たちは贅沢に暮らした」とある。生徒にとっては「ああ、そう」で終ってしまう。
そこで、貴族の収入を生徒に計算させた。むろん、生徒には計算する手立てが何もない。教師がすべ
て用意した。生徒たちは感嘆した。「平安貴族って、超リッチじゃない」「働かなくて、これだけ貰え
るわけ！平安時代に生まれればよかった」。貴族の収入源に目を向けさせることで、荘園や身分制度な
どの社会構造に気づかせた。高校日本史を教えるなら、この程度までの勉強と教材研究が必要である。
大学での日ごろの勉強がものを言った授業工夫である。 
 
 
 
に立てるように願っております。	 
82
2008 年度九州・山口各県教員採用試験情報 
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876 130 6.7 702 105 6.7 297 60 5.0 302 55 5.5 522 35 14.9 898 99 9.1
国語 100 7 14.3 86 8 10.8 39 4 9.8 46 7 6.6 63 4 15.8 77 8 9.6
社会 112 4 28.0 159 8 19.9 63 4 15.8 72 4 18.0 111 3 37.0 139 3 46.3
英語 123 10 12.3 110 12 9.2 52 4 13.0 73 10 7.3 115 8 14.4 141 11 12.8
国語 171 13 13.2 5 1 5.0 - - - 42 8 5.3 41 4 10.3 86 6 14.3
公民 - - - - - - - - - 32 1 32.0 - - - 34 1 34.0
歴史 - - - - - - 35 1 35.0 42 1 42.0 40 1 40.0
地理 - - - - - - 23 2 11.5 27 1 27.0 - - -
英語 167 10 16.7 7 1 7.0 - - - 49 8 6.1 59 7 8.4 75 4 18.8
商業 - - - - - - - - - - - - - - - - - -
福祉 - - - - - - - - - - - - - - - - - -
情報 - - - - - - - - - - - - - - - - - -
179 25 7.2 43 5 8.6 48 11 4.4 194 20 9.7 124 5 24.8
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472 39 12.1 481 35 13.7 1,009 110 9.2 1,565 115 13.6 406 75 5.4
国語 54 3 18.0 62 7 8.9 115 7 16.4 205 5 41.0 55 3 18.3
社会 101 3 33.7 - - - 151 7 21.6 271 5 54.2 96 3 32.0
英語 101 7 14.4 124 12 10.3 209 15 13.9 232 7 33.1 85 6 14.2
国語 68 4 17.0 - - - 76 7 10.9 202 15 13.5 46 4 11.5
公民 - - - 61 2 - 53 若干 200 1 200.0 - - -
歴史 58 1 58.0 - - - 26 1 26.0
地理 - - - - - - - - -
英語 86 5 17.2 41 2 20.5 67 若干 196 9 21.8 50 7 7.1
商業 61 3 20.3 38 1 38.0 115 7 16.4 108 6 18.0 47 2 23.5
福祉 - - - 19 1 19.0 23 2 11.5 24 2 12.0 - - -
情報 37 1 37.0 - - - - - - 67 4 16.8 - - -
133 14 9.5 146 23 6.3 15 5 3.0特別支援学校 （小中高に含む） （小中高に含む）
中
学
校
高
等
学
校
97 4 24.3 159
沖縄県
8 19.9
山口県
校種・科目
小学校
県	 名 大分県 宮崎県 鹿児島県
特別支援学校
151 3 50.3
（小中高に含む）
小学校
中
学
校
高
等
学
校
佐賀県 長崎県 熊本県
校種・科目
県	 名 福岡県 福岡市 北九州市
	 
２００８年度の九州・山口各県の教員採用試験受験者数と採用者数です。	 
・県によって若干異なりますが、採用数はきわめて少なく、競争率も高いのが現状です。	 
科目によっては採用がないものもあります。	 
・受験しようと考えている人は、県ごとの情報を集めることをおすすめします。	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教育実習体験記	 
◇	 松清加奈さん（文学部心理学科	 高校（公民）・特別支援実習）	 
（１）教育実習に行ってどうでしたか。	 
	 毎日が充実していて、本当にあっという間の２週間でした。正直、大学に戻りたくないと思ってし
まうぐらい楽しく、また、多くのことを学ぶことができました。	 
（２）実習前にやっていて良かったこと・事前にこんなことをやっておいたらいいと思うことは？	 
	 自分の担当する教科の勉強は、やってやりすぎることはないです。生徒に分かりやすく教えるため
にも、まずは自分がしっかり理解しておくことが必要だと思います。そして、生徒が興味を持って授
業に取り組めるように、生徒にとって身近なものと関連させたりして、授業で使えそうな情報をたく
さん集めておくとうまくいくと思います。	 
また、朝礼などで生徒の前で話をする機会もあると思うので、生徒のためになる話や、おもしろい
話のネタを日頃から見つけておくと、いきなり生徒の前で話をすることになった時に役立つと思いま
す。	 
（３）後輩へメッセージをお願いします。	 
	 はじめは不安でいっぱいかもしれませんが、失敗を恐れずに何事にも積極的に取り組んでください。
失敗を重ねることでだんだんコツをつかめるものだと思います。また、先生方や生徒達からたくさん
のことを学べるいい機会です。常に学ぶ姿勢をもって、多くのことを吸収してきてください。積極的
に自分から動くことで、きっと充実した実習になると思います。あまり力みすぎず、笑顔を忘れずに、
頑張ってください。	 
	 
◇	 辻野真季子さん（文学部心理学科	 高校（公民）・特別支援学校実習）	 
（１）教育実習に行ってどうでしたか。	 
	 「教える」ということの難しさと，奥深さを感じました。１のことを教えるために 10 のことを準備
していかなければなりません。生徒に理解してもらうには，ちょっとの知識だけでは通用しないとい
うことです。大変なことも多かったけれど，毎日本当に楽しく充実していました。先生や生徒との交
流の中で得られたことはかけがえのないものになりました。	 
（２）実習前にやっていて良かったこと・事前にこんなことをやっておいたらいいと思うことは？	 
	 事前にやっておくべきことを３つ挙げます。１つ目は情報収集です。自分が担当する単元など大ま
かでもよいので知っておくと，予習がしやすくより深く知識を身に付けておくことが出来ると思いま
す。それを踏まえ２つ目は模擬授業をしておくことです。実習生同士で何度も練習しておくことをお
勧めします。場慣れは大切だと思います。３つ目はどんなことにもめげない強い精神力と体力を養う
ことです。授業の準備で睡眠時間を削らなければならなかったり，授業が上手くいかず凹んだりする
こともあると思います。毎日の反省を生かし邁進していくしかありません!!	 
（３）後輩へメッセージをお願いします。	 
	 ２週間は「あっ」という間です。事前準備をしっかりとして，実習中は生徒との交流を大切にして
下さい。授業のキーパーソンは生徒たちです。困った時に助けてくれたり元気をくれたりするのも生
徒たちです。生徒たちと共に授業や行事を思いっきり楽しんで下さい!!きっと充実した実習を送れる
と思います。頑張ってください!!	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 TOPICS 
・	 本年度の教育実習について(p1)	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
・	 学校現場からの声(p1-2)	 
・	 教員免許更新制がはじまります（p2）	 
・	 ２００９年度九州・山口各県教員採用試験情報（ｐ3）	 	 
・	 後輩へのメッセージ（ｐ4）	 
	 
本年度の教育実習について～延べ 122 名が教育実習へ！	 
5月下旬から 6月中旬にかけて（一部の学校では 9月から 10月）、延べ 122名（中学 43名、高校 58
名、特別支援学校 21名）が、母校や本学の実習協力校で 2週間（高校）または 3週間（中学）の教育
実習を行う予定です。ゼミ担当の先生には、実習校訪問のご協力をお願いします。お忙しいところ大
変だと思いますが、実習校へのお礼と学生への激励をよろしくお願いします。 
 
こんな教師がいた！	 （学校現場からの声）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 ～前	 福岡県立筑紫中央高等学校長	 濱本隆	 先生のお話～	 
１．生徒に人気があった教師  
２．授業が上手だった教師  
教育実習体験記	 
◇	 松清加奈さん（文学部心理学科	 高校（公民）・特別支援実習）	 
（１）教育実習に行ってどうでしたか。	 
	 毎日が充実していて、本当にあっという間の２週間でした。正直、大学に戻りたくないと思ってし
まうぐらい楽しく、また、多くのことを学ぶことができました。	 
（２）実習前にやっていて良かったこと・事前にこんなことをやっておいたらいいと思うことは？	 
	 自分の担当する教科の勉強は、やってやりすぎることはないです。生徒に分かりやすく教えるため
にも、まずは自分がしっかり理解しておくことが必要だと思います。そして、生徒が興味を持って授
業に取り組めるように、生徒にとって身近なものと関連させたりして、授業で使えそうな情報をたく
さん集めておくとうまくいくと思います。	 
また、朝礼などで生徒の前で話をする機会もあると思うので、生徒のためになる話や、おもしろい
話のネタを日頃から見つけておくと、いきなり生徒の前で話をすることになった時に役立つと思いま
す。	 
（３）後輩へメッセージをお願いします。	 
	 はじめは不安でいっぱいかもしれませんが、失敗を恐れずに何事にも積極的に取り組んでください。
失敗を重ねることでだんだんコツをつかめるものだと思います。また、先生方や生徒達からたくさん
のことを学べるいい機会です。常に学ぶ姿勢をもって、多くのことを吸収してきてください。積極的
に自分から動くことで、きっと充実した実習になると思います。あまり力みすぎず、笑顔を忘れずに、
頑張ってください。	 
	 
◇	 辻野真季子さん（文学部心理学科	 高校（公民）・特別支援学校実習）	 
（１）教育実習に行ってどうでしたか。	 
	 「教える」ということの難しさと，奥深さを感じました。１のことを教えるために 10 のことを準備
していかなければなりません。生徒に理解してもらうには，ちょっとの知識だけでは通用しないとい
うことです。大変なことも多かったけれど，毎日本当に楽しく充実していました。先生や生徒との交
流の中で得られたことはかけがえのないものになりました。	 
（２）実習前にやっていて良かったこと・事前にこんなことをやっておいたらいいと思うことは？	 
	 事前にやっておくべきことを３つ挙げます。１つ目は情報収集です。自分が担当する単元など大ま
かでもよいので知っておくと，予習がしやすくより深く知識を身に付けておくことが出来ると思いま
す。それを踏まえ２つ目は模擬授業をしておくことです。実習生同士で何度も練習しておくことをお
勧めします。場慣れは大切だと思います。３つ目はどんなことにもめげない強い精神力と体力を養う
ことです。授業の準備で睡眠時間を削らなければならなかったり，授業が上手くいかず凹んだりする
こともあると思います。毎日の反省を生かし邁進していくしかありません!!	 
（３）後輩へメッセージをお願いします。	 
	 ２週間は「あっ」という間です。事前準備をしっかりとして，実習中は生徒との交流を大切にして
下さい。授業のキーパーソンは生徒たちです。困った時に助けてくれたり元気をくれたりするのも生
徒たちです。生徒たちと共に授業や行事を思いっきり楽しんで下さい!!きっと充実した実習を送れる
と思います。頑張ってください!!	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３．生徒の成績を上げた教師  
教員免許更新制がはじまります！	 	 ～教職課程担当	 文学部	 江藤智佐子講師
～ 
	 平成 19年 6月の改正教職員免許法の成立により、平成 21年 4月１日から教員免許更新制が導入さ
れることになりました。教員免許更新制の基本的なポイントは次の４つです。 
１．教員免許更新制の目的は、その時々で教員として必要な最新の知識技能を身につけること。 
２．平成 21年 4月１日以降に授与された教員免許状には 10年間の有効期限が付されること。 
３．２年間で 30時間以上の免許更新講習の受講・修了が必要となること。 
４．平成 21年３月 31日以前に免許状を取得した者にも更新制の基本的な枠組みを適用すること。 
	  
平成 21年３月 31日以前に授与された免許状を「旧免許状」、平成 21年 4月１日以降に授与された免
許状を「新免許状」として扱われます。つまり、今年度から授与される「新免許状」には 10年間の有
効期限が付き、有効期間満了の２ヶ月前までの２年間で、大学などが開設する 30時間以上の更新制講
習を受講・修了する必要があるのです。もし、更新講習を受講・修了しなかった場合、免許状は失効
することになります。 
	 「旧免許状」には有効期間はありませんが、免許状更新講習を受講・修了することが義務づけられ
ます。今年 4月から各大学等で更新講習が本格的に始まりますが、すべての教員が一斉に更新講習を
受講するには、受け入れ側の問題等があるため、「修了確認期限」が設けられ、順番に受講していきま
す。この修了確認期限は、基本的に 35歳、45歳、55歳の年齢を迎える年度末です。最初の修了確認
期限がおとずれるのは平成 23年３月 31日になっていますが、現職教員から優先的に受講できるよう
になっています。 
	 更新講習 30時間の内容は、６時間単位の「教育の最新事情などの必修領域」
（通称「必修」）を 12時間以上、「教科指導、生徒指導などの選択領域」（通称
「選択」）を 18時間以上受講し、それぞれ修了試験に合格することが必要です。 
	 本学においても、平成 21年８月から現職教員を対象とした更新講習を実施す
る予定です。（詳細は大学ホームページを参照ください。） 
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462 49 9.4 440 45 9.8 1,020 112 9.1 1,503 135 11.1 405 74 5.5
国語 53 4 13.3 7 97 10 9.7 187 5 37.4 42 4 10.5
社会 71 4 17.8 4 135 8 16.9 240 4 60 67 3 22.3
英語 89 9 9.9 12 192 13 14.8 243 7 34.7 76 7 10.9
国語 52 4 13 3 75 7 10.7 204 13 15.7 44 3 14.7
公民 ― ― ― ― 47 1 47 157 1 157 ― ― ―
歴史 48 1 48 1 25 1 25
地理 26 1 26 ― ― ― ―
英語 79 5 15.8 2 76 5 15.2 188 4 47 48 7 6.9
商業 41 1 41 2 81 5 16.2 91 3 30.3 33 2 16.5
福祉 11 1 11 ― ― ― ― 27 3 9 ― ― ―
情報 ― ― ― ― ― ― ― 68 8 8.5 ― ― ―
147 12 12.3 152 28 5.4 37 4 9.3特別支援学校 （小中高に含む） （小中高に含む）
中
学
校
高
等
学
校
86 5 17.2 162
457
沖縄県
5 32.4
山口県
校種・科目
小学校
県	 名 大分県 宮崎県 鹿児島県
特別支援学校 （小中高に含む）
小学校
中
学
校
高
等
学
校
佐賀県 長崎県 熊本県
校種・科目
県	 名 福岡県 福岡市 北九州市
	 
	 
２００９年度の九州・山口各県の教員採用試験受験者数と採用者数です。	 
・県によって若干異なりますが、採用数はきわめて少なく、競争率も高いのが現状です。	 
科目によっては採用がないものもあります。	 
・受験しようと考えている人は、県ごとの情報を集めることを	 
おすすめします。	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後輩へのメッセージ part1	 ＜教育実習＞	 
◇	 田島希梨子さん	 －文学部情報社会学科	 中学（社会）－   
  
（１）教育実習で何を経験しましたか？	 
授業、部活動、クラス運営など多くのことを先生の立場で体験します。各学校によっては、行事な
どもあると思います。生徒と共に作業する時間が多いのも特徴的です。     
（２）実習での経験から何を学びましたか？	 
私が実習で学んだことは、先生方は精一杯生徒を守っているということです。  
会議では、生徒達のことについて「こんなことまで話し合っているのか」と驚いた
こともありました。  
授業では、自分の行う単元が生徒達にとって、もう出会うことのない単元かもしれ
ないと考えると本当に責任重大な仕事なのだと強く感じました。     
（３）後輩へメッセージをお願いします。	 
	 最初は、不安でいっぱいになります。しかしそれは当たり前のことです。とにかく他の先生をしっ
かり見て、観察すること。そして、わからないことがあればすぐに質問し、確認することです。  
実習期間は本当にあっという間です。自分が出せる力を精一杯出して、とにかく頑張ってください。  
後輩へのメッセージ part2	 ＜介護等体験＞	 
◇	 秋吉	 美智代さん	 －文学部国際文化学科－	 
	 
（１）介護等体験で何を経験しましたか。	 
私は、小郡養護学校の高等部に 2 日間実習に行きました。1 日目は木工作業やレクレーション、2
日目には、数学の授業の支援や、文化祭で着るエプロン作りなどに参加させていただきました。生徒
たちと授業や休み時間に接する中で印象に残ったのは、何をするときも彼ら、彼女らが一生懸命取り
組んでいたことです。初めは生徒が突然パニックに陥り、暴れるなど突然状態が変わってしまうこと
にとても戸惑いましたが、皆とても素直で優しく、すぐに打ち解けることができました。ひたむきで
優しい生徒たちに、私は多くのことを教えられました  
（２）実習での経験から何を学びましたか？	 
	 私はこの実習を通して、生徒たちに人を思いやる心や、ひたむきに努力することの大切さを改めて
教えられました。生徒たちは自分の持つハンディキャップを受け入れ、お互いに助け合いながら、自
分の能力を最大限に伸ばす努力をしています。一つの技術を身につけるには、血のにじむような努力
と長い時間が必要であることを先生方に教えていただき、生徒たちの頑張る姿に強く心を打たれまし
た。また先生方からも生徒に興味をもたせる授業づくりや、生徒への接し方、生徒を取り巻く問題な
ど多くのことを学ぶことができました。  
（３）後輩へメッセージをお願いします。	 
先生方は実習生の力になってくださるので、不安なことや質問があれば何でも聞いてみてください。
特別支援学校での実習は２日間という短い期間ですが、自分から積極的に生
徒たちや先生方と接すれば得られるものが沢山あります。大学では体験でき
ない貴重な経験をすることができるので、しっかり準備をして取り組んでく
ださい。また、実習中は体力勝負なので、体調管理に気をつけ、充実した 2
日間を過ごしてください。  
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 TOPICS 
・	 本年度の教育実習について(p1)	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
・	 学校現場からの声(p1-2)	 
・	 教職実践演習がはじまります（p2）	 
・	 ２０１０年度九州・山口各県教員採用試験情報（ｐ3）	 	 
・	 後輩へのメッセージ（ｐ4）	 
	 
	 
本年度の教育実習について～延べ 1２３名が教育実習へ！	 
5月下旬から 6月中旬にかけて（一部の学校では 9月から 10月）、延べ 123名（中学 46名、高校 59
名、特別支援学校 18名）が、母校や本学の実習協力校で 2週間（高校）または 3週間（中学）の教育
実習を行う予定です。ゼミ担当の先生には、実習校訪問のご協力をお願いします。お忙しいところ大
変だと思いますが、実習校へのお礼と学生への激励をよろしくお願いします。 
 
 
教職を目指す皆さんへ！	 （学校現場からの声）	 
～福岡県立折尾高等学校	 校長	 羽野	 繁行先生のお話～	 
 
	 私は、大学の経済学部を卒業した後、企業に就職しました。経理の仕事を担当するうちに教職への
思いが募り、企業を退社し教職を目指しました。教職 33 年目（校長 7 年目）で現在定年退職の年を迎
えていますが、転職したことを一度も悔いたことはありません。世間ではモンスターペアレンツなど
の問題が騒がれることも多いのですが、これほどやり甲斐のある仕事はないと思います。これまでの
体験から思いつくままに皆さんにいくつかのメッセージを伝えたいと思います。	 
	 
１．教育実習を実りあるものにするためには 
	 教師になるためには教育実習の関門を通過する必要があります。２週間の実習の中で最も大切で大
変なのは約 10 時間の授業実習でしょう。まず、学習指導案作成と授業内容の十分な下調べをしなけれ
ばなりません。その際大事なのは、一つは 50 分の授業のポイントを押さえること、二つ目はそれを基
にした生徒からの質問を予想したノート作りです。どのような質問がでるかを的確に予想するには本
当に十分な下調べが欠かせません。私が実際に指導した最後の教育実習生には、10 時間の授業実習の
すべてに学習指導案を課しました。今思い返すと酷な事をしたかなとも思いますが、指導内容を体系
的に掘り下げるという点で勉強になったと思います。彼女は現在、県立高校で主任として活躍してい
ます。	 
	 もう一つ心掛けてほしいのは、授業観察として他の先生の授業を見せてもらう際には、事前にその
授業の範囲を予習しておくことです。自分なりにポイントを考え、どう教えるかを考えておくとよい
でしょう。意外に実行する人が少ないと思いますが、大変よい勉強になります。	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２．私が出会った本当に優れた教師 
	 私がこれまでに出会い、最も強い印象を受けた教師二人（教科「商業」担当）のことを紹介します。
実は二人とも久留米大学商学部の出身者です。ひとりは、大学卒業後、非常勤講師として私の勤める
学校に来た先生で、翌年正式採用になりました。よく授業の下調べをし、非常に熱心に生徒を指導し
ていました。特筆すべきは、夜は週に何度か自費で専門学校に通い、会計学の高いレベルの知識を得
て、生徒に放課後や休日にも熱心な指導をしていたことです。後に彼は県教育センターで現職の先生
たちの研修も担当しました。	 
	 もうひとりは彼の後輩で、初任者の時、私が初任者研修指導教員として指導した先生です。初任研
が終了した翌年から学級担任となりましたが、専門教科に関してはもっと深く勉強したいという気持
ちから、2 年間自費で、夜に週何回か専門学校に通い、会計学と情報処理の研修を積みました。専門
知識の深さと指導の熱心さで生徒に慕われ、情報に関する国家試験に生徒を次々に合格させました。
現在彼は、県立の商業高校で進路指導主事としても活躍しています。	 
	 この二人の教師に共通しているのは、生徒への愛情の深さと研修意欲、それにあきれるほどの指導
の熱心さでしょう。是非皆さんも先輩方の良い点を参考に立派な教師を目指してください。	 
 
 
 
教職実践演習がはじまります！	 	 ～教職課程担当	 文学部	 江藤智佐子講師～ 
	 
	 免許法施行規則の改訂（免許法施行規則第 6 条表備考第 11 号の規定及び「教職実践演習の実施にあ
たっての留意事項」平成 20 年 10 月 24 日課程認定委員会決定）により、2010 年度入学生より教職課
程履修者は新しいカリキュラムに変わります。大きな変更点は教職必修科目として「教職実践演習」
（4 年次後期：2 単位）が新たに開講されることです。この科目は教育実習の後に、さらに「教員とし
て必要な知識技能を習得したことを確認する」ための総まとめとして位置づけられています。「教職実
践演習」が導入されることによって、これまで以上に教員としての資質が問われる内容になっていま
す。また「教職実践演習」を履修するためには、教職課程に関わる科目の履修状況が厳しく問われる
ようになっています。皆さんが教育実習を終えたあとにこの科目の履修を通じて、将来、教員になる
上で、自分にとって何が課題であるのかを自覚し、必要に応じて不足している知識や技能等を補い、
その定着を図ることで、教職生活の円滑なスタートにつなげることが期待されています。	 
	 「教職実践演習」には、教員として求められる以下の４つの事項が含まれ、確認されます。	 
	 ①使命感や責任感、教育的愛情等に関する事項	 
（例）誠実、公平かつ責任感を持って子どもに接し、子どもから学び、共に成長しよう
とする意識を持って、指導に当たることができるか、など。	 
	 ②社会性は対人関係能力に関する事項	 
	 	 （例）挨拶や服装、言葉遣い、他の教職員への対応、保護者に対する接し方など、社会
人としての基本が身についているか、など。	 
	 ③幼児児童生徒理解や学級経営等に関する事項	 
	 	 （例）気軽に子どもと顔を合わせたり、相談に乗ったりするなど、親しみを持った態度
で接することができるか、など。	 
	 ④教科・保育内容等の指導力に関する事項	 
	 	 （例）自ら主体的に教材研究を行うとともに、それを活かした学習指導案を作成することができるか、など。	 
	 授業方法としては、役割演技（ロールプレイング）、事例研究、現地調査（フィールドワーク）、模
擬授業等が行われる予定です。	 
	 このように教職課程履修者には、教員としての知識・技能だけでなく、態度能力もさらに求められ
てきます。授業以外の場での学生生活の中でこれらの能力を向上させるための工夫や努力を行いなが
ら、教職課程に積極的に取り組んでください。	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校種・科目
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等
学
校
小学校
中
学
校
170
熊本県北九州市福岡市 佐賀県
3 56.7
県	 名
（小中高に含む）
5
長崎県
山口県鹿児島県 沖縄県宮崎県
460 9.2
福岡県
	 
２０１０年度の九州・山口各県の教員採用試験受験者数と採用者数です。	 
・県によって若干異なりますが、採用数はきわめて少なく、競争率も高いのが現状です。	 
科目によっては採用がないものもあります。	 
・受験しようと考えている人は、県ごとの情報を集めることを	 
おすすめします。	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後輩へのメッセージ part1	 ＜教育実習＞	 	 	 	 	 	 	 	 	 
前田	 愛子さん	 －文学部	 国際文化学科	 中学（英語）－	 	 	 	 	 	 	 
（１）教育実習で何を経験しましたか？	 
３週間はあっという間で、とても充実していました。全てが成功したわけでなく失敗もたくさんし
ましたが、そこから学ぶことも多く、貴重な体験をすることができました。「先生」と呼ばれ、中身の
濃い３週間を過ごせてよかったと思っています。	 
（２）実習前にやっていて良かったことは何ですか？	 
教材研究は必須です。授業のなかで一番重要なのは導入部分です。事前に担当する単元を知ってお
くことで、的を絞った教材研究や授業構成を考えるといった準備ができました。生徒の興味を惹くよ
うな教材なども考えておくといいです。そして実習前にもう一度模擬授業を行い、友人とアドバイス
しあったりして授業の最終確認や授業慣れをすることも大切です。	 
また、先輩方の指導案をもらっておくと、授業を組み立てる際の参考になると思います。	 
（３）後輩へメッセージをお願いします。	 
失敗を恐れずどんどんチャレンジしてください！！成功したらそれはそれで自信となり、失敗した
ときは改善していくことで自分の糧となります。そのための実習だと私は思います。	 
授業は自分ひとりで作るものではなく、生徒と一緒に作り上げていくものです。指導案を作るのも
大切ですが、生徒と関わることも忘れないでください。生徒は実習生と関わるのを楽しみにしていま
す。辛いこともありますが「行ってよかった」と思える実習になるはずです。応援しています！！	 	 	 	 
後輩へのメッセージ part2	 ＜特別支援学校実習＞	 
◇	 田平	 幸那さん	 －文学部	 心理学科－	 
（１）教育実習を終えての感想は？	 
たった 2 週間という間でしたが、日々全てが勉強であり、自分を奮い立たせなければならない毎日
でした。大変でしたが、楽しく、充実した日々でした。大学での受け身の自己中心的な生活では得ら
れない、多くのことを学ばせて頂きました。	 
（２）実習前にやっていて良かったことは何ですか？	 
普通免許の実習の場合は、事前に実習校から指導範囲を聞き、予習をしておくことです。１教える
には 10 の知識が必要であるというように、教えるには既存の知識では全く足りません。そのために事
前に授業に使用する多くの資料を集めておくことです。そして、生徒が疎外しがちな授業で心をつか
むための小ネタなどを多く準備しておくとスムーズに授業を展開していけると思います。	 
特別支援教育の実習ならば、事前にボランティアなどで特別支援学校に出向き、生徒と多く接し、
学校の雰囲気や生徒に慣れることです、それにより、自らも実習に対する不安も薄まり、実習校にも
馴染みやすくなると思います。	 
（３）後輩へメッセージをお願いします。	 
	 私は特別支援学校の授業において音楽療法を応用し、生徒に自発的に楽器を鳴らすことを大切にし
ました。リハビリテーション的効果や遊戯療法的効果、生徒の前でゆっくりした曲を自らクラリネッ
トで演奏することによりリラクセーション的効果などを引き出せました。自分の得意分野や出来るこ
とを生かしてあなたにしか出来ない授業を行ってください。	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 TOPICS 
・	 本年度の教育実習について(p１)	 	 
・	 特別寄稿「部活の教育力」(p１)	 
・	 「部活の教育力」－教育イノベーション－（p２）	 
・	 ２０１１年度九州・山口各県教員採用試験情報（ｐ３）	 
・	 後輩へのメッセージ（ｐ４）	 
	 
	 
本年度の教育実習について～延べ１０９名が教育実習へ！	 
5月下旬から 6月中旬にかけて（一部の学校では 9月から 10月）、延べ 109名（中学 50名、高校 49
名、特別支援学校 10名）が、母校や本学の実習協力校で 2週間（高校）または 3週間（中学）の教育
実習を行う予定です。ゼミ担当の先生には、実習校訪問のご協力をお願いします。お忙しいところ大
変だと思いますが、実習校へのお礼と学生への激励をよろしくお願いします。 
 
 
特別寄稿	 「部活の教育力」	 
 
教育は何のために、どこで、何を通して行われるのだろうか？ 
教育実習の懇談会では、実習先の先生が「教育実習に来た学生さんが、授業時間以外の時間、朝の登
校時間、休み時間、放課後にどれくらい生徒と関わってくれるかで、その学生さんの教育に対するや
る気や熱心さを感じる」と話されたことがありました。 
白石義郎先生が寄稿して下さった「部活の教育力」は、“教育”とは知識を伝える以上に、人間として
の価値観や豊かな創造性を刺激するものであることを再認識させてくれます。	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「部活の教育力」	 －教育イノベーション－ 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 文学部教授	 白石義郎	 
 
	 教室だけが教育の場ではない。時として部活は教室以上の教育力を発揮する。 
	 アメリカ映画の『take	  the	  lead』（邦題『レッスン』	 ２００６製作）は社交ダンスのレッスン
が生徒を変貌させた実話である。ニューヨークの社交ダンスの世界的プロのデュレインはすさんだ生
徒に偶然にであった。生徒がデュレインの自転車を盗み、壊したのだ。校長室に抗議に行った。校長
室には生徒の顔写真がいっぱいに飾ってある。女性校長は言う。「この写真の生徒は皆、殺された生徒
たちよ。忘れぬために飾っているの」。デュレインは知った。劣悪な環境が生徒を絶望させ、荒ませる。 
彼は校長に直談判して、超オチこぼれ組の生徒に社交ダンスをレッスンする。 
○シーン１・レッスン最初の日 
デュレイン：「社交ダンスでは男性がリードする。男性が前進し、女性が後退する。」 
女 生 徒 ：「男に服従するなんていやよ」 
デュレイン：「いや、男性が女性を服従させるのではない。男性は提案するんだ。こうしましょう、こ
う動きましょうと。その提案を受け入れるかどうかは、女性が決めるんだ」 
○シーン２・校長室の前の待合室でデュレインと生徒が並んで座る。女性が通るたびに、ダンス教師
は立ち上がってドアを開け、にっこりと会釈する。 
男 生 徒 ：（唖然として）「そんなことしたってモテないぜ」 
デュレイン：「十分にモテてるさ。だって、みんなにっこりするだろう」 
○シーン３・ＰＴＡのミーティングで 
親	 	 ：「ダンスレッスンは止めて、勉強させるクラスにしてくれ」 
デュレイン：「社交ダンスは相手を尊重することを教えます。社交ダンスは相手を尊重し、相手から尊
重される経験です。尊重される取扱いをうけた生徒は、決して、家庭で暴力を振るう者
にはなりません。１５歳でどこの男とも知れぬ者に身を任せることもありません。自分
が親になったときに子どもを殴ることもありません」 
	 	 親	 	 ：（小さく手をあげて）「親のためのダンスレッスンはないかしら」 
○シーン４：社交ダンスコンテスト会場。セレブばかりの中で男生徒がタキシード、女生徒がロング
ドレスで優雅なワルツを踊る。 
	 校	 長	 ：「生徒たちがこんなに変わるなんて・・！奇跡をみているんだわ」 
 
生徒たちはダンスレッスンで教室とは違った取り扱い（treatment）を受けた。デュレインに出会って
いなければ、生徒たちは違う人生を歩んだだろう。少なくとも彼らにとってデュレインは「たましい
の導き手」だった。	 
 
 
 
	 
 94
2011 年度九州・山口各県教員採用試験情報 
受
験
者
数
最
終
合
格
者
数
ま
た
は
採
用
数
倍
　
　
率
受
験
者
数
最
終
合
格
者
数
ま
た
は
採
用
数
倍
　
　
率
受
験
者
数
最
終
合
格
者
数
ま
た
は
採
用
数
倍
　
　
率
受
験
者
数
最
終
合
格
者
数
ま
た
は
採
用
数
倍
　
　
率
受
験
者
数
最
終
合
格
者
数
ま
た
は
採
用
数
倍
　
　
率
受
験
者
数
最
終
合
格
者
数
ま
た
は
採
用
数
倍
　
　
率
1,045 131 8.0 748 111 6.7 314 61 5.1 316 40 7.9 579 38 15.2 878 100 8.8
国語 95 6 15.8 96 9 10.7 26 8 3.3 54 3 18.0 58 4 14.5 70 7 10.0
社会 135 3 45.0 174 8 21.8 71 5 14.2 66 6 11.0 94 2 47.0 102 3 34.0
英語 133 7 19.0 108 7 15.4 49 2 24.5 72 4 18.0 89 1 89.0 112 9 12.4
国語 161 8 20.1 - - - - - - 35 3 11.7 48 11 4.4 83 7 11.9
公民 - - - - - - - - - - - - - - - 53 2 26.5
歴史 152 2 76.0 - - - - - - 42 3 14.0 39 2 19.5 52 3 17.3
地理 - - - - - - - - - 16 3 5.3 13 1 13.0 38 2 19.0
英語 185 9 20.6 - - - - - - 46 3 15.3 46 8 5.8 81 8 10.1
商業 - - - - - - - - - - - - 35 1 35.0 59 3 19.7
福祉 - - - - - - - - - - - - 1 0 0.0 23 3 7.7
情報 - - - - - - - - - - - - - - - 27 1 27.0
186 20 9.3 56 5 11.2 47 9 5.2 156 15 10.4 137 13 10.5
県	 名
（小中高に含む）
長崎県福岡県 熊本県北九州市福岡市 佐賀県
特別支援学校
校種・科目
高
等
学
校
小学校
中
学
校
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491 56 8.8 453 45 10.1 1,002 111 9.0 1,446 106 13.6 433 73 5.9
国語 53 4 13.3 39 4 9.8 102 7 14.6 164 11 14.9 53 3 17.7
社会 87 4 21.8 70 2 35.0 156 9 17.3 225 2 112.5 61 3 20.3
英語 106 8 13.3 136 13 10.5 181 13 13.9 250 2 125.0 83 7 11.9
国語 55 6 9.2 35 4 8.8 63 7 9.0 190 8 23.8 42 4 10.5
公民 - - - - - - 40 4 10.0 120 1 120.0 - - -
歴史 64 2 32.0 29 1 29.0 - - -
地理 22 1 22.0 19 2 9.5 19 1 19.0
英語 67 5 13.4 47 5 9.4 70 6 11.7 195 2 97.5 47 3 15.7
商業 43 1 43.0 39 3 13.0 80 5 16.0 85 2 42.5 28 1 28.0
福祉 - - - 10 2 5.0 22 1 22.0 23 3 7.7 - - -
情報 - - - - - - - - - 60 7 8.6 - - -
146 12 12.2 144 25 5.8 203 20 10.2 28 3 9.3
※「－」は、募集なしを示す。
7
山口県鹿児島県 沖縄県宮崎県大分県県	 名
144 20.6
特別支援学校
校種・科目
小学校
中
学
校
（小中高に含む）
高
等
学
校
75 5 15.0
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
２０１１年度の九州・山口各県の教員採用試験受験者数と採用者数です。	 
・県によって若干異なりますが、採用数はきわめて少なく、競争率も高いのが現状です。	 
科目によっては採用がないものもあります。	 
・受験しようと考えている人は、県ごとの情報を集めることを	 
おすすめします。	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後輩へのメッセージ part1	 ＜教育実習＞	 	 	 	 	 	 	 	 	 
金ヶ江	 絵莉花さん	 －文学部	 国際文化学科	 中学（社会）－	 	 	 	 	 	 	 
（１）教育実習で何を経験したか	 
	 教育実習では、授業をするだけでなく生活指導を行ったり、ホームルームを担当したりとその学校
の「先生」の一員として過ごしました。３週間で多くのことを学ぶことができ、自分自身が少し成長
できたと感じる貴重な体験でした。 
（２）実習前にやっていて良かったこと、事前にやっておいたらいいと思うこと	 
	 教材研究は絶対にやっておくべきです。実習前の訪問で担当の先生から自分が教えることになるだ
ろう範囲を聞くことができたら、その範囲をより深く勉強して授業構成を考えていたらいいと思いま
す。実際に実習が始まると時間がなく、教材研究を全くしていない状態だと非常に大変です。 
	 事前に、生徒名簿をもらい生徒の名前を覚えておくといいと思います。名前をいち早く覚えること
は生徒との距離を近づける方法だと思います。実習前に学校行事があれば見学させてもらうと学校の
雰囲気も掴めいいと思います。 
（３）後輩へのメッセージ	 
	 不安なのは皆同じです。私自身が大学の模擬授業でさえ緊張したので、実習前は本当に不安な気持
ちいっぱいでした。実習中に多くの失敗もしましたが、教員を目指す人は必ず通る道なので失敗を恐
れずに頑張って下さい。失敗があるから学び成長できると思います。 
笑顔と挨拶は距離を縮める一番のツールです。積極的に接し、生徒との関係を築くと授業の反応も
変わります。授業は一方的でなく生徒とつくりあげていくものだと思います。 
３週間は思った以上にあっという間に過ぎます。正直辛いこともあると思いますが、最後はそれ以
上に実習行って良かったと言える体験だと思います。笑顔と元気を忘れずに頑張って下さい！	 	 	 
後輩へのメッセージ part2	 ＜特別支援学校実習＞	 
熊谷	 理さん	 －文学部	 心理学科－	 
（１）教育実習で何を経験したか	 
	 私は、実質 9 日間の実習をしてきました。担当クラスは中学部の重複学級で、生徒は 3 人でした。
そのうちの女子生徒一人を主に担当し、授業を展開しました。指導案を書いた授業は、一般授業 3回(略
案)、査定授業 1回(細案)です。しかし、指導案の有無に関わらず、全ての授業を体験させていただき
ました。実習 2週目に入り、クラス 3人全員が欠席の日が続きました。このように、実習中には予想
もしなかったようなことが起こる可能性があります。しかし、私はこのピンチはチャンスだったと捉
えています。この間に、一般学級の授業に参観することもできましたし、対象生徒を変え、2 パター
ンの査定授業の細案を書くこともできました。 
（２）実習前にやっていて良かったこと、事前にやっておいたらいいと思うこと	 
	 	 障害と言っても、一人ひとり個性があります。しかし、担当する生徒の基本的な障害特性や、関
わり方について勉強しておくことは、非常に大切だと思います。そのためにも、事前に担当生徒の障
害名など、簡単な情報を得ておくと良いです。また、特別支援学校特有の「自立活動」や「合わせた
授業」についてもしっかり勉強しておいて下さい。 
（３）後輩へのメッセージ	 
実習中はネガティブな感情に襲われることがしばしばあると思います。しかし、それをいかに生か
し、学びに変えていくかは自分次第です。さらに、教育実習は自分自身を見つめる機会にもなります。
実習中に得られるものは、きっと将来につながるものになるはずです。 
実習に向けて、教材研究が大切なのは当たり前ですが、それと同じくらい「笑顔」と「素直な心」は
必須だと思います。ぜひその点を意識して、教育実習に挑んで下さい。	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「教職課程ニュース」第１２号  ２０１２年４月 
発行  久留米大学教職課程委員会 
 
 
 
	 	 	   	 	 	 	 TOPICS 
・	 本年度の教育実習について(P１)	 	 
・	 「今後の教員の就職動向・教員に必要な資質」	 (P１)	 
・	 「教育実習訪問記」（P２）	 
・	 ２０１２年度九州・山口各県教員採用試験情報（P３）	 
・	 後輩へのメッセージ（P４）	 
本年度の教育実習について～延べ 87 名が教育実習へ！	 
5月下旬から 6月中旬にかけて（一部の学校では 9月から 10月）、延べ 87名（中学 22名、高校 47
名、特別支援学校 18名）が、母校や本学の実習協力校で 2週間（高校）または 3週間（中学）の教育
実習を行う予定です。ゼミ担当の先生には、実習校訪問のご協力をお願いします。お忙しいところ大
変だと思いますが、実習校へのお礼と学生への激励をよろしくお願いします。 
 
今後の教員の就職動向・教員に必要な資質	 
就職・キャリア支援課課長	 	 重石	 尚	 
《今後の教員の就職動向について》	 
各種文献等で公立学校の今後の教員の需要予測を調べてみると、福岡県は平成 30年にかけて漸次増
加していくことが予測され、佐賀、長崎、熊本、宮崎、鹿児島などは現在をピークに少しずつ減少し
ていくようです。全体的には団塊の世代に採用された教員の大量退職のため、大都市圏を中心に一定
の採用は見込まれます。また、全国平均で言えば、2010年度の小学校の倍率は 4.3倍で採用は増加傾
向、中学校も倍率は 7.2倍と下がっており、高校は若干高く 9.4倍という状況にあります。 
私立の学校から求人をいただく際に、併せてインタビューをさせていただいておりますが、ほとん
どが常勤講師・非常勤講師の採用であり、経営上の問題から専任教員の募集は難しいか、常勤講師の
勤務態度・能力を見て専任教員に登用するケースが多く見受けられます。「公立の教員採用試験を受け
るステップとして、経験を積むつもりで勤務してほしい。」と複数の校長がおっしゃっておられました。 
総合的に判断して、公立学校の教員採用についてはこれからがチャンスであると言えるのではない
でしょうか。 
《教員に必要な資質について》	 
	 実際に、こういった常勤講師・非常勤講師に採用された４年生の先輩と話してみると、全員に共通
するのは「教員になりたい」という明確な意志を持っていることです。教務課長時代、教育実習生の
不手際で謝罪に行った中学校の校長が、「本当に教育だけをやりたいが為に、あえて常勤講師を続ける
教員もいる、それくらいの熱意をもって教員を目指してほしい。」と言われました。 
次にみなさんに持っていただきたいのは「常識」です。学校内のそれではなく、みなさんが大学の
４年間で身につけた教養やアルバイトや友人など社会との接点で身につけた「世間尺」がそれです。
将来を嘱望された教員が、一定期間教育委員会に職員として勤務するケースがあります。これまでに
出会ったこういった職員の方は、みなさん人間的魅力に溢れ、教育全般に熱意を持ち、しっかりとし
た常識を持ち合わせてありました。 
	 最後に、教員以外の職業の友人をたくさん持って欲しいと思います。彼らが提供してくれる情報を
有り難く頂戴し、社会で生きていくには何が必要とされるかをみなさんの生徒さんに伝えてください。 
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特別寄稿	 「教育実習訪問記」 
	 
	 今回は、我が校にて教職課程開始当初から、体育関連の授業だけでなく、実習校訪問にもご助力い
ただいている、健康スポーツ科学センター所長・滿園良一先生に寄稿をお願い致しました。ご自身の
教育実習体験に端を発し、近年の実習先の状況をつぶさに体得されたご経験は大いに参考になると思
います。	 
	 	 
教育実習訪問記 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 健康・スポーツ科学センター所長	 滿園良一	 
 
私は 32年前に中学校 1週間、高等学校 4週間の計 5週間（当時は地獄と感じた）教育実習を経験し
た。何せ教員養成系の学部なので、教育実習は必修として避けられない。高等学校の実習期間中は明
るい時間に自宅へ帰れなかった。当時のことを思い起こせば、指導教諭の T先生から教官室の鍵を渡
された記憶が鮮明によみがえり、先に帰られる T先生の背中を恨めしく眺めていた。そして、研究授
業を控えた最後の２週間は徹夜続きで寝不足の日々と言った具合で、ラグビーの実技と保健の研究授
業は散々だったように思う。 
その教育実習を、私の関わる陸上競技部の学生が経験することになった。同時に、私は彼らの教育
実習に合わせて訪問する機会を大学から頂いた。結果的に彼らの中から７人の教諭（福岡県 3人、長
崎県 1人、鹿児島県 3人）が生まれている。現在、常勤講師として教育現場に向き合っている卒業生
も 3名程居るので、将来 2桁になる日が来るかも知れない。 
10年以上、陸上競技部の学生を軸に広島から鹿児島までの中学校・高等学校を訪ね、必ず学生の授
業を参観してきた。研究授業が日程的に無理でも、学生の授業参観と引き続く授業研究の出席も欠か
したことがない。これは、自らの授業を行う上でさまざまなものを参考にするためでもある。指導教
諭の先生方と教育現場における価値観を共有できると、授業研究だけでなくさまざまな話がついつい
長引いてしまう。しかしながら雑談の中でも、教材研究など大学において通用することが少なくない
のである。 
実習生は授業に関する資料集めや環境づくりなどの情報リテラシーを問われ、授業内外でコミュニ
ケーション能力を試されているように思う。ひょっとして、このことは卒業論文を書くときなどにも
役に立つかも知れず、「活きた勉強」をしていると感じられてならない。いずれにせよ、2 週間なり、
3 週間なりの教育実習が、実習生にとって、教員を目指せるか？目指すべきかの大きな試金石になっ
ていることは間違いないところであろう。もっとも、その授業研究は高等学校より中学校の方が、熱
心で面白い（と私が行った範囲では思える）。実習生の担当科目のことだけでない。県、地域、学校が
異なれば、教育現場の苦労も異なるし、各地の教育行政や現場の裏話など興味深く聞かせて貰った。
校長や教頭、進路指導主事など学内でも立場の違う先生方との会話は、否応なく臨場感を持ってしま
う（ので各県教委の話と比較しつつ確認している自分に気付く）。 
長く行かせて貰った中で印象深いことは、昨年度だと過去に附設高校で数学を教えておられた進路
指導主事のＴ先生、そして今年度は同級生だと判明したＮ教頭先生との遭遇である。他にも私自身の
陸上競技部における後輩の御主人が居られ、時間軸を超えて環境を共有してしまえる経験であった。
実習生たる学生によって改めて気づかせてもらえる出会いが、自らの教員生活の軌跡だと気づくので
ある。したがって、これからも教育実習校訪問の機会を享受したいと切に願っている。	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2012 年度九州・山口各県教員採用試験情報 
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1,156 300 3.9 893 201 4.4 347 126 2.8 319 55 5.8 550 40 13.8 857 83 10.3
国語 111 16 6.9 76 12 6.3 27 7 3.9 42 6 7.0 48 3 16.0 66 4 16.5
社会 179 16 11.2 162 11 14.7 77 11 7.0 64 9 7.1 86 2 43.0 120 4 30.0
英語 169 21 8.0 130 11 11.8 51 6 8.5 72 9 8.0 69 3 23.0 102 8 12.8
国語 178 29 6.1 - - - 38 2 19.0 40 6 6.7 101 10 10.1
公民 - - - - - - - - - - - - 50 3 16.7
歴史 - - - 30 1 30.0 53 2 26.5 61 5 12.2
地理 - - - 12 1 12.0 9 1 9.0 30 2 15.0
英語 166 22 7.5 - - - 55 6 9.2 45 3 15.0 87 11 7.9
商業 66 2 33.0 - - - - - - 25 1 25.0 44 1 44.0
福祉 - - - - - - 17 1 17.0 - - - - - -
情報 - - - - - - - - - - - - - - -
154 30 5.1 161 30 5.4 63 15 4.2 44 6 7.3 165 13 12.7 199 21 9.5
県	 名 長崎県福岡県 熊本県北九州市福岡市 佐賀県
特別支援学校
校種・科目
高
等
学
校
小学校
中
学
校
192 10 19.2
福岡県に含む。
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454 86 5.3 475 35 13.6 1,043 114 9.1 1,733 214 8.1 465 140 3.3
国語 52 3 17.3 39 1 39.0 104 10 10.4 199 10 19.9 39 4 9.8
社会 80 2 40.0 81 3 27.0 150 7 21.4 233 3 77.7 63 6 10.5
英語 106 9 11.8 139 5 27.8 168 16 10.5 245 12 20.4 80 11 7.3
国語 56 5 11.2 42 4 10.5 79 8 9.9 191 12 15.9 46 6 7.7
公民 - - - - - - 49 4 12.3 98 2 49.0 15 1 15.0
歴史 37 1 37.0 35 1 35.0 35 4 8.8
地理 26 1 26.0 13 1 13.0 10 1 10.0
英語 71 5 14.2 70 5 14.0 73 8 9.1 181 9 20.1 49 6 8.2
商業 45 1 45.0 44 3 14.7 79 5 15.8 77 1 77.0 25 3 8.3
福祉 - - - - - - - - - 26 1 26.0 - - -
情報 23 1 23.0 11 1 11.0 - - - 63 2 31.5 - - -
150 28 5.4 151 10 15.1 214 27 7.9 51 11 4.6
※「－」は、募集なしを示す。
4
山口県鹿児島県 沖縄県宮崎県大分県県	 名
134 33.5
特別支援学校
校種・科目
小学校
中
学
校
（小中高に含む）
高
等
学
校
74 4 18.5
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
２０１２年度の九州・山口各県の教員採用試験受験者数と採用者数です。	 
・県によって若干異なりますが、採用数はきわめて少なく、競争率も高いのが現状です。	 
科目によっては採用がないものもあります。	 
・受験しようと考えている人は、県ごとの情報を集めることを	 
おすすめします。	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後輩へのメッセージ part1	 ＜教育実習＞	 
寺田	 翔さん―文学部	 国際文化学科	 国際文化専攻	 高校（国語）	 
（１）教育実習で何を経験したか	 
	 教育実習では、生徒と接する時間のすべてが、生徒指導の場になるということを学びました。ホー
ムルームや掃除の時間、総合学習の時間など授業以外で生徒と関わる場で、理想的な人間像に生徒を
いかに導いていかなければならないのか、ということを学びました。 
（２）実習前にやっていて良かったこと、事前にやっておいたらいいと思うこと	 
	 担当の先生との打ち合わせは、念入りにやっておかなければならないと思います。また、授業の
内容だけではなく、担当するクラスの状況や雰囲気も聞いておくと、授業構成が行いやすくなると思
います。クラスによって習熟度に差が出てくるので、授業の進め方、内容を臨機応変に変えていかな
ければなりません。授業の準備は色々と想定して作成すると良いと思います。 
（３）後輩へのメッセージ	 
	 教科書を読んで、ただ板書するだけの授業は誰にでもできます。教職の授業、教育実習を通して
自分にしかできない授業スタイルを見つけてください。そのためには、自分が先生になるという自覚
と情熱を持ってください。中途半端な気持ちで臨むと、生徒や担当の先生に熱意が伝わりません。実
習に臨むからには、自分なりに「教育」とはいかにあるべきかということを、考えておくようにして
ください。 
 
後輩へのメッセージ part2	 ＜特別支援学校教育実習＞	 
田中	 万里恵さん	 －文学部	 社会福祉学科	 子ども家庭福祉コース－	 
（１）教育実習で何を経験したか	 
	 私は 10 日間、高等部の計 8 名のクラスで実習をさせて頂きました。実習内容として担当クラスの
生徒とともに一日の活動をしていくこと、指導案作り、計 7 時間の授業実習(うち 1 時間の査定授業)・
授業準備などが上げられます。3 日目から私自身が教壇にたち、指導案の略案に基づき授業を展開し
ていき、毎時間の授業展開にあわせ生徒個々にあった教材作りも行いました。担当クラスの生徒の障
がい特性は様々だったため、一斉授業展開には苦労しましたが、生徒や先生方に助けて頂きながら、
生徒一人ひとりの特性を把握し、生徒個々の教材・クラスあった授業展開を私なりに工夫していくこ
とで実習を乗り越えていくことができました。	 
（２）実習前にやっていて良かったこと、事前にやっておいたらいいと思うこと	 
	 私は実習先の特別支援学校に事前に学生ボランティアとして週に1度行かせていただいていたため、
学校の一日の流れや担当生徒の実態把握、指導教官との打ち合わせなどスムーズにいき、10 日間とい
う短い期間で多くのことを学ばせて頂きました。実習で一番大切なのは様々な特性をもつ生徒の実態
を把握し、生徒一人ひとりにあった関わり方を見つけ、関わっていくことだと思います。10 日間の実
習で生徒の実態把握からしていては学べることも学べないと思うので、まずは勇気をもって、実習前
に実習校に連絡をしてみて下さい。	 
（３）後輩へのメッセージ	 
様々な障がいをもつ生徒とのかかわりに戸惑うこともあると思いますが、私はまずは生徒の好きな
ことや生徒のペースを知ることからはじめました。また生徒のことを知ることが大切ですが、自分の
ことを生徒に伝えていくことも大切です。言葉だけでなく、色々なコミュニケーションを是非試して
みてください。その中で失敗することもあると思いますが、その中から得られる学びも大きいと思い
ます。教育実習では常に生徒・先生・実習を受けてくださった学校に対して、『素直さ・謙虚さ・感
謝の気持ち』と『学びたいという熱い思い』を忘れず、皆さん一人ひとりの学びを得られる実習をし
てきてください。	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 TOPICS 
・	 本年度の教育実習について(P１)	 	 
・	 「教職を志す人々に思うこと」	 (P１～２)	 
・	 後輩へのメッセージ（P２～３）	 
・	 ２０１３年度九州・山口各県教員採用試験情報（P４）	 
	 
本年度の教育実習について～延べ 82 名が教育実習へ！	 
5 月下旬から 6 月中旬にかけて（一部の学校では 9 月から 10 月）、延べ 82 名（中学校 34 名、高等
学校 43名、特別支援学校 5名）が、母校や本学の実習協力校で 2週間（高校）または 3週間（中学）
の教育実習を行う予定です。ゼミ担当の先生には、実習校訪問のご協力をお願いします。お忙しいと
ころ大変だと思いますが、実習校へのお礼と学生への激励をよろしくお願いします。 
 
教職を志す人々に思うこと	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 大庭卓也（文学部准教授・教職課程国語担当） 
 
江戸時代の文学を専攻している関係から、毎年、中高の国語教師を目指す学生と接していると、不
審に思うことがある。文学史をほとんど知らないままに、大学の三年、四年生まで来ているのである。
『源氏物語』の帖名が分からない。『百人一首』を撰んだ人物が誰か、芭蕉の門人に誰々があるのかを
知らない。さすがに漱石や鷗外の作品を一、二は言えるようだが、紅葉の『金色夜叉』を知らない、
露伴の『五重塔』も知らない。谷崎潤一郎、志賀直哉、井伏鱒二は「名前は聞いた気もしますが、さ
っぱり読みません」と言う。 
私が別に担当する文学の講義で、もう少し基礎から徹底して教えるべきかと、一旦は反省しかける
ものの、「いや、待てよ。小中高の国語教育では何を教えているのだろうか。生徒の感性を後生大事に
引き出すことや、あるいは受験の勘所を教えることに終止し、教養となるべき過去の名文名作をあま
り教えないのではないか」「やはり、ゆとり教育の弊害が、この現状をもたらしたのだ。これは、教育
の制度、ひいては行政の問題である」「しかし、学校以外の場でも文学の名作に触れる機会はある筈だ。
新しいもの低俗なものを喜ぶ、昨今の世潮にこそ原因を求めるべきだ」…など、我にもなく、おおけ
ないことまで考えたりする。 
	 文学の話だけではない。徳川光圀の水戸藩が編纂した史書を知らず、寛政の改革を推し進めた老中
の名も知らない。十月も末のある日の夕方、大学近くの山道にある檜（ひのき）林を眺めて、「綺麗だ
なあ」と話しかけると、ほんと、キレイな松ですねと答えた学生があった。これでは、寂蓮法師の「真
木（まき）たつ山の秋の夕暮れ」のイメージも思い描けないはずである。 
歴史も草木の名も、文学を勉強するには必要な、補助の知識である。これが広ければ広いほど、文
学作品を正確に読み、充分に鑑賞することが可能となる。国語教師とならん人は、文学だけを勉強し
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てもだめで、文学以外の知識も努めて身につけなければならない。英語であれ、社会であれ、また、
数学、理科の教師を目指す場合も事情は同じである。昔の人が「博覧強記」とか、「万巻（まんがん）
の書を読み」とか言って、多くの知識をもつことを賛えたのも、まさにこの意味においてであり、専
門とする学を深めるには、幅広い知識が必須の条件となる。 
	 そのためには、自身の専攻にこだわらず、いろんな講義に顔を出して諸学問の話を聴くことが最も
早道である。まずは専攻するところに隣接する分野の講義でよい。興味関心のおもむく範囲は、各人
によっておのずから大小がある。しかし次第に、自分の限界まで思い切りそれを広げる努力をしても
らいたい。そして、講義中に聞きかじった断片的な事柄は、大学図書館でそれに関連する本や文献を
読んで、自分なりの評価を下してもらいたい。評価と言っても何も難しいことではない。はじめは「こ
う言うことだったんだなぁ」「こんなこともあるんだなぁ」と感じるだけでもよい。こうした作業を繰
り返してゆけば、断片の知識は、自分の評価基準のもとで次第に分類配列され、教材を研究する際の
有益な参考材料となるのである。 
	 幅広い知識は、単に専門とする学を深めるだけではない。眼前にある人間への洞察をも深めるもの
である。我々が学んでいる人文学系の諸分野は、人間に関わる万象を考えることで、人間の本質を明
らめ、現代社会に応用することを最終目標とする。心理学、社会学、教育学がそうであることは誰で
も気づくところであろう。一見、実社会とは無縁に見える、文学研究のようなものでさえ、古今の人
間の感性、思考、行動を解明し、現代人の将来に一指針を提出しようとするものである。哲学、歴史
学、美学の意義もまたこの点にある。このように人間に立脚した知識の集合が、教師と言う、まさに
人間を育てる職業の様々な局面において、影に日向に役立たないはずはないであろう。 
	 こう言えば、批判をする人もいる。「知識を山のように身にまとったからと言って、そんな頭でっか
ちな奴は教育の現場では役に立たない。知識は所詮、知識。現場の経験こそが大事だ」と。私は大学
に職を得るまで、いくつかの高校の非常勤をしながら研究を続けていた時期があったが、その間、何
人かの教師からよくからかわれたものである。もちろん、経験によって学び得ることは知識では覆え
ないものが多い。しかし、その逆も然りである。知識と経験、どの一方に片寄っても立派な教師とは
ならない。両方ともに習得し積み上げてゆくべきである。 
大学卒業と同時に教職の資格をとって、非常勤あるいは常勤の教員にでもなれば、毎日を真摯に生
徒と向き合い、いやがうえにも経験は積まれてゆくものである。しかし幅広い知識の修得は、諸学問
が一同に講じられ、それらに関連する蔵書が備わる大学と言う環境でこそ、体系的にかつ容易に可能
となる。この環境の長所を自在に活かせるのは、在学する四年間だけである。大いに学び、知識を身
につける時は、まさに今ではないか。などと、何やら今流行りの予備校講師みたような物言いになる
が、教職を志す諸君の奮闘を切に期待しておきたい。 
 
後輩へのメッセージ part1	 ＜教育実習＞	 
小池	 成実	 －文学部	 国際文化学科	 国際文化専攻	 中学（社会）－	 
	 
（１）教育実習で何を経験したか	 
	 教育実習では、実習 3日目から授業を行い、計 24時間(うち道徳と地理の査定授業を各 1時間)授業
実習をさせていただきました。始めての授業の時は自分が考えていたような授業展開をすることが出
来ず落ち込み悩みました。それからは生徒の興味関心を引くような授業を考えるようになりました。
そして自分なりに生徒達が楽しく学べる授業展開や生徒が自分の考えを発表出来るような授業形態を
先生からの助言をもとに考えました。また実習中は部活動指導、テスト監督、授業参観での授業実習、
連絡帳のコメント記入など、貴重なことを沢山経験させていただきました。 
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（２）実習前にやっていて良かったこと、事前にやっておいたらいいと思うこと	 
	 事前訪問の時に大体の授業範囲を教えてもらい教材研究と指導案作成を実習前から行っていまし
た。担当の先生は 1時間分のプリントをつくって授業を行うスタイルだったので、毎日 2～3時間分の
学習プリントを作成しました。教材研究や板書計画を事前にしていたおかげで、プリント作成に時間
をあてることが出来ました。特に社会は歴史・地理・公民とあるので早いうちから教材研究を行い、
実習校で使用されている教科書を見ておくと、実習でも苦労が少なくなると思います。 
（３）後輩へのメッセージ	 
	 教育実習では大学生であっても、教える立場にあり、生徒を指導するという責任の重い立場である
ことを実感しました。教師の言葉や行動のひとつひとつが生徒に影響を与えます。生徒達にとって学
校とは様々なものに興味・関心の高まる貴重な場所です。だからこそ後輩の皆さんには生徒とのコミ
ュニケーションを大切にし、生徒にとってわかりやすい興味を呼び起こす授業が出来るように心がけ
てください。自分がこの実習で生徒に何を伝えたいのかをよく考えて教育実習に臨み、意味のある実
習をしてきてください。 
 
後輩へのメッセージ part2	 ＜教育実習＞	 
釘島	 秀平	 －文学部	 国際文化学科	 国際文化専攻	 中学（国語）－	 
	 
（１）教育実習で何を経験したか	 
	 私は母校の打上中学校へ教育実習に行きましたが、実習中の一日の活動としては、まず先生方と始
業前に校門の前に立ち「朝のあいさつ運動」、教室に戻り朝の会と朝読書、1 時間目から 4 時間目の
間は、先生方の授業を参観させて頂いたり、授業の題材選びや指導案・教材作り、そして実際に自分
で授業も行ったりします。給食は生徒たちと一緒に食べ、昼休みもなるべく生徒たちと一緒に過ごす
ことを心掛けました。５、６時間目は午前中と殆ど同じです。掃除、帰りの会に参加した後は、再び
指導案・教材作りを行います。併せて実習日誌も記入します。それが終われば、部活動（私の場合は
野球部）にも参加します。その他、実習期間に日曜参観があり、保護者の方々とのミニバレーボール
大会にも参加しました。	 
（２）実習前にやっていて良かったこと、事前にやっておいたらいいと思うこと	 
実習中は一日がとても早く感じます。高校へ教育実習に行く人は、もっと早く感じるでしょう。生
徒たちと話す機会もそう多くはありません。私は事前に、自分の受け持つ学年の集合写真と名簿をお
借りして、なるべく早く顔と名前を覚えることを心掛けました。そうすることで、よりコミュニケー
ションを図ることができ、自然と生徒の方からも話し掛けてきてくれると思います。査定授業の際も、
生徒たちが積極的に挙手をしたり発表したりしてくれて、先生方からも「しっかり生徒とコミュニケ
ーションが取れていた証拠ですね」とお褒めの言葉を頂きました。参考にして頂けると幸いです。 
（３）後輩へのメッセージ	 
教育実習に行くことで様々なことを感じ、考えることになります。私の場合は、教師になりたいと
より一層自覚することが出来ましたが、そう感じない人もいると思います。教育実習は、自分に教師
としての資質があるのかどうかを確認する最終関門なのだと思います。教育実習を通して、ひとりで
も多くの人が教師になりたいと感じてくれることを願っています。	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２０１３年度九州・山口各県教員採用試験情報 
２０１３年度の九州・山口各県の教員採用試験受験者数と採用者数です。	 
・県によって若干異なりますが、採用数はきわめて少なく、	 
競争率も高いのが現状です。科目によっては採用がない	 
ものもあります。	 
・受験しようと考えている人は、県毎の情報を集めることを	 
お勧めします。	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1,205 310 3.9 946 195 4.9 317 125 2.5 351 79 4.4 539 51 10.6 604 130 4.6
国語 116 16 7.3 80 11 7.3 26 4 6.5 52 8 6.5 62 2 31.0 57 10 5.7
社会 192 16 12.0 150 11 13.6 58 9 6.4 58 11 5.3 92 2 46.0 84 5 16.8
英語 179 25 7.2 117 20 5.9 56 14 4.0 67 13 5.2 75 5 15.0 83 13 6.4
国語 176 24 7.3 - - - 37 3 12.3 41 6 6.8 70 11 6.4
公民 - - - - - - - - - - - - - - -
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地理 46 4 11.5 - - - 11 2 5.5 13 1 13.0 25 2 12.5
英語 179 24 7.5 - - - 41 5 8.2 45 4 11.3 85 11 7.7
商業 65 2 32.5 - - - 27 2 13.5 22 1 22.0 - - -
福祉 - - - - - - 14 1 14.0 - - - - - -
情報 - - - - - - - - - - - - - - -
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小学校
中
学
校
10 15.5 -
福岡県に含む。
福岡県県	 名
校種・科目
特別支援学校
熊本県北九州市福岡市 佐賀県 長崎県
歴史 155高
等
学
校
- -
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308 27 11.4 476 115 4.1 454 40 11.4 1.014 91 11.1 1.634 222 7.4 451 186 2.4
国語 18 2 9.0 55 5 11.0 29 2 14.5 108 6 18.0 178 7 25.4 47 8 5.9
社会 52 3 17.3 92 4 23.0 63 2 31.5 122 2 61.0 249 4 62.3 71 10 7.1
英語 44 5 8.8 98 13 7.5 130 9 14.4 168 19 8.8 239 26 9.2 70 14 5.0
国語 - - - 58 6 9.7 37 5 7.4 74 6 12.3 196 8 24.5 41 3 13.7
公民 - - - - - - 31 1 31.0 19 1 19.0 99 3 33.0 - - -
日本史 - - - 29 1 29.0 21 1 21.0
世界史 37 1 37.0 - - - 17 1 17.0
地理 - - - - - - - - - - - -
英語 - - - 65 6 10.8 70 5 14.0 57 4 14.3 149 5 29.8 47 5 9.4
商業 - - - - - - 56 4 14.0 71 3 23.7 63 2 31.5 28 2 14.0
福祉 - - - - - - - - - 17 1 17.0 28 1 28.0 - - -
情報 - - - - - - - - - - - - 59 1 59.0 6 1 6
- - - 146 37 3.9 135 10 13.5 234 30 7.8 51 10 5.1
※「－」は、募集なしを示す。
（小中高に含む）
高
等
学
校
宮崎県
特別支援学校
山口県鹿児島県 沖縄県
84 3 328.0 122 40.7
大分県県	 名
校種・科目
歴史
小学校
中
学
校
熊本市
- - -
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 ２０１３年度九州・山口各県教員採用試験情報（P４）	 
  
“志は実現する”   採用試験に合格し教師になる  
文学部特任教授	 白石	 義郎 
 
	 教師になりたい人は大勢いる。しかし、教職採用試験は倍率が高く、合格はむつかしい。この難関
を乗り越え、教師として赴任する学生がいる。教職課程の担当者としてこれほど嬉しいことはない。
講師として教壇に立つ人もいる。講師は正式な採用ではないが、教職の現場で腕を磨いて、採用試験
に挑戦する。教職への意欲と生徒との関わりの経験はペーパーテストでは測れない、面接勝負となる。
講師の経験がそのときにものをいう。志を立てること、これが肝要だ。『スラムダンク』の安西コー
チも言ったではないか。“あきらめたら、そこで試合終了ですよ”志は実現する、これがあなたたち
の言葉だ。合格者にメッセージを伝えてもらいました。	 
	 
	 
教職を目指す皆さんに伝えたいこと  
文学部	 国際文化学科 
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ専攻（平成 25年度卒） 
伊藤	 璃美 
	 私は昨年 5 月に母校で教育実習を行い、7 月に福岡県の教員採用試験を受験しました。今回、その
体験談を書く機会を頂き、他に適任の方がおられると何度もお断りしましたが、本学で教職を目指さ
れる皆さんの参考になれば、と思い筆をとりました。あくまでも一例として読んでいただければ幸い
です。	 
	 教員採用試験を受けて、早め早めの準備が必要だと痛感しました。そこで、私なりに大事だと思い、
皆さんにお勧めしたい 3 つのことについて書かせて頂きます。	 	 
	 
(1)	 就職キャリア支援課を活用する	 
	 まず、3 年生になったら、就職キャリア支援課の対策講座を受講されることを強くお勧めします。
対策講座は就活をする学生のための講座と思われる方もおられるようですが、教員採用試験でもグル
ープディスカッションや面接は行われます。福岡県の場合、一次試験でグループディスカッションと
筆記、二次試験で模擬授業・個人面接・論作文がありました。数年前に本学を卒業されて、実際に教
員として働いておられる先輩から勧められていたこともあり、模擬グループディスカッションや面接
講座には何度も参加しました。ここで練習を重ねたことが合格につながったと感じています。	 
私は人前で自分の考えを簡潔に述べることが苦手でしたが、講座の練習を通して少しずつ自信を持
って話せるようになりました。講座では毎回、一通り模擬練習をした後に職員の方々がフィードバッ
クをしてくださいます。良かった点、悪かった点をその場で指摘してもらえるので、改善点をはっき
り認識することができました。また、部屋の入退室の仕方、姿勢や身だしなみなど基本的なことも丁	 
寧に教えて頂けます。学内の講座で練習を積むことで、本番の試験にも落ち着いて臨むことができる
と思います。	 
	 
105
さらに、受験に際しては、各県や市に願書を提出しますが、その中には自己 PR を書く欄があります。
これを手元において、面接官の方々は GD の様子を観察したり質問をされたりするので、提出前にキャ
リア支援課の職員さんに添削をして頂くと良いと思います。（※願書の受付期間と教育実習期間は重な
ることが多いようです。実習期間中はなかなか時間が取れないと思うので、自己 PR の内容は早めに完
成させ、提出が締め切りに遅れないように気をつけてください。）	 
(2)	 日頃の授業を大切にする	 	 
	 次に、一つ一つの授業を大切に受けるということです。皆さんは大学 4 年間で多くの授業を受講さ
れると思います。講義形式のものから実践的なものまで多くの授業が開講されていますが、ぜひ意欲
的に取り組んでください。（他教科はよく分かりませんが）私は教科が英語だったので、大学の専門科
目の授業は採用試験の筆記やリスニング、英語面接に直結していました。また、教材研究の授業は教
育実習のための貴重な練習の機会ですし、採用試験の模擬授業にも活かせると思います。さらに、普
段の授業の中で、聞き手に分かりやすい言葉で話したり、自分の考えをレポートにまとめたりするこ
とも、実習や採用試験で大いに役立ちます。	 
私は実習中に、担当の先生から指示の仕方と言葉の遣い方をよく指摘されました。中学 1 年生を担
当したのですが、指示が明確でないため、生徒がどのように活動をしたらよいか分からなかったり、
私の使った表現が難しくてすぐに理解できなかったり、と生徒に多くの負担をかけてしまいました。
これは意識しても急に変えられるものではなく、非常に苦労しましたし、現在でも努力しているとこ
ろです。そのため、皆さんには今の内から意識して「相手に分かりやすく伝えること」に取り組むこ
とをお勧めします。	 
(3)	 様々なことに挑戦する	 
	 そして、在学中はぜひ興味のあることに積極的に挑戦してください。アルバイトやサークル、ボラ
ンティア活動や資格試験など、大学では自分次第で色々なことにチャレンジできます。	 
	 私は 2 年次の留学を通して、多くのことを学びました。正直、大変なこともたくさんありましたが、
自分の考え方や行動を変える良い機会になりました。4 年間は長いようで本当にあっという間です。
私自身、卒業を目前に控えて「もっと学んでおけばよかった、挑戦しておけばよかった」と後悔する
思いがあります。皆さんは一日一日を大切にして悔いのない大学生活を過ごしてください。	 
以上、偉そうに体験を書いてしまいましたが、これが正解ではないので、ぜひ自分に合った方法を
探してください。そして努力の結果、皆さんの将来が明るく開けていくことを祈っています。	 
最後に、お世話になった方々にこの場を借りて心から感謝を申し上げます。今回の合格は、指導し
てくださった先生方を始め、キャリア支援課の職員の皆様、そして共に教職を目指す仲間がいたおか
げだと思っています。4 年間、本学で様々なことを学ばせて頂き、また、多くの人々とのご縁を頂け
たことに心から感謝しております。本当にありがとうございました。合格は一つの区切りであり、こ
こからがスタートだと考えています。経験も無く、まだまだ未熟ですし、これからも日々勉強の毎日
ですが、コツコツと努力を続けていきたいと思います。	 
  
後輩へのメッセージ part1     
文学部	 社会福祉学科 
子ども家庭福祉ｺｰｽ（平成 25年度卒） 
柳瀬	 未来 
＜教育実習で何を経験したか＞ 
	 教育実習では、ホームルームや授業の担当や、部活動の指導をさせていただきました。実際に教壇
に立つと、これまで「学ぶ側」にいた自分が「教える側」に立つことで、教員になるということの責
任感やその重大さを実感し、普段の大学生活だけでは、決して得ることのできない多くの経験をさせ
ていただきました。また、先生方の教育に対する様々な考え方や想いを聞き、その姿勢を間近で見る
ことで、さらなる刺激も受け、「こんな先生になりたいな」という理想の教師像を描くことにもつなが
りました。 
＜実習前にやっていて良かったこと、事前にやっておいたら良いと思うこと＞ 
	 まず、実習前にやっておくべきことは教材研究です。授業を行うにあたり、正しい知識は必要です
が、ただ知識を伝えるだけではなく、それらを関連付けて考えられるような工夫や、生徒からの思い
もよらぬ質問にも対応できるような知識が必要だと感じました。また、やっていて良かったことは、
ボランティアなどに参加し、中学生について知っておいたことです。それにより「どんなことに興味・ 
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関心があるのか」、「何が流行っているのか」など、今の中学生について知り、コミュニケーションの
幅を広げることができたと思います。 
・後輩へのメッセージ 
	 皆さんは今、実習に向けてどんな気持ちですか？私はこの時期、とにかく不安でいっぱいでした。
でも、教職の仲間や先輩、先生方、そして何よりたくさんの生徒たちに励まされて、実習期間を頑張
ることができました。実習に向けて勉強はもちろんですが、素直に、何事も笑顔で楽しむことも忘れ
ずに。皆さんが充実した実習期間が送れますよう、応援しています！ 
 
後輩へのメッセージ part2	 
文学部	 心理学科（平成 25年度卒） 
森山	 瑛	 
＜教育実習で何を体験したか＞ 
私は、高校と特別支援学校へ実習に行きました。高校では、毎日の授業をすることは勿論、朝の会
や帰りの会も担当させてもらいました。大勢の生徒たちを目の前にして教壇に立つという経験を通し
て与えられている時間や責任の重みとともに、授業の難しさもひしひしと感じました。特別支援学校
では、個々に特性のある生徒たちが在籍しているため、授業内容も一人一人に合った方法や支援を考
え、指導教諭の先生と相談しながら設定していきました。普段の生活の中では、予想外のことに戸惑
い、難しいと感じることもありましたが、生徒たちの魅力に直接触れて、より一層自分の夢が膨らむ
経験ができました。 
＜実習前に何をやっておけば良かったか＞ 
実習前には、模擬授業の回数をよりこなしておけば良かったという反省点があります。特に、高校
の場合は、何十人の一斉スタイルで授業を展開していかなければなりません。そのため、こちらの説
明と生徒側の活動等を、どのような流れの中でどのような指示によってバランス良く展開できるのか
というのは、頭の中だけで考えているよりも実際の場面ははるかに難しいものでした。また、可能で
あれば事前に数回実習先を訪れてプロの先生方の授業を見学させてもらうことや、担当するクラスに
はどのような生徒たちがいてどのような雰囲気であるのかを実習前に知っておくことも大切だと感じ
ました。 
＜後輩へのメッセージ＞ 
教育実習は初めてのことばかりで緊張の連続であり、困惑することも多いと思います。しかし、い
つも子どもたちのことを真剣に考えておられる先生方が温かく丁寧な助言や指導をしてくださるので
自分自身が大きく成長できることは間違いありません。失敗が当たり前だと思って、何でも自分から
トライしてみてください。また、同期の実習生といろんな話をしながら不安をうまく解消しつつ実習
を有意義なものとしてください。子どもたちは必ず自分の一生懸命な姿を見てくれています。最後に
は 120％「行って良かった」と思えるくらいの感動が待っています。 
	 	 
WHAT'S  NEW        
小学校教諭免許状・幼稚園教諭免許状が取得できるようになりました  
	 近大姫路大学と協定を結び、在学中に小学校教諭免許状と幼稚園教諭免許状を取得できるようにな
りました。小学校教諭免許状の場合、久留米大学での教職課程の免許教科を取得することが前提です。
たとえば、久留米大学での教職課程の免許教科が中学社会であったら、中学社会の免許取得と同時に
小学校教諭免許状を取得することになります。小学校免許状だけの取得はありません。小学校での教
育実習もありますし、別途の費用もかかります。幼稚園教諭の場合は保育士資格の取得との同時進行
となります。説明会（１月中旬）を行いますので、掲示等に注意してください。なお、小学校教諭免
許状の場合は文学部全学科（新２年生）の方が対象となります。	 
本年度の教育実習について～延べ８２名が教育実習へ！  
5月下旬から 6月中旬にかけて（一部の学校では 9月から 10月）、延べ８２名（中学４５名、高等 
２５名、特別支援学校１２名）が、母校や本学の実習協力校で 2週間（高校）または 3週間（中学）
の教育実習を行う予定です。ゼミ担当の先生には、実習校訪問のご協力をお願いします。お忙しいと
ころ大変だと思いますが、実習校へのお礼と学生への激励をよろしくお願いします。 
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２０１３年度九州・山口各県教員採用試験情報  
２０１３年度の九州・山口各県の教員採用試験受験者数と採用者数です。	 
・県によって若干異なりますが、採用数はきわめて少なく、	 
競争率も高いのが現状です。科目によっては採用がない	 
ものもあります。	 
・受験しようと考えている人は、県毎の情報を集めることを	 
お勧めします。	 
 
	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
受
験
者
数
最
終
合
格
者
数
ま
た
は
採
用
数
倍
　
　
率
受
験
者
数
最
終
合
格
者
数
ま
た
は
採
用
数
倍
　
　
率
受
験
者
数
最
終
合
格
者
数
ま
た
は
採
用
数
倍
　
　
率
受
験
者
数
最
終
合
格
者
数
ま
た
は
採
用
数
倍
　
　
率
受
験
者
数
最
終
合
格
者
数
ま
た
は
採
用
数
倍
　
　
率
受
験
者
数
最
終
合
格
者
数
ま
た
は
採
用
数
倍
　
　
率
1,187 330 3.6 823 171 4.8 336 125 2.7 351 86 4.1 532 68 7.8 566 116 4.9
国語 104 20 5.2 80 6 13.3 41 6 6.8 51 9 5.7 66 2 33.0 42 5 8.4
社会 215 20 10.6 153 12 12.8 66 12 5.5 66 6 11.0 80 5 16.0 77 3 25.7
英語 157 34 4.6 121 13 9.3 53 12 4.4 61 14 4.4 62 8 7.8 83 14 5.9
国語 155 24 6.5 - - - 30 2 15.0 40 7 5.7 77 7 11.0
公民 - - - - - - - - - - - 51 2 26
日本史 25 1 25.0 26 4 6.5 - - -
世界史 15 1 15.0 16 6 2.7 24 1 24.0
地理 51 8 6.4 - - - 13 1 13.0 14 3 4.7 23 1 23.0
英語 157 25 6.3 - - - 39 6 6.5 46 6 7.8 72 10 7.2
商業 58 4 14.5 - - - 30 3 10.0 23 3 7.7 - - -
福祉 - - - - - - - - - 13 6 2 - - -
情報 - - - - - - - - - - - - - - -
180 40 4.5 158 32 4.9 71 27 2.6 46 7 6.6 184 30 6.1 250 47 5.3
- -歴史 162高
等
学
校
福岡県県	 名
校種・科目
特別支援学校
熊本県北九州市福岡市 佐賀県 長崎県
小学校
中
学
校
12 13.5 -
福岡県に含む。
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270 40 6.8 396 125 3.2 459 42 10.9 972 87 11.2 1,575 220 7.2 478 195 2.5
国語 20 2 10.0 54 7 7.7 36 3 12.0 104 4 26.0 185 49 8 3.8
社会 65 3 21.7 72 6 12.0 66 4 13.5 116 若干 217 100 6.3 84 12 7.0
英語 34 5 6.8 85 13 6.5 106 6 17.7 153 若干 225 68 17 4.0
国語 7 2 3.5 50 4 12.5 31 5 6.2 69 若干 194 48 7 6.9
公民 - - - - - - 26 2 13.0 30 若干 111 15 1 15.0
日本史 17 1 17.0 - - - 若干 15 1 15.0
世界史 16 1 16.1 25 1 25.0 若干 16 1 16.0
地理 - - - 17 1 17.0 - - - 若干 9 1 9.0
英語 6 1 6.0 53 4 13.3 72 5 14.4 48 若干 140 47 6 7.8
商業 - - - - - - 50 4 12.5 66 若干 60 25 1 25.0
福祉 - - - 24 1 24.0 - - - 13 若干 - - - -
情報 - - - - - - - - - - - - 49 4 1 4
- - - 144 42 3.4 139 13 10.7 239 23 10.4 36 9 4.0
※「－」は、募集なしを示す。
熊本市
- - -
県	 名
校種・科目
歴史
小学校
中
学
校
大分県 山口県鹿児島県 沖縄県
66 77128 8.9
（小中高に含む）
高
等
学
校
宮崎県
特別支援学校
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・	 ２０１5 年度九州・山口各県教員採用試験情報（P４）	 
	 
	 
	 
教職を目指す皆さんに伝えたいこと  
文学部	 国際文化学科 
英語コミュニケーション専攻(平成 26年度卒) 
田中	 愛子 
〇	 教職を志す卒業後の９ヶ月	 
〈なぜ卒業後に一年もうけたのか〉	 
私が本気で教職を目指すようになったのは大学４年の夏、教育実習後です。実習を終え、「このまま
の英語力ではまだ教壇に立てない」と思った私は、英語の話す力を伸ばすため、また卒業論文で興味
をもった自然環境への理解を深めるため、ワーキングホリデーでカナダに９ヶ月ほど大半をファーム
ステイという形で滞在しました。実際、卒業してからまずは１、２年ほど講師で働いてから海外に行
くのか、先に海外に行ってから帰国後に講師で働くのかを迷いました。決めては、「“今”やりたい、
経験したいということを“今”しないとあとで考えは変わってしまう」と思ったからです。そこで、
今ここで、私自身が教職を志す上で興味をもったこと、もっと学びたいことを考え求め続けて、自分
がまずは満足いく形になってから教壇に立とう、と決め卒業後カナダに行く決意をしました。	 
〈ワーキングホリデーに行くための準備〉	 
	 英語の勉強重視というよりも、カナダで何がしたいのか、そして何のために、どうやって、という
計画のほうに時間をとりました。私は、英語の環境で自然環境理解を深めたかったので、“田舎に行け
ば日本人が少ないから、英語の環境に身を置くことができる”、また”田舎は自然が豊かでファーム
ステイをすれば、その理解を深められる”と思い、カナダでファームステイをぜひしよう、と決めま
した。また英語に関しては、２年次に英語インテンシブの授業をとっており、英語が理解できなくと
も、意思疎通をとることに重点をあてた授業をしてくださったので、その時にコミュニケーションの
英語力が成長したと思います。ちなみに、最初に行った語学学校を決める際にはどの学校がいいのか
分からなかったので、大学の授業でお世話になった先生に相談にのってもらいました。正直、語学学
校選びで迷われると思います。でも、そういった時は、大学の先生に相談するのもまたひとつの手段
だと思います。航空券、保険、ビザなどは、大学の先輩や知り合いに相談をしながらエージェントは
利用せずに契約や申請などを行いました。	 
〇	 卒業後の９ヶ月で得たもの  
	 私の将来の教員像がより具体的になりました。３ヶ月の語学学校ではいろんな先生の授業を受ける
機会があったので、私自身が授業を受けるだけでなく将来私も教える立場になるのだという目をもっ
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て、それぞれの先生の英語の教え方を観察しながら客観的に比較していました。例えば、どんな英語
のゲームや歌入れるのか、生徒の興味の引きつける仕草、先生の姿勢などを、Good/	 Not	 good に分け
てメモをたまにとりながら授業を受けました。大学の授業や TESOL コースを金銭の理由で受けられな
くても、自分なりの方法でやっていくだけででも、教壇に自分が立ったときのために参考になること
がたくさんあったので、より具体的な英語の教員としての姿勢を学べました。ファームステイでは実
際に自然の環境でいろんな国の人々と共に働き、一緒に自然の美しさに感動し、互いの国について話
し、と日々の生活を共にすることで、改めて、英語を通して人とのつながりや気持ちを共有できるこ
との素晴らしさを実感しました。自然環境への理解も、農業を通したその土地や人々との出会いのお
かげで深まり、日本の環境保護や農、食の関心の意識の低さを実感しました。こうした世界の人々み
んなに共通するものを、世界１つの共通語で多くのことを考えさせられ、英語教育の価値がどんなに
素晴らしいものかを深く考えさせられまし
た。この９ヶ月は、英語の教員の仕事の魅
力とやりがい、”なぜ英語の教員になりた
いのか”と明確にさせてくれました。教員
を志されるみなさん、自分に時間をとって、
しっかり自分の将来と向き合ってください。
きっと自分のためになると信じています。
一緒に頑張りましょう！ 
 
	 
	 
	 
	 
文学部 心理学科（平成 26年度卒） 
山本	 佳奈 
○	 教師になろうと思った経緯	 
  私が教師を志すようになったのは、大学３年生のときに受講した心理インターンシップという授業
がきっかけでした。この授業では、２年次までに学んだ心理学の知識を活かし、学校や福祉施設など
の実際の現場で就業体験を行います。私は、筑後市にある特別支援学校に行き、教師として２週間過
ごさせて頂きました。授業を受ける前までは、明確な目標が無いままに教員免許を取得していました
が、短い間にも成長していく子どもたちの姿を間近で見られたことで、自分も子どもたちの成長を支
えられる教師になりたいと強く思うようになりました。 
  今これを読んでいる皆さんの中には、将来教師になるのか、まだ決めきれていない人もいるでしょ
うが、何も行動を起こさないまま決めるのは難しいと思います。実際の現場に出向き、子どもたちと
直接関わることによって将来の自分がきっと見えてくるはずです。 
 
○	 採用試験に向けての準備について	 
  教員採用試験に向けて本格的に準備を始めたのは、部活動を引退した３年生の秋からでした。まず
は、一次試験の合格を目指して教職教養と専門教科の勉強を開始しました。特に専門教科は得点に差
がつきやすく、ここで得点を取れるかどうかが合格の鍵になると思うので、すみずみまでしっかりと
勉強していくことが必要になります。また、県によって試験内容が異なるため、まずは早めに受験す
る県と教科を決め、過去問などから試験内容を把握していくことも大切です。 
  1 月からは土日に、教員採用試験対策のための予備校に通い始めました。ここで、同じ夢を持った
沢山の仲間に出会い、現場で働く講師の方から刺激を受けることで、気を引き締めて勉強に励むこと 
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ができたように思います。その後は、筆記試験対策だけでなく集団討論や模擬授業にも友人らと共に
取り組んでいきました。また、教育実習での経験や、大学の日頃の授業での学びなど全てが、採用試
験合格へと繋がったと考えています。 
 
○	 教員採用試験対策の勉強会について	 
  現在、今年の教員採用試験を受験する新４年生を中心に、教職担当の先生方や教務課の方々のご協
力のもと、週に１度教員採用試験対策の勉強会を行っています。内容は、福岡県の一次試験でも毎年
行われている集団討論の練習や、模擬授業などです。さらに今後は、小論文や個人面接の練習なども
行っていく予定です。勉強会と言っても決して堅苦しいものではありません。試験勉強に行き詰まっ
たり不安を感じたりしたときに、同じ境遇の仲間たちと相談したり励まし合ったりできる場所になれ
ば良いと思っています。７月の試験までもう時間はありませんが、まだまだできることは沢山ありま
す。福岡県外を受験する人や、新３年生の皆さんの参加もお待ちしているので、やる気のある方はぜ
ひ勉強会に来てみてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
	 	 
  
  
  
  
WHAT'S  NEW        
本年度の教育実習について～延べ７４名が教育実習へ！  
 
5月下旬から 6月中旬にかけて（一部の学校では 9月から 10月）、延べ７４名（中学３８名、高等 
２５名、特別支援学校１１名）が、母校や本学の実習協力校で 2週間（高校）または 3週間（中学）
の教育実習を行う予定です。ゼミ担当の先生には、実習校訪問のご協力をお願いします。お忙しいと
ころ大変だと思いますが、実習校へのお礼と学生への激励をよろしくお願いします。 
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２０１5年度九州・山口各県教員採用試験情報  
２０１5年度の九州・山口各県の教員採用試験受験者数と採用者数です。	 
・県によって若干異なりますが、採用数はきわめて少なく、	 
競争率も高いのが現状です。科目によっては採用がない	 
ものもあります。	 
・受験しようと考えている人は、県毎の情報を集めることを	 
お勧めします。	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1,197 381 3.0 739 187 4.0 317 126 2.5 338 97 3.5 554 121 4.6 462 99 4.7
国語 104 25 4.2 91 13 7.0 32 4 8.0 46 12 3.8 63 8 7.9 44 6 7.3
社会 237 35 6.8 122 7 17.4 51 7 7.3 62 10 6.2 88 11 8.0 60 3 20.0
英語 158 36 4.4 95 10 9.5 51 13 3.9 53 13 4.1 60 15 4.0 74 15 4.9
国語 145 23 6.3 12 1 12 - - - 39 2 19.5 40 8 5.0 72 9 8.0
公民 - - - - - - - - - - - - - - - 47 4 11.8
日本史 - - - 19 1 19.0 26 1 26.0 24 1 24.0
世界史 11 2 6 13 1 13.0 15 2 7.5 23 2 11.5
地理 51 9 5.7 - - - - - - 13 1 13.0 15 1 15.0 33 3 11
英語 163 25 6.5 13 3 4 - - - 35 7 5.0 36 6 6.0 68 7 9.7
商業 54 4 13.5 - - - - - - 24 3 8.0 16 2 8.0 35 2 17.5
福祉 - - - - - - - - - - - - 8 1 8 0 - -
情報 - - - - - - - - - - - - - - - 22 1 22.0
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344 45 7.6 445 130 3.4 449 45 10.0 813 75 10.8 1,482 223 6.6 434 199 2.2
国語 23 2 11.5 61 8 7.6 35 6 5.8 76 6 12.7 176 15 11.7 41 13 3.2
社会 66 2 33.0 85 7 12.1 71 4 17.8 113 3 37.7 197 14 14.1 80 10 8.0
英語 55 6 9.2 84 16 5.3 110 7 15.7 147 15 9.8 219 16 13.7 70 16 4.4
国語 10 1 10.0 50 4 12.5 31 4 7.8 66 4 16.5 181 9 20.1 41 6 6.8
公民 - - - - - - - - - - - - 103 2 51.5
4(倫）
11（政経）
1(倫）
1（政経）
4.0(倫）
11.0（政経）
日本史 - - - 30 1 30.0 24 2 12.0
世界史 23 1 23.0 - - - 2 16 2 8.0
地理 - - - 12 1 12.0 16 2 8.0 11 1 11.0
英語 9 1 9.0 59 5 11.8 52 1 52.0 45 2 22.5 149 7 21.3 43 6 7.2
商業 - - - 26 1 26.0 49 5 9.8 60 3 20.0 62 2 31.0 28 3 9.3
福祉 - - - 6 1 6.0 6 3 2.0 - - - 14 1 14.0 6 1 6.0
情報 - - - - - - - - - - - - 50 1 50.0 3 1 3.0
- - - 129 47 2.7 136 27 5.0 154 28 5.5 299 39 7.7 56 13 4.3
※「－」は、募集なしを示す。
熊本市
- - -
校種・科目
歴史
小学校
中
学
校
大分県 山口県鹿児島県 沖縄県
68 134.0 110 110.0
高
等
学
校
宮崎県
特別支援学校
県	 名
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 は じ め に     安永 悟 （文学部教授 教職課程委員長） 
    教職課程にとって今年度最も大きなニュースは小学校教員採用試験に 22
名が現役合格したことです。詳細は本ニュースに掲載されている合格者
の記事をご覧ください。小学校通信課程は今年初めて卒業生を出します
が、この快挙を心より祝福いたします。  
  ここで注目したいことは、今回残念ながら合格できなかったが、共
に学び合い励まし合ってきた仲間の存在です。今回の成果は、強い信頼
の絆で結ばれた仲間が、支持的風土のなかで切磋琢磨した結果であるこ
とを、後に続く私たちはしっかりと認識する必要があります。  
  さらに注目したいことは、学生が真剣に学び合える場を共に創り上げ
ていただいた先生方の努力です。教育に取り組む先  
生方の情熱と姿勢が学生に伝わり、学生を変え、学  
生を育てました。心よりお礼申し上げます。  
  久留米大学教職課程は変わりました。教員免許の取  
得だけを目標とはしません。教育現場で活躍できる教  
師養成を目標とします。この目標達成に向�け、心と力  
を合わせて前進しましょう。  
    
  
後輩のみなさんへ伝えたいこと              甲斐 葵衣  
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  第 16号     	 	 	 2016 年 3 月 25 日発行	 
	 	 	 久留米大学教職課程委員会	 
 
平成 2288 年度教員採用試験の結果、小学校
（福岡県）１人、特別支援（福岡県）１人現
役合格！また、中学国語（福岡県）１人、
特別支援（愛媛県）１人既卒生が合格して
います。おめでとうございます！  
  合 格 者 の歩み ーこうして夢を実現しました！  
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大学院進学という選択 松尾	 佑里	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仲間と支え合った日々	 	 	 佛坂	 果保  
  
 
 
 
4
 
 
 
 
 
 
 
福岡教育大学大学院（教育学研究科教育実践専攻）についての説
明会が７月にありました。新年度も実施予定です。 
   合 格 者 の歩み ーこうして夢を実現しました！  
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４年生
 4 月中旬 科目履修登録(実習込)  
 4 月下旬 実習生受入承諾／実習日程等通知(掲示) 
 5 月上旬 教育実習事前指導   
 5 月中旬 教育実習事前説明会    
 7 月下旬 教員採用試験 
10 月上旬 教育職員免許状事前申請用紙提出  
11 月中旬 人権・同和教育特別講義  
11 月下旬 教育職員免許状申請説明会 
12 月上旬 教育職員免許状申請書類提出   
 3 月下旬 教育職員免許状交付／卒業式 
 
高校科学を英語で教える経験を経て	 
	 	 林田	 侑也	 
 
 
 
 
Super Science High School
 
 
３年生 
 4 月中旬 科目履修登録  
 5 月中旬 介護等体験事前指導 
 6 月中旬 教育実習説明会  
 6 月下旬 教育実習申込 
 7 月上旬 教育実習内諾説明会 
 9 月下旬 教育実習内諾書交付  
11 月中旬 人権・同和教育特別講義 
 3 月下旬 教職課程説明会 
 
古賀  美�好（こがみよし）さん  
１．久留米大学では何年目ですか？ 
 
２．大学3年生の頃のファッションと、その頃好きだった授業につい 
  て教えて下さい。 
 
３．大学時代所属していたサークルは何でしたか？ 
 
４．今一番熱中していることは何ですか？ 
  教職課程３・４年生年度計画  
  よろしくお願いします！  
教職の学生がお世話になっている教務課の古賀さんと中里さんに
お聞きしました。 
  
中里  大樹（なかざとだいき）さん  
１．久留米大学では何年目ですか？ 
 
２．大学3年生の頃熱中していたことを教えて下さい。 
３．大学の学食で秘密のお気に入りメニューは何です 
  か？ 
 
４．所属している職員サッカー部について教えて下さい。 
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2016 年度教員採用試験受験者数・採用者数 
 
	 学習会のお知らせ 
	  
教職の学生たちが空き時間や放課後を利用して、自主的に勉強会をしてい
ます。採用試験の勉強、模擬授業の練習などをしています。一緒に頑張る 
仲間がいれば、励みになります。先輩たちに続いて、自分たちで勉強を進
めましょう。場所や時間は、追ってお知らせします。 
	 県によって若干異なります。採用数は少なく、競争率も高いのですが、ここ	 	 
	 何年か採用数が若干増えており、チャンスです。	 
・受験しようと考えている人は、県毎の情報を集めることをお勧めします。	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